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Ⅰ.巻 頭 看

ついこの間 25周年を迎えたばかりと思っていたのに明年 (昭和 54年 6月

1日)は早くも30周年記念日がめぐってくる. 満 30才と言えば人間でも一

人前の壮年に達する. この機会に当研究所のあり方について,もう一度熟考し

て見るべきだと思う.

当所は創立以来遺伝学の各分野について均衡のとれた部門腐成を⊥々 専門飯

域を異にした研究者達が膝つき合せて議論をしながら協力研究を進めるのを特

徴として釆たが,最近における生命科学の進展は驚くべきものがあり,この際

思い切った対応策を講じて置かないと世界の進運に遅れをとる心配さえ生じて

きている.一方研究はますます大型化の傾向を強めている.これらに対処する

ためには量,質ともに研究陣の思い切った増強が必要であると思う. この大切

な時にあたって毎年定員削減を受けていることは大きなマイナスである.

さて 1978年をふり返って見るとさまざまなことがあった. 大原圃場にあっ

た木原生物学研究所が横浜市に移転されることにな り, 木原先生が 2月 10

日をもって三島を引き上げられることになった. 所員の景伸してやまない先生

が当地を離れられることは一抹の淋しさを禁じ得ない. この日当所では名誉所

員会を開いて名残りを惜しむと共に,先生に記念講演をお願いした.

8月にはモスクワで第 14回国際遺伝学会議が開催された. これに先立って

ソ連政府の入国差別や反人道主義に抗議するアメリカ遺伝学会の会議ボイコッ

ト問題が起 り,混乱したが, いざ開会して見ると参加者 3500名という未曾有

の大会議となった. 日本側からも木原均先生を始め 70余名の出席者があり,

当所だけでも出席者 10数名におよび,この学会に大きな貢献をした.

当所では毎年内外から特別研究生や訪問研究員を受け入れているが, 本年度

はフランスから LouisASS6mat氏 (応用遺伝部,1年), インドから A.R.

KasturiBai 博士 (形質遺伝部,9ケ月),アメリカからB.A.M:arcum博士

(生化学遺伝部,3ケ月)の 8氏が来所,研究に参加した.

また本年はアジア諸国から学術使節団が相ついで来訪された. すなわち3月

には韓国科学財団一行およびタイ国科学財団一行が,7月には中国科学院使節

団,10月には中国食品科学技術調査団がそれぞれ来訪,学術交流の突破口を開

く努力をされた.

施設としては遺伝実験生物保存研究施設本館が 9月完成を見た.さらに年末

にはこの付属施設としてネズミ飼育棟および, カイコ飼育棟の予算が認められ,
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いよいよ研究施設として本格的に活動できる態勢がととのった.
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ⅠⅠ.研 究 室 一 覧 (昭和 53年 12月 31日現在)
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研 究 課 題

ⅠⅠⅠ.研 究 課 題

課 題 l研 究 室 E担 当 者

1. 種の分化に関する研究

栽培イネの起床と分化

ネズミ類の種の分化と染色体

ネズミ莞酌こおける細胞抗原分化の免疫遺伝学的研究

染色体進化の基礎理論

キク族植物の種分化に関する生態遺伝学的研究

エンレイソウ自然集団のゲノム分化

ショウジョウバェの種分化の研究

2. 有用動植物の遺伝学的研究

力イコの自然突然変異に関する研究

野生ネズミ類の遺伝ならびに実験動物化に関する研
究

日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研
究

植物における突然変異の誘起と遺伝子分析

細胞培養法による植物の遺伝学的研究

テラトーマ(寄型腫)高発系マウスにおける腫癌形成
の発生遺伝学的研究

ショウジョウバェの遺伝形質の系統化

3. 動植物の細胞遺伝学的研究

野生ネズミ類の細胞遺伝学的研究

実験用ラットの細胞遺伝学的研究

姉妹染色分体交換の細胞遺伝学的研究

力イコにおける細胞遺伝学的研究

ア1)類の細胞遺伝学的研究

4. 腫森の細胞学的ならびに遺伝学的研究

プラズマ細胞陸痴発生における宿主要因の細胞遺伝
学的研究

染色体の変化と癌性増殖の関係

癌の発現機構に関する発生遺伝学的研究

可移植性テラトーマの人為的誘発とその発生遺伝学
的研究
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5. 動植物の生理および生態遺伝学的研究

環境悪化の動植物に与える影響の遺伝学的研究
(環境庁)
(1)動物に対する騒音環境の影響の研究

(2)環境汚染の植物に対する影響の遺伝学的研究

(3)環境汚染による障害遺伝子の誘発と蓄積過
程の分析

ショウジョウバエの行動遺伝学的研究

ネズミの行動遺伝学的研究

組織培養による動物細胞の発生遺伝学的研究

培養昆虫細胞の増殖と分化に関する研究

ショウジョウバエの生態遺伝学的研究

水田雑草の生態遺伝学的研究

6. 遺伝物質および遺伝形質の生化学的研究

高等生物における形質転換の研究

プチリジソ代謝に関する遺伝生化学的研究

臓器組織特異性たん白質の発生遺伝学的研究

植物アイソザイムの遺伝学的研究

高等生物の細胞分化における遺伝子作用の解析

野生ネズミ執 こおける血清蛋白質の遺伝生化学的研
究

セルローズアセテー ト電気泳動法に関する基礎的研
究

植物における形質転換の遺伝育種学的研究

7. 放射線及び化学物矧 こよる突裁変異の研究

放射線倣 射性同位元素を含む)及び化学物質による
突然変異生成機構

細胞 I)NA損傷の修復と突然変異生成過程の生化学
的研究

化学変異原 ･発がん原の検出と遺伝毒性的評価

高等植物の遺伝子構造と放射線損傷の解析

植物培養細胞における突然変異と細胞分化の研究
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研 究 課 題

マウスにおける放射線及び化学物質による突然変異
誘発効率の研究

人間環境におけるポチソシャルミュータゲソに関す
る基礎的研究

力イコを材料とした突然変異生成機構の研究

力イコにおける放射線および化学的突然変異原感受
性の遺伝分析

高等動物細胞における放射線損傷の回復に関する研
究

力イコ生殖細胞における化学物質による突然変異誘
発機構

カイコにおける染色体組換え機構に関する研究

培養細胞における体細胞突然変異に関する研究

8. 集団遺伝学の理論的および実験的研究

集団遺伝学の理論的研究

分子進化の集団遺伝学的研究

多重遺伝子族の進化の理論的研究

集団構造の数学的研究

自然集団における蛋白多型についての統計遺伝学的
研究

キイpショウジョウバェの自然集団の遺伝的変異の
研究

9. 育種の基礎に関する研究

ニワトリとウズラの遺伝学的研究と系統育成

ウズラの野生型および飼育型の遺伝学的研究

育種理論の研究

天然林の遺伝学的研究

同遺伝質系統の利用によるイネの遺伝子分析

10. 人類遺伝に関する研究

発がん遺伝子に対する宿主抵抗性に関する研究

ヒト初期発生異常の遺伝疫学的研究

ヒト先天異常の臨床細胞遺伝学的研究
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染色体の構造及び機能の分子細胞遺伝学的研究

ヒト染色体変異(異型)の研究

ヒト血清たん白質の遺伝生化学的研究

ll. 鞍生物の遺伝学的研究

DNA 複製洩横に関する研究

大腸菌の細胞分裂に関する研究

ペニシリン結合蛋白に関する研究

大腸菌のリポ蛋白に関する研究

微生物の変異性に関する研究

大腸菌のべん毛形成の遺伝学的研究

12. 遺伝子およびその情報発現系の分子生物学的研究

ウイルスの遺伝子 RNA の構造と RNA が持つ情
報の研究

DNA の一次構造の研究

メッセンジャーRNAの構造と機能の研究

大防菌 RNAポ1)メラーゼの遺伝学的および酵素化
学的研究

T4RNA 1)ガーゼに関する研究

真核細胞遺伝子のクローン化と構造解析

大腸菌の複製起点部位DNAのクローン化

13. 腔腸動物の遺伝学的研究

キメラヒドラの celllineageと発生

キメラヒドラの細胞組成

ヒドラ刺細胞の分化
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研 究 課 題

14. 垂未聞定離に関する遺伝学的研究

イネの窒素固定能力の変異と遺伝

窒素固定能の分子遺伝学的研究

lS.材料の系統保存

イネとその近縁種

ムギ頬とその近縁種

アサガオ･サクラ･その他

ショウジョウバエ

カイコ

細菌およびファージ

培養細胞

ネズミ類
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lV.研 究 の 概 況

A. 形 質 遺 伝 部

形質遺伝部においては,生物の発生過程や突然変異生成過程における遺伝子作用の解析

や各種形質の発現機構について研究を行なっている.本研究部は二つの研究室からなり,

第1研究室では,カイコを用いて生殖細胞形成期における突然変異生成機構や,ポテンシ

ャルミュータゲソ,行動遺伝学などの研究を行なっている.第2研究室では,昆虫,晴乳

類などの培養細胞を用いて,発生における形質分化や遺伝子発現,突然変異生成機構など

の研究を行なっている.

人事面では,第1研究室では村上昭雄研究員が室長に昇格し,5月1日付にて発令された.

部長黒田は,本研究所員の協力を得て,5月 24-26日,三島市公会堂で日本発生生物

学会第 11回大会の開催を主宰し,招待講演やシンポジウムのほか,身数の一般講演が盛

会裡にとり行なわれた.また,10月 19,20日,変異遺伝部賀田部長に協力して,三島

市公会堂および教育委員会を会場として,日本環境変異原学会第7回研究発表会の開催に

あたったが,田島所長の特別講演をはじめ,一般講演,専門集会などを通じて,人間環境

をとり巻く変異原に関する活発な討論が行なわれた.8月 21-30日,ソ連のモスクワで

開かれた第 14回国際遺伝学会議には,黒田部長が出席して,ショウジョウバエの培養細

胞を用いた遺伝子の作用解析について講演を行なった.

本年度は,文部省科学研究費による総合研究 (A)｢ショウジョウノミェ,カイコの De-

velopmentに関する遺伝学的研究｣の当初代表者であった大阪大学大久保舜三教授の急

逝のため,黒田部長が代表者となって,本年度より2カ年間の研究を続行することになり,

各研究分担著聞の連絡,総括を行なった.

本年度,学術振興会の外国人招へい研究者として,インドのバンガロール大学動物学科

主任 A.R.XaStOri-Bai博士が5月より9カ月間滞在し,昆虫における薬剤代謝活性能の

種間差異について,田島所長の指導のもとに,本研究部において共同研究を行なった.

特別研究生としてほ,第2研究室で,名古屋大学大学院理学研究科博士過程松谷悦哉が,

昨年に引続き,培養細胞を用いた形質分化の研究に参加した.また,非常勤研究員として,

筑波大学生物科学系岡田益書助教授,および慶応義塾大学医学部勝木元也助手が参加して,

昆虫の発生における生殖細胞や神経細胞の分化に関する研究を推進した.

第 1研究室 (村上)

1) 突然変異生成楼構に関する研究

a)電離放射線のカイコ隆子生殖細胞に対する突然変異誘発効果 (三木*･村上):カイ

コの雌雄生殖細胞の発育過程における放射線誘発遺伝的障害の感受性の分析はほぼ完了し

たが,生殖腺形成期の始原細胞については未解決である.そこで卵色の特定座位法によっ

*埼玉県蚕業試験場
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て 137Csγ-線の生殖腺形成期 (産下 44時間卵)から僻化2日前 (産下 212時間卵)にい

たる生殖細胞に及ぼす突然変異誘発効果の変動を分析した.実験には支 108号系統を使

用し,産下許容時間は 30分とし,採集した卵はいずれの照射区とも1.OKRの単一線量

(線量率:300R/min)を 12-24時間間隔で照射した.

この結果,突然変異率は生殖腺形成初期の産下 80時間目から急激に上昇し,産下 116

時間目〔生殖腺を含む諸器官の形成完了時点 (反転期)の約 24時間前〕に最高値に達し,
器官形成完了後急激に低下した.しかしそれ以後醇化 3日前 (産下 188時間目)にいた

る問の変異率はまったく変化なく低い水準を保ち,その 24時間後に多少の変異率の増加

が認められた.産下 116時間卵の突然変異体の群効果のサイズは産下 68時間卵のそれ

と比較して大差がなかった.

ところで組織学的に生殖細胞が明確に識別できる産下 68時間目から変異率が最高に達

する産下 116時間目にいたる約 48時間に生殖細胞数は約 3倍にも増加するが,生殖腺

完了と同時に細胞増殖は性原細胞の分裂まで一時的に停止することがわかった.これらの

事実からこの時期の高感受性は生殖細胞の分裂増殖に関係することを示唆した.また産下

116時間卵の細胞致死事象が 68時間卵に比較して高い感受性がみられ,産下 116時間

前後に見られた群効果サイズの増大はこの時期の生殖細胞のあるものは感受性が高く死滅

するが,多少抵抗性が高くしかも突然変異を生じたより分化の程度の低い細胞の分裂再増

殖によるものと考察された.

b)化学物質の突然変異原性と細胞分裂周期との関係 (村上 ･深瀬):化学物質 の突然

変異原性の研究は従来問題となる化学物質を注射によって投与する方法が主に採用されて

きたが,生物学的観点から興味ある減数分裂期の卵母細胞,卵内精子核,接合体および有

糸分裂期の卵割核に及ぼす化学物質の変異原作用を分析することは困難である.さいわい

カイコではその生物学的特性を利用することによって同調した細胞(那)集団を容易に採集

することが可能で,卵令を異にする産下卵を化学物質の溶液中に直接浸潰することによっ

て特定の細胞-の生物効果を分析することができる.そこで硫酸ジェチル (DES)を検体

としてモデル実験を行なった.突然変異原性は卵色の特定座位法によって検出した.野生

型の雌または雄に pe;re標識系統を交配し,その結果産下され た卵を産下直後または

120分後に 10℃ に冷却した 0.1% DES溶液中に所定 の時間浸漬し,10分間の水洗い

後室温乾燥し,常法に従って突然変異体の検出を行なった.なお産下許容時間は 30分と

した.この結果,野生型の雌に標識型雄を交配しそこに産下された卵令0分 〔卵母細胞の

第1減数分裂の後(終)期〕および 120分 〔第2減数分裂の後 (終)期～卵前核〕処理区と

もに浸漬時間にともなって突然変異頻度の顕著な増加が認められた.120分後に処理した

方が産下直後の場合より約2倍ほど感受性が高かった.つぎに標識系統の雌に野生型の雄

を交配し,そこに産下した0分卵(卵内侵入直後の精子核)では浸漬時間と突然変異頻度と

の間に相関関係が認められなかった.ところが 120分卵 (精前核はかなり肥大している)

では浸潰時間にともなって減数分裂終了直後の卵前核と同程度の変異頻度の上昇が認めら

れた.この DES感受性の変動は電離放射線の場合とまったく同一の傾向を示したことは
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興味がもたれる.ことに卵令 120分における精 (那)前核において,ほぼ同一の感受性が

みられたことは両細胞に共通の機構一多分DNA合成-が関係しているものと推論された.

2) ポテンシャルミュータグソに関する研究

a)カイコ生殖細胞における化学物質の突然変異原性 の定量的研究 (村上 ･小沢):カ

イコの生殖細胞における化学変異原物質の投与量と突然変異効果との関係を可視突然変異

を指標に解析し,閲値の有無,その大きさなどを明らかにし,真核生物に対する環境変異

原物質の遺伝的障害の危険度評価の基礎資料とする目的で本研究を行なった.検体として

マイコトキシンの一種ステリグマトシスチン (STC)を用いた.この STCはサルモネラ

菌においてラット肝臓 S9の存在下ではじめて変異原性を示す間接変異原物質である.

STCは支 108雌と青熱雄の Fl交雑種の雌および雄の中期桶に1個体当り0.3125-10

pg/0.026mlの6段階の濃度を設定し,注射法により投与した.突然変異の検出には卵色

の特定座位法を用いた.その結果,突然変異頻度は両遺伝子座位ともに卵母細胞では1個

体当りの投与濃度 0.3125FLg,精子では 2.5FLg以上になると対照区に比して有意な増加

が認められ,全般的にはSTCの投与濃度にともない 10flgまで直線的に増加し,閉値は

殆んどないかそれとも非常に低い濃度にあるように見受けられた. また卵母細胞の STC

に対する感受性は精子よりも明らかに高く,より低濃度域で突然変異の検出が可能である

ことが分った.

b)2･3の昆虫における間接変異原物質に対する薬剤代謝活性化能の比較 (A.R.カス

トリ バァイ･田島):昆虫の環境化学物質に対する代謝活性化機構を知る目的で ショウ

ジョウバエとイェバェの殺虫剤に対して感受性を異にする2系統を実験対象に,それら昆

虫の生体内における間接変異原物質,ジメチルニトロサミソ(DAlNA)およびアセチルア

ミノフルオレン(AAF),の代謝活性化能の比較を行った.活性化能の測定は常法に従って

調製されたミクロソームのそれらマイクロソームによって活性化された両化学物質のサル

モネラ菌 TA98,100両株に対するヒスチジン要求性から非要求性への復帰突然変異誘発

頻度の高低を指標に行った.

その結果,両昆虫の幼虫とショウジョウバエ成虫マイクロソームのAAF代謝活性化能

はほとんど認めることはできなかったが,イエバエ成虫における活性化能は殺虫剤抵抗性

の強弱にかかわらず PCB処理された ラット肝臓 S9のそれの 1/2から1/3程度の活性

化能が検出された.この数値は同じ方法で測定したカイコのAAF代謝活性化能の最大に

達する幼虫期の値に比して約1/2程度に相当し種によって大差があることが認められた.

ショウジョウバエの最終令幼虫,婦および成虫におけるミクロソームのDMNA代謝活性

能は殆んど検出されなかった.また殺虫剤抵抗性を異にするイエバェの終令幼虫および成

虫におけるDMNA活性化能もほとんど検出することができなかった.ショウジョウバェ

に対するDMNAは突然変異誘発能が認められているがAAFに対する突然変異原性は認

められていない.それらの化学物質の突然変異原性とここにえられた薬剤代謝活性能とは

一致しないことが示唆され,今後詳細な分析を行って最終的な結論をえたい.

3) 低線量ならびに低線量率放射線の遺伝子変異誘発効果 (田島･鬼丸):低線量域の
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ト.)チウム水 (TE0)の 60Coγ-線 (線量率,5.8または 11.6radS/日)に対す る RBE
億の測定を卵母胞細から肱子生殖細胞を実験対象に,卵色の特定座位法によって測定され

た突然変異効果を基礎に前年度とほぼ同一条件で再度実験を行なった.

野生型のカイコの雌桶にトリチウム水を注射する方法で,形成中の卵中に トリチウムを

取り込ませ,これから発生するβ線により,卵期間を通じて所要の線量を内部照射する.

この卵から貯化した幼虫を飼育し,羽化後,卵色突然変異遺伝子 pe,reを持つ二重劣性

個体に交配して特定座位法によって突然変異を検出する.一方,これと平行してγ線によ

る同時期,同期間照射の突然変異効果を求め,突然変異発生に関す る トリチウム水 の

RBEを求めた.

トリチウム水注射区 (雌蛸あたり125f̀Ciおよび 62.5/̀Ciを注射,卵への移行量は

24364および 12010clpm/粒,筋化まで 19.8日,総吸収線量は 129.8および 68.7rad)

とγ線照射区 (線量率 21.2R/日および 10.3R/日で 19.7日照射,総吸収線量は 401お

よび 195rad)について突然変異率を求め, これからト1)チウム水のγ線に対する RBE

を求め,2.33を得た. この値と前年度えられた RBE値 1.8とからRBE値はほぼ2

と見るのが妥当と考えた.

4) カイコ3倍体の不妊性に関する染色体レベルの解析 (村上 ･今井 ･大沼):カイコ

における3倍体個体の不妊性について古くから多数の報告があるが,染色体レベルでの不

妊性の解析は殆んど見られない.倍数性カイコの性はその性染色体構成の特性から雌性の

場合が圧倒的に多い.ところが雌の生殖細胞の染色体観察は雄のそれに比して非常に困難

である.そこで 3A+ⅩⅩ の染色体構成をもつ低三倍性の雄個体を作製し,その不妊性の

機構を染色体レベルから解析を試みた.

染色体観察は空気乾燥法に従って作製した標本を用いて行なった.精原細胞における染

色体数は例外なく 3n-1-83で,減数分裂前期におけ る対合期の染色体像は性染色体

(ⅩⅩ)を除いて2価染色体と1価染色体がテロメアで対合しているものの,それ以外の部

分において分離する典型的な3価染色休の対合像であった.第1減数分裂では,両極に移

動する染色体数に異常はみられたが,一見正常に進行した.しかし,第2減数分裂では分

裂核の両極への移動の際染色体橋が形成されるため正常の場合に比較して異常に長時間を

要しほとんどの場合蛸期において分裂を完了した.これらの事実はカイコ3倍体の不妊性

が他の生物種で認められているように単に染色体の分離の異常に帰国するのみならず,第

2減数分裂に引きつづく精子形成が幼虫期に進行する正常の場合とは異って,癖期の生体

内環境で進行するため異常精子が形成され不妊性の原因となることを示唆した.

5) カイコにおける行動遺伝学的研究

a)神経球のモザイク性の発生遺伝学的解析 (勝木*･村上):カイコの神経球は正常卵

色系統では黒茶色であるが,淡赤限白卵 (pe)系統では白色である.この色素は渠膜に存

在する色素額粒と同一のトリプトファン代謝系の色素と考えられているが,神経球の色調

も神経球を構成する神経細胞,グリア細胞,神経被膜細胞などに存在するトリプト77ソ

*慶応大学･医･分子生物
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系の色素取粒によることを見出した.これら細胞の着色性を利用し,正常卵白系統 (++/

++)雌と淡赤限白色および油蚕性 (peok/peok)雄とを交配し,過冷却処理によりモザ

イク個体を作り,神経球のモザイク性と卵色および油蛮性のモザイク性との関係を分析し,

神経球の発生の様式を検討した.

出現したモザイク個体の神経球の着色と非着色部分の割合は,個体ごとに異なったが,

観察した50個体すべてを合計すると,着色部分と非着色部分の割合はほぼ1:1であった.

この事実は油蛮性についても同様であり,油蛮性部分と正常部分の割合は個体ごとに異な

るが,すべての個体を絶合するとほぼ1:1となる.このことは表割卵であるカイコの卵発

生の場合,正常受精核と2精核合一核とが過冷却処理により生じ,卵表層への移動の方向

がランダムに起ることを示唆している.また異なる2つの核はそれぞれ集団をなす場合が

多いため,卵色,神経球色,油蛮性は個体の広い部分を占め,まだら状になることは少ない.

つぎに卵色,油蚕性と神経球の着色性のモザイク性との閑適を調べた結果,体の各部で

背腹,頭尾方向での密接な関連性は見出されなかった.すなわち卵色が卵内のある半球で

正常色を示す場合にも,幼虫で必ずしも頭部だけが正常性を示すとほ限らない.また,体

全体が油蚕性を示す場合でも神経球が正常色である場合もあった.これらのことは卵色を

艦とは異なる奨膜の色調で調べているため,旺発生とは必ずしも一致せず,また同じ外腫

葉由来の表皮と神経球であっても,表割上では異なった原細胞が分化の決定に関与してい

ることを示唆した.

b)行動異常突然変異系統 (spli)の遺伝学的分析 (村上 ･大沼):性染色体問の組換え

機構を解析する目的で eCh./Ŷvpe'･pC/Pe苧×sch/SCh･pe/p88 の交配系の嫡期の雌 (那

母細胞)に 1000RのⅩ一線を照射し,化蛾後標識系統雄と交配し,その結果誘発されたお

そらくXBdhTYTTvpR'/XBeh の染色体構成をもつ1つの例外型個体の遺伝分析の過程で,
正常な幼虫の葡旬行動に際してみられる節間膜の機械的な収縮活動がほとんどなく,常時

節間膜が弛み,正常な姿勢を保つことができず-見解ジストロフイ-症様の L'くにゃくに

ゃ''した変異系統が検出された.さらにこの神経一矧勾接合の異常とみなされる変異系統

の雄は正常雌蛾の出す性フェロモンに対して反応が弱く正常な交尾行動が行われなかった.

しかし,このような異常な行動が認められるにもかかわらず,成育過程においては正常系

統と差異はなかった.

この変異系統の遺伝的解析を行なったところこの異常は第1(Ⅹ)染色体に座乗する劣性

遮伝子 (spli:softandpliable)に支配され ることと, この遺伝子は遺伝子 sch(Ⅹ:

21.5)とod(Ⅹ:49.6)の間に位置していることが認められた.

第2研究室 (黒田)

1) 昆虫の培養細胞を用いた遺伝子発現に関する研究 (黒田):発生における遺伝子の

作用発現の時間特異性や組織特異性を解析するために,これまでキイpショウジョウノミュ

の伴性劣性致死突然変異系統の涯細胞を体外培養して,致死遺伝子の発現時期や致死の原

因となる細胞機能の欠損が現われる組織の種類などについて研究を進めてきた.本年度は,

rudimentary(r;1-54･5)の複対立遺伝子の系統を用いて,各複対立遺伝子による発現
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時間や組織特異性の相違について研究を進めた.

γの遺伝子座に存在する複対立遺伝子は,大体3つの相補遺伝子群に分けることができ

るが,それぞれの相補遺伝子群に属する rB(-r89k),r88(-r叫)および r2(-rOlT)の

3系統について,その腫発生における有効致死時期をしらべた.その結果,いずれも肱発

生の各時期にわたって幅広い分布を示すが,rOでは,気管内空気浸入期に 40.7% の肱

が死に,頭胴体節形成期から袋状中腸形成期に死ぬもの 80% と,肱発生の中期から後期

にかけて死ぬものが多いのに対して,r88では,嚢腫形成期に死ぬもの 47.0%,頭胴体節

形成期に死ぬもの 29.9% と旺発生の初期から中期にかけて死ぬものが比較的多かった.

さらに r2では,嚢腫形成期に死ぬ もの 58.3%,頭胴体節形成期に死ぬもの 17.8%

と,早期に有効致死時期を示すことが分った.

これらの各系統の嚢腫形成期後の肱から取り出した細胞を体外培養すると,r9では,

上皮細胞のキチン質形成に欠損が認められ,この欠損は培養液にピリミジン生合成系のカ

-バミル燐酸以後の各代謝生成物を添加することにより回復することが詑められ,r9の

他の組織の細胞は,これらのピリミジソ生合成系の代謝物質を添加しなくても,正常の増

殖と機能を示した.

r38および r芝では,有効致死時期が早期であるため,嚢腫形成後も発育を続ける肱が

少なく,また,これらの腫からの細胞を体外培養しても,正常狂の細胞にみられる増殖や

分化を行なわせることは困難であった.

2) ウズラ腔の培養細胞を用いた細胞分化の研究 (黒田･松谷):ウズラ肱肢芽の間充

織細胞は,培養条件下で軟骨細胞に分化するが,この際の分化の程度が最初にシャーレ当

りに播く間充織細胞の数に依存することは昨年報告した.この軟骨分化の細胞密度依存性

の原因として考えられるのは,高密度の細胞播種により細胞相互の接触が高められること

と,細胞の代謝産物による培養液の条件づけが促進されることである.

細胞による培養液の条件づけについては,セロファン膜を使用して培養液の条件づけを

効果的にし,この培養液を濃縮,分画して,分子量 20,000以上の高分子物質が関与する

ことを明らかにした.

このような軟骨分化促進作用を示す有効成分の検出系として,10FLlの微少滴を用いて,

この中に4×104個の細胞を播いて培養する微少滴培養法を考案した. この培養法を使用

して,上記有効成分の細胞分化に効果のある作用時間についてしらべた結果,培養初期の

2時間細胞に作用させるだけで充分であることが分った.

さらに,細胞相互の接触性の効果について検討するため,細胞の相互接触が可能なよう

に,細胞を一定期間大量静置培養した後に,少数細胞を再播種して軟骨コロニーの形成に

ついてしらべた.この結果,コロニー形成に必要な細胞相互接触の期間は5日間で,培養

液としては No.199がすぐれており,Leibovitzの L15培養液や,Ham の F12培養

液は適さないことが分った.

しかし,この場合,大量静置培養5日間の期間に,培養液の条件づけの影響を除外する

ことはできないので,細胞の相互接触の効果をより明確に示すために,旋回培養法を用い
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て細胞間接触を一定時間強制的に与え,その後少数細胞を再播種して,軟骨コロニーの形

成に対する効果をしらべた.106個の細胞を,3mlの No.199培養液に浮遊させ,4-

48時間の種々の時間旋回培養し,再播種の際の細胞数も35mm のシャーレ当り103-

104個と変えて検討した結果,ごく短時間の旋回培養ですでに細胞接触の効果が現われ,

再播種後に軟骨コt,ニーの形成がみられた.

この系では,細胞相互の接触状態を,実験的に制御することが可能であるので,細胞分

化に必要な細胞接触の最少必要時間や,使用する細胞の発生段階などについて,さらに研

究を進めている.

3) ヒト2倍体細胞を用いた体細胞突然変異の研究 (黒田):ヒト胎児肺臓由来の正常

2倍体細胞を用いて,種々の化学物質による8-アザグアニソ(SAG)抵抗性突然変異の生

成とその誘発機構について研究を進めているが,本年度は,かび毒としてその発がん性が

知られているステリグマトシスチソ(STC),およびトリプトファン燃焼物で微生物の系で

変異原性が見出されているトリプ-p-1,および トリプ-p-2について,ヒト正常2倍体細胞

の生存率および突然変異誘発に対する作用をしらべた.

細胞を0.01-1FLg/mlの種々の濃度のSTC, トリプ-p-1およびトリプ-p-2で4時間処

理し,細胞のコロニー形成率を指標としてしらべた胞細生存率に対するこれら変異原物質

の影響は,処理した物質の濃度とともに増大し,各物質の Do値は,STCが 0.63pg/ml,

トリプ-p-1が0.53jLg/ml,ト1)プ-p-2が3.OfLg/mlで,これら3種の変異原物質の中で

は,STCおよび トリプ-p-1は,トリプ-p-2に比較して強い細胞致死作用を示した.

これら種々の濃度の変異原物質で,細胞を4時間処理した後,正常培養液中で 6-9日

の突然変異発現時間の間培養し,細胞を再播種して,80FLg/mlの 8AGを含む選択培養

液中で 14日間培養して,誘発された 8AG抵抗性細胞のコロニー数をしらべ,変異原物

質による突然変異誘発率を算定すると,いずれも対照の非処理の細胞にくらべて,変異原

物質処理により突然変異は有意に高くなった.

D.値に近い細胞生存率を与える濃度の各変異原物質で処理した場合の突然変異誘発率

は,生存細胞当りSTCが 10.2×10-5,ト1)プ-p-1が7×10~6,ト1)プ-p-2が2.8×10~5

となり,この場合もSTCおよびト1)プ-p-1は,ト1)プ-p-2にくらペて強い突然変異誘発

作用を示した.

4) ショウジョウバエの艦発生過程の位相差癖微鏡による多数･同時追跡法 (漢):こ

れまで旺致死突然変異の腫発生過程に関して数多くの分析がなされているが,位相差顧徴

鏡による外部形態の観察は,24時間またはそれ以上を経ても僻化してこない死卵につい

て行われている程度で,各個体の経時的な追跡は,ある場合有効であると思われるにもか

かわらず,下記のような理由のためか,ほとんど,行われていない.

2,3の肱致死突然変異の致死原因を調べる前段階として,位相差顕徴鐘下で艦の外部

形態の変化を追跡するため,狂を含む水の上にカバーグラスをかけると酸素欠乏によると

思われる発生の停止が起るが,これを防ぎ,同時に多数の個体の識別を容易にする方法と

して,歴をスライドグラス上に作った多数の小水滴中に一個体ずつ入れ,水滴の上面にカ
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バーグラスを接着させて出来る柱状水滴中で発育させる方法を考えた.この方法によれば,

水滴間に存在する気相によって酸素の供給はある程度保障されるはずであり,一定時間ご

とに全液滴内の狂を撮影すれば,幾台もの連続撮影装置を使うことなく,同時に多数個体

の変化を追跡できるので,個体問の変異等の定量的扱いも容易であると思われる.

正常系統 (Oregon-R)の艦を用い,この方法の有効性を検討した結果,24時間採卵に

よるかなり発達した肱を含む集団でも,単にカバーグラス下の水に封じた時,57% しか

筋化しなかったのに対し,上記の柱状液滴中では 91% の膨化率を示し,この方法が有効

であることを示唆した.しかし,1時間採卵による若い膝からなると思われる集団を用い

た場合,柱状液滴中での貯化率は低下する傾向がみられた.これは,苦い腫ほど,液滴中

へ移す時の操作による傷害や,酸素欠乏等の条件に対し鋭敏なためではないかと思われる

ので,より温和な操作や,使用する水滴の大きさなどについて検討を進めている.

B.細 胞 遺 伝 部

この部では遺伝現象を細胞レベル,特に染色体の形態と機能の面から研究した.また実

験動物としてのマウス,ラットおよび野生ネズミ頬の系統繁殖ならびに遺伝学的調査も本

研究部の重要な研究課題とした.第1研究室では前年度に引続いて野生ネズミ類の細胞遺

伝学的な研究をおこなった.本年度はインド洋諸島およびその沿岸地域における第3次ネ

ズミ類探検調査 (文部省海外学術調査)をおこなった.採集したネズミ現の実験室での繁

徳,交雑実験および遺伝的調査等に力を注いだ.また新しい実験動物の育成のための種々

な特性の調査も進めた.文部省特定研究 ｢実験動物の純化と開発｣のとりまとめおよび総

合研究(A)｢小型晴乳動物の実験動物化に関する研究｣班の代表者 (青田)として研究を

行った.また姉妹染色体交換現象の解析が進められた.第2研究室においても前年度に引

続き野生マウスの H-2抗原の免疫遺伝学的研究および細胞遺伝学的研究をおこなった.

マウスミ-p-マにおける細胞遺伝学的および遺伝生化学的研究も昨年に引続いて進めら

れた.また免疫遺伝学的研究用の純系および Congenie系マウス系統維持もおこなった.

またこの研究室では昆虫,特に蟻の染色体調査と核型進化の研究が進められた.本研究部

で維持しているネズミの系統は本誌の保存リストに記載した.

本研究部の外国出張については吉田部長,森脇室長,加藤主任研究官が第 14回国際遺

伝学会議出席のため 8月 20日より8月 31日までソ連に出張した.更に上記三者に北

海道立衛生研土産技官が加わって,合計 4名で 11月 1日より12月 14日まで (加藤

主任研究官は 11月 15日より)ネズミ頬第3次探検調査のためインド洋諸島,アフリカ,

ヨーロッパへ出張した.森脇室長は上記土足技官と共に 6月 13日より6月 24日まで

タイ国およびタイ湾-出張し,野生-ツカネズミおよびアカネズミの採集調査を行なった.

今井研究員は日印学術交流によって 8月 1日より10月 31日までアリ類の採集調査の

ためイソドに出張した.

本年度は細胞遺伝部にとって非常に悲しいできごとが起った.日頃元気だった加藤主任

研究官が肝疾患により12月 19日に病没した.心から冥福を祈りたい.特別研究生とし
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ては,多産長治 (静岡大学大学院),浜田 俊 (東京農大卒),室伏 誠 (日大三島),原

田正史 (九州大学大学院),峰沢 滞 (京都大学霊長類研),城石俊彦 (東北大学大学院),

平井啓久 (九州大学大学院),大原たかね (静岡大学卒)等が加わり,流動研究員として

神田尚俊 (東京女子医大)が加わった.

第1研究室 (青田)

1) イソド洋諸島ならびに沿岸国におけるネズミ塀探検調査 (第3次ネズミ類海外学術

調査)(青田･森脇 ･加藤 ･土星*):クマネズミ (RauuSrauuS)は核型か らアジア塑

(2n-42),オセアニア型 (2n-38)およびそれらの中間のセイpソ型 (2n-40)の 3型が

存在することを筆者らの第1次 (1968)および第2次 (1972)の学術調査によって明らか

にされた.今回はそれに続く第3次海外学術調査である.アジア型は東,東南アジアおよ

び西南アジア北部に分布し,オセアニア型はオセアニア,西南アジア南部,中近兼,ヨー

I,ッパ,ア71)カ,北米および南米等世界に広く分布し,セイT,ソ型はセイロン島のみで

発見された.今回の調査では,セイロン型がセイロソ島に広く分布しているかどうか,普

たインド洋上の諸島および沿岸国にはどちらの型のクマネズミが分布しているかを把握す

ることを主眼とし,その他のネズミ額および食虫類等の小型噛乳動物も広く採集して細胞

遺伝学的な調査をすると共に,これらを日本へ送って研究所で飼育繁殖して遺伝学的調査

を進め,更に新しい突放動物育成の材料としたいというのが目的であった.

表 1 第3次ネズミ類海外学術調査で採集した動物の種類と個件数

動 物 種 ペナン島 ス リ ランカ セイシ芦ルズ島 モーリシャス島 ケニア ヨ■-ロツパ 合 計

げっ菌類R.rauuS 10 76 1953 20 1011 1142 135

R.norvegioue 24 10 472 38

Bandi¢otaMuSn uS¢ulusM.leggadaM.ninutoideSApodenuBMaStOnySClethriononya食 虫 類SunouSnurinusTenrec原 猿 類TupaiagliS 512 39137 82213114121032

合 計 l 421118I27‡33112

*非常勤研究員,北海道立衛生研究所
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この日的のため青田 (代表者),森脇,加藤および土星の 4名による文部省海外学術調

査班を組織し,昭和 53年 11月 1日 (加藤班員は 11月 15日より)より12月15日

までペナン島,セイロン島,セイシェルズ島,モー7)シャス島,およびナイロビ(ケニア)

等でネズミ類の採集調査をおこなった.その後ヨーロッパでもネズミの採集と,採集した

ネズミの種名の同定がおこなわれた.各地域で採集したネズミの種類と個体数は表1のと

おりである.

2) インド洋諸島および沿岸国におけるクマネズミの染色体,特にモーリシャス型クマ

ネズミの発見 (吉田･加藤 ･森脇 ･土星 ･落合):第3次ネズミ類 の学術調査によって採

集された各地域におけるクマネズミの核型を調査した.マレーシア領に属するべナソ島は

予想どおりアジア型で 2n-42を示し,第1染色体も予想どおりアクロとサブテt,セソト

リックの多型が観察された.スリランカでは島内9ヶ所で採集した 76頭について核型を

調べた.一般に島内中央部の高地で輪獲されたクマネズミは 2≠-40のセイロン型である

が,海岸周辺部では一様にオセアニア型 (2n-38)で,コロンボ,その他でセイロン型と

オセアニア型の交雑種と思われる2n-39の染色体をもつ個体が少数発見された.セイシ

ェイルズ島とケニアのナイロビで採集したクマネズミは全部オセアニア型であった.

ただモーリシャス島のクマネズミは染色体の基本型は2対の大きなメタセントリックを

持つオセアニア型であったが,7対の小さいメタセントリック染色体の中,第 14番目と

第 18番目の2対が動原体部で切断が起ってアクロセントックとなり,染色体数が 42本

に増加していた. このクマネズミをモーリシャス型と名付けることにした.採集した 17

頚のうち,13頭は上記の核型をもったが,1頭は大きなメタセソトリック染色体 (Ml)の

一方に切断がおこって,アタロセソトリックとなり,染色体数は 2n-43,他の1頭はそ

のアクロセントT)ックがホモになって染色体数は 2n-44,他の1頭は他のモ-リシャス

型と同じであるが,小型のメタセソトリック (No.18)がアクロセソトリックとの-テT,

の形となり,染色体数は 2≠-43を示した.モーリシャス型と他のクマネズミの交雑につ

いては,ただいま研究中である.

3) 新しい実験動物プラティ1)ックスの育成と正常 および腫癌細胞の染色体 (吉田):

プラティスリックス (MuSPlatythrix)はマウスに近い種類であるが,染色体数はマウス

よりはるかに少なく,2n-26で,すべて棒状 (アクロセント1)ック)である.体はマウ

スよりもやや大きいが,マウスケ-ジでよく繁殖する.1972年にインドで採集し,以来,

今日まで飼育を続け,兄妹交配を約 10代継続した.繁殖はまだほとんど衰えない.染色

体数が少なく,かつ大きいのでマウスよりも細胞遺伝学的な研究には好材料である.プラ

ティリックスとマウスの核型をバンド染色法で比較したところ,後者の染色体の 10数対

がそれぞれ2対ずつタンデムに結合して前者の核型が生じたものと推察された.G-バンド

染色によって各染色体対の識別が可能である.また著明な N-バンドが,第 5,8および

12染色体対に観察された. これは核仁の形成に関与する nucleolarorganizerの部位で

あるとされている.新生仔の肺の培養細胞における増殖の度合および染色体倍化の現象を

マウスのそれと比較した.プラティスリックスの細胞は同一培養条件下でマウス (BIOA)
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のそれの約倍の速度で増殖した.四倍化はマウスよりも数代遅れて起こり,培養約 20代

でほとんどの細胞が四倍性になった.8MCを 2mg/mlの割合でオT)-ブ油に溶かし,

0.5m‡ずつ1週間おきに4回背部に皮下注射した.実験に使用した 31頭のうち,4-5

ケ月後に7頭に皮下腫疹(肉腫)を生じ他は発病前に死亡または事故死した.7頭のうち6

頭について腫癌から直接染色体標本を作成し細胞遺伝学的な調査をした.染色体数はいず

れの痘痕もdiploidを.a-ドとしたが,モノソミー,ト1)ソミ-,テトラソミ～,染色体

の動原体結合,タンデム結合,欠失などの異常がかなりの頻度で観察された.特にN-,Iソ

ドを持つ染色体に異常が多発したので,これらの染色体の異常と発癌の閑係が示唆された.

4) プラティス1)ックスのマイトマイシンC(班MC)注射による染色体異常および姉妹

染色体交換の頻度 (青田):プラティス1)ヅクス (Musplatylhri∬)はマウスに近い種頬

であるが,染色体数が少なく(2≠-26),かつ大きいのでマウスよりも細胞遺伝学的な研

究には好材料であるあることは前述した.この動物の染色体の薬品に対する反応をみるた

めに,マイトマイシンC(MMC)を10~8,5×10~8および 5×10~T班 の濃度で腹腔内に注

射し,26時間後に骨髄標本を作成して,それぞれ 200細胞における染色体異常の頻度を

調べた.異常の頻度は 14(無処理),20,31.5および 65.5% の割合で MAtCの濃度と

共に上昇した.染色体切断も100 細胞当り6(無処理),13.5,46.5,および 135.8と

濃度と共に増大した.肺の増養細胞におけるMMCに対する染色体異常 と姉妹染色体交

換(SCE)頻度を調べた.MMCは上記と同じ濃度でおこない,それぞれ 50細胞について

調査したところ,MAICに対する反応は非常に敏感で,いずれも薬品の濃度に比例して上

昇した.環境変異原に対する染色体異常の研究にこの動物種は従来のマウスよりもはるか

に有利であると考えられた.

5) 姉妹染色分体の偏在性とその生物学的意味 (加藤姓夫):姉妹染色分体交換 (SCE)

は自然発生的に一定の頻度で起こるが,その生物学的役割はまだよく分らない.C-バソド

がゲノム全体の約 30% を占め る晴乳動物2種の培養細胞を用いて,中期染色体上の

SCEの分布を調査した結果,1)SCEの頻度は真正染色質部位でははばその量に比例す

ること,2)C-バンドにおけ る SCE頻度は期待値をはるかに下まわること,および 3)

真正染色質からC-バンド-の移行部位に SCEが多発すること,などが分った.

高等真核生物におけるDNA反復配列の進化とその保持機構として,生殖細胞における

不均等組換あるいは不均等 SCEによるモデルが提出されているが,上述の結果は,この

モデルで説明が可能と思われる.ただし,不均等 SCEは反復配列のどこにでも起こるの

ではなく,おそらくその末端部位で主に行われるのかも知れない.

6) 活性炭吸着 BrdU による姉妹染色分体の分染法 (神田･加藤):Znvivoにおけ

る姉妹染色分体交換 (SCE)を研究するため,活性炭に吸着させたBrdUをマウスの腹腔

へ1回授与した.その結果,精原細胞と腹水肝癌 班H134において姉妹染色分体の分染

が得られた.BrdU の doseetrectが殆どないと考えられる量の BrdUを投与したとき,

SCEの頻度は精原細胞で平均 1.75/cell/twocellcycles,ME134で平均 4.5/cellであり,

癌細胞の方が有意に高い値を示した.
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7) マウス各種臓器の分裂細胞における invivoSCE (神田･加藤):Znvivoにおけ

る SCEの生物学的意味を探る目的で,骨髄,小腸上皮,肺臓,精巣,リンパ節の細胞を

用い SCEの頻度を比較した結果,inviroの細胞では自然発生 SCEの頻度は約 1.5-

2/cell/twocellcycleであった.しかし,アジュバントで抗原刺激を受けた牌臓,リンパ

節の細胞では,同一個体の骨髄細胞より有意に高い SCEの頻度を示した.このような抗

原刺激によって増加した invivoの SCEの頻度そのものは,細胞の機能に直接影響を

与えることはないと考えられ,SCEの中立性を暗示していると思われる.

8) 姉妹染色分体分染法に よるマ ウス減数分裂細胞 の研究 (神田･加藤):Late

diplotene-diakinesisにある染色体で姉妹染色分体を染め分けることができた.152個の

monochiasmaticbivalentについて調べたところ,常にキアズマの場所とcrossing-over

の起こった場所は一致しており,キアズマの末端化は観察されなかった.この結果は,い

わゆるterminalchiasmaがキアズマの末端化によって生じたのではなく,染色体の末端

と末端が単に付着しているに過ぎないことを強く示唆する.更に ⅩY染色体の染め分け

パターンの解析からbivalentを形成するとき末端同志互いに付着する Ⅹ とYの染色分

体の組合わせは,BrdUを取り込んだ腕と取り込まない腕が結合する傾向が強く,決し

て atrandom な現象ではないことがわかった.各種系統のマウスを用いて比較研究を継

続中である.

9) カワ-ギ4種の核型 (窒伏,吉田):海産魚として食用に供せられるカワ-ギ煩の

4種,Stephanolepiscirrhifer,S.3'aponiCuS,Paramonacanthsoblongusおよび

Navodon仰Odestusの染色体を調査した.染色体は魚にコルヒチソ (1FLg/g体重)を注

射し,腎臓とユラから直接乾燥法によって標本を作成して観察した.染色体数は3種 (S.

cirrhifer,S.japonicuSおよび P.oblonguS)は 2%-34,他の1種,N.modestusは

2n-40で,すべて棒状 (アクロセント1)ック)であった.核型から上記3種の区別は困

難であるが,N.仇Odestusは染色体数が違うので,容易に区別することができた.しか

し上記3種類には1対ずつの二次狭窄を持つ染色体が観察され,それらは染色体の大きさ

から,S.cirrhiferでは No.9,S.3'aponicuSでは No.6および P.oblonguSでは

N0.2に相当すると推察された.二次狭窄は仁形成に関与するとのべられており,r-RNA

の合成に関係する座であろうと考えられている.核型が同じでも二次狭窄に差異のある事

は核型と種の分化を論ずる上に興味深い.

第2研究垂 (森脇)

1) 野生-ツカネズミからのBIOE-2congenic系および近交系の育成 (森脇 ･城石 ･

平井 ･原田):日本産-ツカネズミMus nusoulu8mOloSSinus,アフガニスタン産 M.

n.baotrianusおよびフィ.)ピソ産 M.仰.OaStaneuSの Ⅱ-2遺伝子を C57BL/lo藻

マウスに導入した BIO.Ⅱ-2congenic系の育成を昨年に引き続いて行 なった.系統名

(n40L,BAG,CASは亜種名,次の3文字は採集地名の略)と戻し交配の世代数は次の通

りである.BIO.MOL.SG(Fl,N12),BIO.MOL.TEA(NIO),BIO.AlOL.TED(N9),

BIO.MOL.AJI(N7),BIO.MOL.AJII(N4),BIO.MOL.YGB(Fl,NIO),BIO.
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MOL.ORB(N9),BIO.MOL.OAl(N6),BIO.BAG.AF(N4),BIO.GAS.QZ(N3).

また野生-ツカネズミから近交系の育成を行なうために,次の各系の兄妹交配を続けた.

M.MOIJ.TENII(手稲産,F9),M.MOL.OMA (大間産,F5),M.BAG.AFG (ア

フガニスタソ産,F5),班.BAC.LAH (ラホール産,F6),M.MOL.YNK (与那国島産,

F2),M.MOL.ANJ(安城産,名大農学部より分与を受けた,F21).

2) タイおよび台湾地域における野生-ツカネズミの採集調査 (森脇 ･土星*):野生-

ツカネズミ種における内在性瞳癌ウイルスに関する癌研究所との共同研究の一環として,

6月 14日から 19日までタイ国,20日から24日まで台湾を訪問し採集調査を行なっ

た.タイではバンコック農林部の Mr.P.Sudtoの協力で Loburi地区及び ChaiNat
地区で採集を行ない,MuSearOli(11匹),M.cervicolor(21匹)の他Ratluse∬ulans

(ll),R.argentiventer(2),Tadarida(1),SuneuSnurinus(20)を捕獲した.台湾で

は台湾植物保護中心の Dr.Te.Y.Xu及び Mr.Y.K.Hseun の協力を得て台中及び梨

山地区で採集を行ない,MusformoSanuS(M.caroli)(5匹),M.mus¢uluscastaneus

(8)の他 MicroluBkikuohii(1),Apode肌ueagraliuS(7),ApodenuSSe珊OtuS(7),

RauuSBp.(1)を捕獲した.これらのうちMusの仲間は三島に送って飼育を続けている.

3) 日本産-ツカネズミ亜種の位置に関する研究 (森脇 ･城石 ･平井 ･峰沢1)･坂井皇).

米川 8)･小高4)):日本産-ツカネズミMusnuSCuluSnOlosSinuSが-ツカネズミ種の

中でどのような遺伝学的位置にあるかを明らかにするため,世界各地から採集した-ツカ

ネズミ亜種 MuSnuSeuluSdoサルeSticus(モー])シャス,セイシェル,ヨーPッノミ),M.

n.baotrianuS(アフガニスタソ,パキスタン),M.仇.urbanuS(スT)ランカ),M.m .

oaStaneuS(フイ1)ピソ,台湾,沖縄)等を次の諸点について比較研究した.生化学的標

識遺伝子 (10座位),染色体 C-バソドバクソ,血清補体成分 (C13)ミトコンド･)アDNA,

フレソドウイルス感受性.M.仇.donesliouBとM.仇 .nOlosSinuSとの遺伝距離 (D)

は 0.3位となり,おおよそ 100万年前に分岐したと考えられる.上述の諸形質を比較し

た結果は,いずれも上に掲げた亜種とM.仇 .nOloSSinue との間に,上に並べた順にへ

だたりがあることを示唆している.ただ C-パソド/くタンはM.m.noloSSinusだけが他

の亜種と著しく異なっていることがわかった.

4) 隠岐島産アカネズミの遺伝生化学ならびに細胞遺伝学的研究 (平井 ･内田*･森脇):

アクt)ルアミドゲル及びセルローズアセテート膜電気泳動法により,アカネズミ血清およ

び肝臓の生化学的遺伝形質 の多型を調査した.隠岐島前より9個体,隠岐島後より12

個体,島根県内 3地点より25個体,富山市周辺より7個体を採集し10遺伝子座 (ェ

ステラーゼ 1,2,3,4,10,ブレアルプミソ,アルブミン,α2-蛋白, トラ./スフェl)ソ,

*北海道立衛生研究所
1) 京都大学霊長類研究所
忠)金沢大学癌研究所
8)埼玉県がんセンター研究所
4)東京大学医科学研究所
**九州大学農学部
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α2マクログロブ1)ソ)について分析し,それらの遺伝子頻度からNei(1972)の式によ

って各地域間の遺伝距離 (刀)を算出したところ,隠岐島前と島後との間には形態的な差

異があるにも拘らず D-0.025という値が得られ,両者を亜種として分けることは難しい.

一方,隠岐と本土 (島根･富山)との間には 0.064というかの値が得られ,両者を別亜

種とすることは可能であるとしても,別種とすることは難しい.染色体 C-バンドからは,

比較した地域間に特田的な差異は認められなかった.

5) インド産アリ額の核型調査 (今井):アリ類染色体における動原体の不均等分布の

研究の一環として日印学術交流に基づき8月 1日から 10月 30日まで3ケ月間インド

国のチャンジガル･ニューデリー･ランチ一･カルカッタ･プーナ･マイソールの各地で

インド産アリ類の染色体調査をし,合計 186種類について染色体観察を行った.既に核

型分析を終り日下インド産アリ類の種名同定のために久保田政雄氏 (小田原)と共同で乾

燥標本を作製中である.

6) 染色体進化の基礎理論 (今井 ･丸山):従来染色体進化上重要 と考えられてきた動

原体融合が噴乳類の核型進化にどの程度貢献したかを見るためにモンテカルロ法を使用し

て理論計算を行なった.同一の長さを有するアクpセソトリック染色体 (A)のみよりな

る核型から出発し染色体切断および再結合がrandomに生じ且つ動原体融合と狭動原体逝

位のみで進化する系を考え,両染色体変異の固定確率が等しいと仮定した場合 (動原体融

合説に特に有利な仮定)の発生確率を用いて核型を次々に進化させ一定時間後の核型の状

態を核グラフ法を用いて表わした.計算の結果 n≧20で動原体融合が狭動原体逆位より

優勢になり ≠<20では狭動原体逆位でアクpセントリック染色体よりメタセントリック

染色体 (A-M)に変化し易いことがわかった.この結果は次の二点で噴乳類の核型分布

と著しく異なることがわかった,噂乳類の核型においては (1)n≧20の領域においても

狭動原体逆位が優勢である場合が多い.(2)≠<20の領域においてA染色体のみよりなる

核型が相当数存在する.これらの結果は動原体融合が嘱乳類の核型進化であまり重要な役

割をはたしていないことを裏付け,さらに核型進化における動原体開裂の重要性を示唆す

る.日下動原体開裂と狭動原体逆位のみで進化する系についての理論計算に取組んでいる.

C.生 理 遺 伝 部
生理遺伝部はショウジョウバエの自然集団に含まれる遺伝的変異の生理遺伝学的,行動

遺伝学的研究を行なっている.

昭和 53年度の主なる研究課題は (1)ショウジョウバェの行動遺伝学的研究,(2)シ

ョウジョウバェの集団,生態遺伝学的研究,(3)環境悪化のショウジョウバエ集団に対す

る影響の研究である.

(1)の研究に関する文部省の科学研究費,総合研究 (A)は3月末をもって終結したが,

昨年度から継続中の内藤記念科学振興財団の特定研究 ｢昆虫の circadianrhythm にお

けるcloek機構の神経生理学的解析｣のグループに加わってショウジョウバエの活動I)ズ

ムを分析した.(2)の研究は 16年間にわたって継続中のもので,キイtlショウジョウパ
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工の近縁種のオナジショウジョウJI-の生態遺伝学的研究と両種の雑種の研究を行なった.

渡辺隆夫室長は文部省の科学研究費,絵合研究 (A)の ショウジョウバェ, カイコの

developmentに関する遺伝学的研究 (黒田班)の分担研究を行なった.(3)の研究は環

境庁の公害防止の総合プロジェクトの一部で,サブテーマ (1)騒音のショウジョウバェ

の活動リズムに対する影響の研究は本年度をもって終了した.なおサブテーマ (3),汚染

物質が障害遺伝子の誘発と蓄積に与える影響の研究はショウジョウバェの自然集団(勝沼)

と実験集団によって統継中である.

特別研究生,李 元鏑 (釜山大学校講師,広島大学理科研究科在籍)はショウジ三り/:

ェの行動遺伝学的研究を総括して広島大学に学位を申請し3月 13日に帰国した.その

後を受けて高村継彦 (都立大学理学研究科,博士課程)は4月上旬から特別研究生として

ショウジョウパェの行動遺伝学的研究を行なった.渡辺隆夫研究員は 5月 1日付で第1

研究室の室長に昇任した.また特別研究生井上 寛 (都立大学理学研究科,博士課程)は

5月 1日付で遺伝実験生物保存研究施設,動物保存研究室の研究員に新任され,ショウ

ジョウバェの系統保存を行なうことになった.大島部長は昨年に引続き日本学術会議の遺

伝学と環境生物の両研究連絡委員であった.8月 21-30日にソ連のモスクワで開催され

た第 14回国際遺伝学会議のシンポジウム行動遺伝学のセクションに招待を受け,ショウ

ジョウパェの活動1)ズムについて講演した.

第1研究室 (大島･渡辺)

1) ショウジョウバェの行動遺伝学的研究

(a) キイロショウジョウバェの活動リズム (大島･李 ･高村):前年度に引続き1975

年秋に勝沼から採集した多数の雄からCy/h 法でつくった多くのホモ系統について,-

エ1匹ずつの約1週間の活動をアクトグラフによって記録した.前半は明暗環境 (薄暮,

薄明付)で後半は全暗環境にし,温度は 25oC一定にした.明暗環境における活動は薄暮

薄明期に活発になる二山型を示したが,全暗環境になると--の主観的昼間に活動は小さ

く連続的になった.活動時間と活動量を両環境で求めて活動型を3種類に分けた.18ホ

モ系統中,4系統の-工は全暗環境における自由継続1)ズムの不明瞭なものであったが,

他の系統は明瞭な自由継続で,それぞれ固有の概日リズムを表わした.

(b) 複限,限神経球構造の異常なる-工の活動リズム (大島･高村):棒限 (βαT),

無限 (ey)の-エの活動.)ズムは前年報 (第 28号)にも述べたが,本年は複眼,単限と

もに欠くso(Sineooulis2-57.1)の-エ (25匹)の活動をアクトグラフで調べた結果,

36% の-工が薄暮薄明雨期の変化を感じて活動した.なお 80系統と無限 (ey)および

Oregen系統を交配し,F2で分離した80と同じ表現型をもつ-工の活動を同様に調べた

結果,すべての-工が薄暮薄明雨期の変化を感C,全暗環境において概日リズムを示した.

また視細胞突然変異 ora(outerrhabdo竹もereabsent),See(8eVenleSS),EiRG異常の

もの nonA,norpA,ragA,ragB,tanの--のうち sev,WonA以外のものはす

べて薄暮薄明雨期の変化を感じて活動した. したがって複眼の下にある Iamina(外部限

神経球)の周辺視細胞 (R1-6)か中心視細胞 (RT,8) のいずれか一方からの光線進入が次
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のmedulla(中部限神経球)にまで達すると十分に明暗変化を感じることができる.しか

し複眼と1aminaをまったく欠き,単眼もないsoが明暗変化を感じたことはlobula(内

部限神経球)が光の受容器であることを示唆した.

これら視細胞,ERGの異常な-エの多くのものが走光性を示さないこと,および明暗

変化を感じなかった SeV.nOnAの-工の羽化リズムが正常であることは,光受容の仕組

の複雑さを示すものである.

(C) ショウジョウパェ雄の lovesong(河西･渡辺):雄の求愛行動時に生じる題の

振動を録音し,オッシpスコープでその波型を調べ ると,種特有の ipi(interpulse

interval)を知ることができる.仇6lanoga8ter14系統の ipiは 30-35msecの範囲

であり,同胞種 si仇ulan857系統の ipiは 42-57msecであって,両種間には明らか

な ipiの差がみられたが,8imulanSの種内変異は非常に大きい ことがわか った.

Si肋ulanSの近縁種 mauritianaは love80ngの′くタ-ソそのものが前2種とは異って

おり,定常のipiを示さず,1回の求愛歌(burst)の間に約 10ケのpulseが 150msee

の ipiから20msecの ipi-漸次減少する型を示した.melanogaSterとsi仇ulans

の雑種の ipiは正逆交雑ともに両親の中間値を示し,Schilcher&Manning(1975)の
ipiX染色体座乗説はあてはまらず,むしろ,常染色体の不完全優性遺伝子と考えられる.

一万,8imulan89 とnauritiana8 との雑種の lovesongのパターンは,Flでは

8inulanS型となるが,もどし交雑によるFBでは,mauritiana型も分離してくること

から,′くタ-ソに関してはⅩ染色体の遺伝子支配の可能性を残している.

(d) ショウジョウ/ミニの産卵行動 (高村):D.肌elanogaBterで,培地上に置いたろ

紙上に産卵可能な系統と,紙の上にはほとんど産卵せず,培地上にのみ産卵する系統を人

為選択によって得た.このような産卵行動における差は,産卵時に卵を埋め込む傾向の差

であることが判明した.すなわち,培地にのみ産卵する系統は,紙以外でも,卵が差し込

めない物はすべて避けて産卵するのである.この形質は,紙に生れた卵の割合でみる限り,

両系統の Fl,F2個体の分布から,量的形質と考えられた.

さらに詳細な分析のため,D.melanogaSterの産卵の行動図 (ethogram)を直接観察

によって作成した.この種の-工の産卵行動は,(イ)体内での卵の産卵管への移動をう

ながす腹部の屈伸,(p)産卵管による産卵場所の探索,(-)1個の卵の産卵という3つ

の行動の繰返しである.紙に産卵する系統では,肘筋の切断により,一方,培地に産卵す

る系統は,産卵管の先端を焼くことにより,産卵数を減らさないで,弁別能力が低下した

ので,これらの器官が産卵場所の識別器管として働いていると考えられた.

この形質の変異は,自然集団内にも存在し,勝沼のブドウのしぼりかすのうち種子 (哩

め込めない)の上から採卵した卵由来の系統は種皮 (埋め込める)の上から採卵した卵由

来の系統よりも,明らかに高い割合で,紙に産卵した.また,勝沼由来の 40isofemale

系統は,この形質に関して大きな変異を示した.一方,D.nelanogasterの同胞種であ

る D.si伽ulanBの三島由来の 40isofemale系統では,変異は少なく,ほとんどの系統

は,選択的に培地にのみ産卵した.
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卵が産まれている培地表面を 2N-NaOHで 20分処理し,流水で洗うことにより,哩

め込まれていない卵のみを除去する方法を考案した.この方法により,より精度の高い分

析が期待される.

2) ショウジョウバェの集団･生態および進化遺伝学

(a) 勝沼のキイロショウジョウバェ自然集団の遺伝的変異 (渡辺 ･井上 ･津野):

1978年秋に採集した D.nelanogaeterの第2染色体をCy/Pm法で245本抽出し,劣性

の有害遺伝子,可視その他の遺伝子,逆位染色体およびアイソザイム遺伝子等の頻度を調

査した.致死遺伝子頻度は 23.7%‥ 雄性不妊遺伝子頻度は 11.8%,雌性不妊遺伝子頻

度は 13.4% であった.雌性不妊がやや増加の傾向が認められるが,致死 ･雄性不妊の各

遺伝子はここ4年間定常状態にある.可視突然変異 rblは 3.7% 含まれてお り過去 10

年以上も一定であったが,分離歪遺伝子 SDは発見できず,1968年以降勝沼集団から消

失した.一方,ホモの雄だけを特異的に致死にする遺伝子 nleが1個発見された.これ

は 1971年甲府で発見されたものと同じかどうか目下調査中である.第2染色体にある多

型的逆位の頻度は 2u が 11.5%,2RNSが 12.0% と過去4年間ほとんど変化なく,

また,1972年以降新たに多型的となった2LWは 4.5% とやや増加の傾向が認められた.

第2染色体に座位をもつアイソザイム α-GpdとAdhの FとS遺伝子の頻度を調べた.

a-GpdS の頻度は 29.7%,AdhSの頻度は 41.6% となり,1972年および 1976年の調

査に較べて,α-GpdSがやや増加したが,AdhSはほとんど変化していない.

(ち) オナジショウジョウバエの分布の拡大 (渡辺･河西):1975年に最初の調査を行

なって以来,富士山を囲む地域 (静岡県東部一山梨県)におけるD.Si珊ulansの分布域

の調査は 4年日を迎えた.14の定点観測地のうち総採集個体数の少ない ｢山中湖｣およ

び ｢河口湖｣を除いた 12地点のうち,11地点にまで8inulansの侵入が認められ,r韮
崎｣のみが非侵入地であった.これは1975年から予想されたことであったが (年報26号

27貢),中央沿線,御殿場沿線,身延沿線の 3ルートを経 て太平洋岸か ら内陸部へ

SinulanSが侵入していることを示している.今回の調査で最も際立った特徴は ｢勝沼｣

におけるnicheの違いとsinulanBの頻度である.すなわち,ブドウ棚下のブドウのし

ぼりかすには 0.1% しか si仇 ulanSはいないが,すぐ近くの神社境内では 7.0% の

Si仇ulansが採用された.しかし,今後ブドウ棚下にも8inulanSが侵略して,従来の優

占種 肌elanogaBter集団にどのような影響を与えるか興味ある問題となった.

(C) 致死雑種を生存させる遺伝子 (渡辺):D.仰elanogaSlerとD.sinulanSの種

間雑種は,通常,前者を母親としたときには雄が,後者を母親としたときには雌が発生の

途上死亡する.1976年北九州小倉で採集した Simulane(K18)は上記の正逆交雑を行っ

ても,Flは両性とも生存し羽化することがわかった.この現象は nelanogasterの系統

に関係なく,K188inulanS側だけのもつ遺伝子 (Lhr:Lethalhybridrescuegene)

によるもので,Ⅹ染色体には座乗せず第2染色体の b～pn 間 (大体の位置は 95map

unit)にあることがわかった.雑種の生死が両親の種の変化によらないで,片親の種の1

個の遺伝子によって大きく左右されるということは,種分化の過程を考えてゆく上で重要
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な示唆を与えている.すなわち,新しい種が生れるとき,祖先種は変化しないで,分化種

に雑種致死 ･雑種不妊等の数個の遺伝子が付加しさえすれば両種の生殖的隔離は成立する.

今回の E188i仇ulans系統のもつ Lhrgeneは,simulanSが 仇elanogaeterから分

化し完全な種となる一歩手前のものと考えられる.しかし,Lhrgeneは昔から小倉集団

に存続したものではなくいわゆる先祖返り突然変異 (Atavism)によって,たまたま正常

の simulans(Lhr')に生じたものと解釈される.

(d) 正道交配率からみた進化の方向性 (渡辺 ･河西): 近縁種間の交雑を行なうと正

道交配率に著しく差のみられることが多い.D.肌elanogaSterと D.Sinulansの交配

率を調べると,前者を母親とした時の方が後者を母親とした時より,はるかに多く雑種を

形成する.同様に,D.8imulansとD.mauritiana の雑種交雑においても前者を母親

とした方が,種間雑種を得やすく,D.仇elarogaSler?×D.nauritiana8の交雑もそ

の道交雑より成功率は高い.これら3種の関係は次のように解釈す ることがで きる.

仇elanogaSterが起源億で最も古く,次に Si肌ulanSが 仇elanogasterから生れ,最後

に 仇auritia†犯 が si肌ulansから分化した.新しい種が起源種から分離独立してゆくた

めに必要であった生殖的隔離は新生種の雌が起源種の雄と交尾しないときにのみ最も有効

に作用した.たとえ新生種の雄が起源種の雌と交尾して子孫を残すことができても,新生

種から起源種集団に流れた遺伝子は,起源種の大きな集団内で淘汰されてしまうだろうが,

新生種の雌が起淑種の雄と交尾しないという生殖的隔離をもっていれば,初期の小さい新

生種集団は起源種集団からの遺伝子流入を阻止して,新生種集団を維持拡大してゆくこと

ができる.この種の隔離遺伝子は種自身の存続にかかわるために,非常に保守的に保有さ

れ現在に至っている.以上の仮説に基づいて,nelanogaSter-Sinulan8-mauritiana

と一連の種分化の流れが推定されたが,同様の方法で,D.viriliSgrOupの種分化の方

向性が virilis→novame∬ieana-amerioa外α-te∬anaのように推定 され る.melan0-

gastergroupや viriliSgrOupの上記の結果は地理的分布,染色体進化,酵素変異の進

化による系統樹と非常によく一致することから,今後,重要な種分化系統学の keyとし

て正逆交配率法が貢献すると思われる.

(e) ショウジョウバェの寄生蜂 (河西):1978年勝沼においてショウジョウバェと同

時に--ヤド1)コバチ科の Trichopria属の-チ (雌)を1個体採集した.この-チほ体

長 3-5mmでショウジョウ/i-の楠に産卵し,25oCでは約 20日で成虫となる.lo種

類のショウジョウバェに対する寄生率を調べたところ,D.ananaSSaeに対して 69% と

最も高く,D.仇elanogaSter(61%),D.hydei(54%)の僻であった. また,最も寄生

率の低かったのは,D.auraria(18%)で,D.suzukii(34%),D.SinulanS(37%)

の順であった.この-チの寄生率はショウジョウバエの桶の嫡化場所に関係し,-サの表

面に嫡化する種よりも,エサから離れて飼育ピソの壁面に蛸化する種の方が寄生蜂に襲わ

れやすいと考えられる.

3) 環境悪化のショウジョウバエ集軌こ対する影響 (環境庁組合プロジェク り

(a) ショウジョウバエの騒音感受性 (大島･李 ･高村): 勝沼で 1975年秋に採集し
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た雄からCy/P肌法でつくったホモ系統のうち6系統,さらに後日7系統について騒音感

受性を調べた.この感受性は明暗環境,全暗環境を通じ,夜間の-エが活動しない5時間

に純音 2000cycle,100phoneの騒音を与え,活動が興る程度によって感受性と非感受

性に分けた.その結果,系統 168は最も感受性であり,系統 83は最も非感受性であっ

た.他の4系統のうち2系統は比較的感受性,2系統は非感受性であ った.そこで 168

と83の両系統を正逆交雑し,Flの-エの感受性を調べた結果,非感受性が優性の性質

であった.

7系統のうち系統 59は騒音感受性 (系統 168に比べると弱い)であり系統 83は前

回同様,最も非感受性であった.他の 5系統は中間の感受性を示した.そこで 59と他

の 6系統の正逆交雑を行ない,そのFlの--の騒音感受性を調べた結果,騒音感受性は

非感受性に対し劣性の遺伝的性質であり,前実験の結果と同様であった.

D. 生 化 学 遺 伝 部

生化学遺伝部では,多細胞生物における遺伝子の発現機構を生化学的および遺伝学的手

法を駆使し,多岐の材料を用いて追求している.

第-研究室では多細胞生物における形質転換の研究を行なっており,これまでコナマダ

ラメイガ,カイコなどで広く認められる美濃をあげてきた.形質転換の機作にはなお未解

決の問題点を残しているが,遺伝子工学への道を開いたものといえよう.またショウジョ

ウバェの初期発生における遺伝子作用の解析も併せ行なっている.

第二研究室では,タンパク質およびアイソザイムの遺伝子分析を行なっている.タンパ

ク分子を構成するポリペブタイドは遺伝子の直接産物とみなしてよいが,生体内でいろい

ろ修飾をうけるものが少くない.一方,突然変異によって完全に失活した酵素分子をもつ

系統もしばしば見出されている.従ってこれらの同質遺伝子系を用い,酵素分子の遺伝的

修飾や失活の生物学的効果を明らかにすることが出来よう.

第三研究室では淡水ヒドラを用い,細胞分化機構と形態形成の遺伝学的解析を行なって

いる.ヒドラは多細胞動物中最も単純な構造をもつ腔腸動物で,出芽,再生,移植などの

実験材料として広く用いられてきた.第三研究室では初めて遺伝学的手法を導入して,現

在細胞分化煉構あるいは形態形成過程に異常を生じた多くの突然変異株の分離に成功し,

詳細な解析を行なっている.

また,特別研究生として高野純 (名古屋大学理学部大学院生)が4月から加わった.普

た6月から9月まで米国カリフォルニア大学アーバイン分校のマルカム博士が ｢日米科学

協力研究｣で米国立科学財団から派遣され,発生遺伝学の研究に従事した.

第1研究室 (名和)

1)細管式等速電気泳動による生体成分の分析 (名和 ･山田): 細管式等速電気泳動法

はガスクロマトグラフイおよび高速液体クロマトグラフイに続く第3の微量分離分析法と

して注目されているが･比較的新しい方法であるのでまだ実用例は少い.従ってわれわれ

の目指すところの初期発生,分化'変態などにおける物質の変動,変異体間における化合
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物の差異などについて調べるため,基本的な条件方法などについて解決されねばならぬ多

くの問題点を探求した.

分析材料として,ショウジョウ′ミニ,コナマダラメイガのいくつかの変異体について,

それぞれいろいろの発生段階のものを用いた.これらを各種溶媒中摩砕し炉過した粗抽出

液を細管内に注入して電気泳動にかけた.検出手段は電位勾配(PG)検出器によった.分

析目的の一群のイオン性化合物のどれよりも移動度の大きいイオンを含む先行電解液と移

動度の小さい後続電解液を用いて,分析物質をそれぞれの移動度に従ってゾーンを形成さ

せるための適当な先行イオンと後続イオン,それに途中に仕切りを入れるためのカウソク

ーイオンの選定について数多くの実測がなされた.各論的な実験例は省略するが,これら

多くの組み合せにより数十種類の物質の分離定量が可能となった.泳動距離を長くするか

わりにカウンターフp-を用いることは,ある程度の分離能を改善するが顕著な効果はな

いようで,かえってそのための条件が微妙に変り定量には問題がある.

この方法で物質を定性するとき,その移動度を指標とすることに難点がある.たとえば,

変異体問の比較の場合,もし両者の間に共存するイオンの種類が異なると,他の共有物質

の移動度も異なってくる.このことは検出パターソの解析を複雑にするので,先行電解液

の電位勾配 (PGL)を基準とし,試料中の各イオンのそれ (PGs)を積分し,PGIJPGsを

逆比相対移動度として算出し,各成分について比較した.ただし,これも電流値,細管の

種塀,電解液の調整の場合の変化などの影響を受けることが分ったので,適当な内部標準

物質として用いられ得るものの探索を行なった.

つぎに,これらの方法により分離された成分の同定が問題となるが,これには既知の物

質を混ぜての共電気泳動法,ある官能基に着目して誘導体化してからの泳動,高速液体ク

ロマトグラフイその他の分析法との併用が有効であった.このようにしていくつかのヌク

レオチド頬などが同定されたが,未知の物質については何らかの手段による成分の分別分

取が必要であり現在進行中である.

2) 初期発生における遺伝子作用の解析 (山田･名和): 昆虫の初期発生においては,
卵の細胞質が腫発生に重要な役割をもっており,卵細胞質に欠陥をもつ突然変異体を調べ

ることは,発生過程における核と細胞質の相互作用を知る上で,何らかの手がかりを与え

るものと考えられる.前年に引き続き,ショウジョウバエの Ⅹ一染色体上の母性効果によ

る肱致死突然変異体の性質が調べられた.

a)昨年までに分離されていた 16の突然変異の遺伝子座が決定された.これらの遺伝

子は,4遺伝子が,y座位のごく近くに存在している外は,Ⅹ一染色体に一様に分布してい
た.また Gans(1975)etal.の分離した突然変異とは明らかに異なる遺伝子が3つ含ま

れていた.これらの突然変異体の生存度は雌雄共,αβ -テロの 80% 以上であった.

b)上記旺致死突然変異体の産んだ卵に,正常卵の細胞質を注射し,致死肱が救済され

るかどうかが調べられた.その結果,調べられた8系統の中,fs(1)nAY-18の卵のみが救

済され,幼虫が貯化することが確められた.また,-20℃ で 3-4日間凍結保存されて

いた正常卵の細胞質も救済活性をもっていることがわかった.このことは,致死膝を救済
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できる物質は,かなり安定な物質であることを示している. さらに,MY-18を生イース

トを多く加えたェサで飼育しても,致死肱は救済されないので,この突然変異体は,r遺

伝子の場合のように,栄養要求性のものではないと考えられる.

第2研究室 (小川)
1) 日本中型犬ならびにその近縁種に関する遺伝学的研究 (小川): 北海道に現存する

いわゆる立ち耳巻き尾を特長とする日本犬の 80% 近くは千歳系と岩見沢系ならびに両系

統間の交配種である.しかし,この二系統の間に生物学的有意差をみとめられないことが

当研究室の調査で判明した.

この二系統のほかに小数集団として日高平取から振内,ヌッキべツにまたがる沙流川沿

いの-集団として日高系が,阿寒湖屈斜路湖畔の村落に飼育されている阿寒系,鵡川早来

地方に分布する厚真系,函館槍山地方の渡島系があるといわれ,それぞれ特色のある体型

被毛を保有しているとされている.しかし,これらの一部は戦時中に絶滅したとも伝えら

れて現状の正確な資料に乏しい.北海道における日本中型犬の全容を知る意味でこれら小

集団にも調査の範囲を拡げている.

メリオ系 (岩見沢集団)の兄妹交配は 21世代まで進んだ.

2) セルローズアセテート電気泳動法に関する基礎的研究 (小川): 癌疾患の1つとみ

られている γ-ミ-I-マ患者の血清はセルt,-ズアセテ-ト膜を担体とする電気泳動像

が特有な形を現わす.しかもこれがあらゆる臨床所見に先行するので同症の早期診断に不

可欠である.同疾患の診断用として性能の良いセルローズアセテート膜の開発のためその

化学組成,膜孔径と同所見との相関性を調べた.その結果製膜時の技術的問題を解決する

ため添加される各種薬剤との関係は認められなかったが,膜孔径とは密接な関係があり,

孔径 5/J前後の混合が最も目的に適する.

ところが最近輸入された同孔径の製品の中にこの疾患の血清を泳動させても特有の像を

明らかには示さぬもののあることがわかった.膜孔径のみでは解決できないこの間の事情

を調べている.

3) パーオキシダーゼ･アイソザイムの染色 (遠藤): ′1-オキシダーゼの染色には,

ペンチジン系,ナフチ-ルアミン系などが用いられてきたが,これらはすべて使用停止と

なった.現在,広く用いられるグアヤコールは発色の安定性に難がある.そこで当研究室

では,オイゲノールと3-アミノー9-エチルカル/(ゾ-ルとの組合せによるナジ反応の発色

法を開発した.本法は一部の単子葉植物の′1-オキシダ-ゼには好適であることが認めら

れたが,一部の双子葉植物については必ずしも適当ではないようである.

4) ェソレイソウ自然集団のゲノム分化 (井原 ･遠藤): エンレイソウ属を構成するゲ

ノムとしては Kl,E2,T,S,U の5種類が報告されてきた.例えば Trilliu仇kantscha-

ticun は KIKl,T.tSChonoskiiは E2K2TT,T.S仇alliiは SSUU である. これらお

よびその Flから,Elゲノムに固有のADE アイソザイムの構造遺伝子AdhK,Tゲノ

ムに Adhr,Sゲノムに AdhS,Uゲノムに AdhZTを設定することができた.しかし,

K℡ゲノムに固有のADHアイソザイムは検出されなかった. したがって,Adh遺伝子
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座に関する限り,K2 ゲノムとTゲノム間に分化は存在しないことになる.

第3研究室 (杉山)

1) キメラヒドラの Celllineageと発生 (杉山･藤沢): ヒドラの組織は6種類に大

別される細胞 (筋肉,消化,腺,問,神経及び刺細胞)から成り,野性株ではこれらの細

胞比が一定の比率で維持されている.チクビヒドラ (Hydrenagnipapillab)の突然変

異株の中に,未分化細胞である間細胞及びそれから分化してくる神経細胞と刺細胞を全く

欠失した系統 (nf-1)がある. この系統はもともとその親系統 (sf-1)が偶発的に間細胞

を失って生じたものであるが,最近この性質は温度感受性である事がわかった.即ち,

SJLlを 18oCで飼育すると,6種塀の細胞比はほぼ正常に保たれるが,23oCに移すと,

問細胞及び神経細胞,刺細胞が全く失われる.この他′-1は自力ではエサを摂取できない

が強制給餌すると無性的に増殖する事ができる.ヒドラの発生過程で問細胞と神経細胞の

果す役割は重要だと考えられてきたが,これを確認するためにnf-1は最適の材料である.

他系統の問細胞を nf-1に再導入すると,上皮細胞は sf-1に,問細胞,神経細胞及

び刺細胞は他系統にそれぞれ由来するキメラ株を作ることが出来る.キメラ株では別々に

由来した上皮細胞及び間細胞はそれぞれの eelllineageを安定に維持し,両者の問で相

互変換はみられていない.この特性は,ある発生学的形質がどちらの細胞によって決定さ

れているのかを調べるのに非常に好都合である.

いくつかのキメラ株を用いて,発生学的形質を上皮細胞供与株 (sf-1)及び問細胞供与

株の形質と比較した.その結果,基本的な発生過程,例えば出芽及び成長速度,触手形成,

体の大きさ,再生能力などほすべて上皮細胞によって第1義的に決定されることが明らか

になった.このことは問細胞及び神経細胞は基本的な発生過程では重要な役割を果してい

ないことを示す.

2) キメラヒドラの細胞組成 (杉山･藤沢): 野性株ヒドラの組織では6種類に大別さ

れる細胞の比率はほぼ一定である.近交交配によって得られたチクビヒドラ突然変異株の

中には細胞比が異常な系統がいくつかある.これらの系統及びキメラ株を用いて,細胞比

を一定に保つホメオスタシスの機構を明らかにしようとした.

nf-1に細胞比変異株の間細胞を再導入し,キメラ株を得た.キメラ株の細胞比を上皮
細胞供与株 (af-1)及び間細胞供与株のそれと比較した結果,神経細胞及び間細胞の数は

間細胞供与株に醸似していた.キメラ株及び間細胞供与株は同じ問細胞のlineageを共有

する事から,間細胞及びそれから分化する神経細胞と刺細胞が,ヒドラ組織での神経細胞

及び間細胞のレベルを決めると考えられる.この事は,恐らく組織中のこれらの細胞のレ

ベルを一定に保とうとするフィードバック機構が存在する事を示唆する.

3) ヒドラ刺細胞の分化 (藤沢･杉山): チクビヒドラには捕食,防御等の目的に使用

される4種類の刺細胞 (A,B,C,D型)がある.刺細胞自身には分裂能がなく問細胞

から分化して生じてくる.この間細胞から刺細胞-の分化過程を明らかにしようとした.

チクビヒドラ突然変異株の中には組織中の刺細胞比の異常な系統がある.これらの刺細

胞比異常株及び野性株を用いて,分化の特定段階にある刺細胞を染色し,分化パターンを
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調べた.その結果,野性株,刺細胞比異常株に無関係に以下のバターンが得られた.1)

1個の間細胞は最高5回まで同調分裂をし得るが cytokine8iSが不完全なため nestと呼

ばれる細胞集団を形成する.2)刺細胞は間細胞数が 4,8,16,32の neStから分化す

るが,大部分は 8又は 16個の細胞より成るne8tから分化してくる.3)1つの nest

からはすべて同型の刺細胞が生じる.4)A型刺細胞は間細胞数 4,8,16の nestから,

B型及び C型刺細胞は細胞数 8,16の neStから,D型刺細胞は細胞数 8,16,32の

nestから分化してくる.5)同じ発生段階にある個体当りの nestの数は同じ系統のもの

でも2-4倍もふれる.

染色された4種類の刺細胞比は系統内ではほぼ一定であるが,系統によっては大きく異

る.この事及び,きっちりした刺細胞の分化パターンから,間細胞から刺細胞への分化は

遺伝的に決っており,また分化を調節する何らかの機構があると考えられる.

E. 応 用 遺 伝 部

1954年応用遺伝部が設立された趣旨は有用動植物の育種に役立つ遺伝学的知識を開発

することにあった.従来私たちがとり上げた研究課題は多種多様であるが,その大部分は

適応と進化に関連するものであり,また動物の行動,量的形質の統計遺伝学的研究なども

含まれている.

沖野(森島)啓子主任研究官は 10月第3研究室長に昇任された.フラソスの植物社会生

態研究所から I.ouisAssemat氏が外国人研究員として来所し,第3研究室において4月

から植物の競争に関する研究に従事した.10月 14-18日東京で 日本学術振興会と米国

科学財団 (NSF)の援助により日米協力セミナー ｢動植物における種形成の動態｣が開催

され,岡と森島はこれに参加した.10月 19日には米国側出席者 9名が来所した.なお,

モスクワで開かれた第 14回国際遺伝学会 (8月 21-30日)には岡と森島とが出席した.

第1研究室 (岡)

1) ウズラにおける致死相当統計量と可視奇形頻度の関係 (河原): 野生系 (描獲後飼

育室で繁殖 3-5世代),家禽化系ならびにこれらの交雑 Flウズラの非近親交配 (F-0)
と1回の全兄妹交配 (F-0.25)によって起る劣性有害遺伝子の表現化を比較するMorton

ら (1956)の致死遺伝子相当数推定式 (-log.S-A+BF;S-生存率,A-雑種集団の
生存率に与える飼育条件等の影響,B-遺伝的原因が生存率に与える影響,F-近親交配

係数)によって,AおよびB統計量を適応指数,すなわち,受精率,ふ化率,生存率 (20

遇齢まで),産卵率 (初産後 60日間)をかけ合せた数値に基づいて推定した.一方,非

可視奇形月度 (%) 適 応 指 数 致死相当数統計量

F-0 F-0.25 F-0 F-0.25 A B

野 生 1.494 2.472 0.195 0.028 1.65 7.72
家 禽 化 0.557 1.172 0.547 0.183 0.61 4.37
交 雑 FI 0.403 1.563 0.423 0.144 0.87 4.32
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近親交配群と全兄妹交配1世代群における可視奇形頻度を調査した.可視奇形は,ふ卵中

止卵ならびに発生雛等全卵について調査し,喋の欠損や異常,脳-ルニア,小眼球,4肢

および頭部の欠除ならびに重複などである.野生系,家禽化系およびこれらの交雑 Flの

致死相当統計量A,β,適応指数ならびに可視奇形の非近親交配群と1回の全兄妹交配群

の値は前貢の表に示すとおりであった.可視奇形致死も致死相当数の1部分であるが,両

者間の表型相関係数は 0.931から0.999であって非常に高い正の億を示した.

2) ウズラの産卵に対する騒音の影響とその遺伝様式 (河原): 産卵に対する騒音の影

響は,家禽化された系統では殆んどみられない.野外で捕獲後飼育室で 10世代を経過,

家禽化されて飼育繁殖がかなり容易になった野生系統ではあるが,騒音に対しては感受性

が著しく高い.この系統を用いて,騒音による減産率ならびに回復率について遺伝学的分

析を行った.飼育 12世代の野生系の 58家系からなる208羽を用いて, ブザーによる

95ホンの騒音処理を 1時間 おきに 1時間ずつ,1日合計 12時間を 20日間行った.

実験環境は,室温 25±3oCで,18時間明,6時間晴とした.産卵率は,無騒音前期 (28

日間),騒音処理期 (20日の処理期中開始後 3日目から7日目までの 5日間の減産が

顕著な時)および無騒音後期 (19日間)とし,減産率は無騒音前期から騒音処理期の産

卵率を引いたもの,回復率は無騒音後期から騒音処理期を引いたものによって示した.ア

ークサイソ変換を行った百分率の分散分析によって遺伝分散 (6g2),環境分散 (ore2)および

遺伝率 (h2)を推定した.減産率では,0㌔が 56.5,0㌔が 623.0であって h2は 0.08

であった.また,回復率では 6㌔が 91.6,0.台が 714.0,h2が 0.11であった.騒音に

よる減産率および回復率はともに,遺伝分散より著しく大きい環境分散を示した.

3) ニワトリおよびウズラの系統育成と保存 (河原 ･三田･斉藤 ･杉本)

(a) ニワトリの系統:近交係数 90% 以上の白色レグホン種系統,t]-ドアイランド

レッド種2系統を全兄妹交配によって引続いて繁殖した.ミノルカ種,横斑プリマスpヅ

ク種など近交感受性の高いものは徐々に近交度を高める方法で系統の純化と育成を継続し

た.その他,白色レグホン種の1閉鎖群を維持している.

(b) ウズラの系統:正常羽で正常卵殻色の家禽化および野生各1系統ならびに羽色,

卵殻色,神経異常など10突然変異系統を徐々に近交度を高める方法で保存している.鳥

類の実験動物としての重要な利益は,その肱を常時容易に利用できることである.特にウ

ズラでは親が小型であ るので,その豚を用い て病原の感染や増殖実験に必要な SPF

(SpeciBcPathogenFree)あるいは無菌の鳥群を作るためにニワトリよりも有利な点が多

い.しかし,ウズラ卵殻は色素を含み検卵などに不利益がある.また,メラニン様頼粒を

肱に含まない系統を必要としているので,伴性劣性アルビノ突然変異と常染色体性劣性白

色卵殻突然変異との雑種後代から選抜し,さらにその生存率と卵殻強度について選抜を続

けている.

4) マウスの学習と活動量に及ぼす騒音 (Pink)の影響 (藤島): 学習能力特性の異な

るマウスの2系統 (C3H/HeM8,SWM/MS)とその正逆交雑種合計 144匹を用いて,学習

成績および活動量に対する騒音 (Pink,100pbon)の影響を調べた.
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その結果,騒音はその後に行なわれる学習に影響を与えないことがわかった.しかし,

純系種において学習後に与えられた騒音は回避学習効果の把持 (記憶)を阻害し,騒音を

長期間経験しても騒音に対する順応のおこらないことがわかった.また騒音は活動量の低

下をもたらすことも示唆された.これに対して,交雑種では記憶の阻害も,活動量の低下

もともに認められなかった.

5) マウスの学習成績とケージ当りの飼育頭数 (藤島): 行動実験ではケージ当りの収

容頭数を一定にすることが普通に行なわれている.この必要性を検討するために,マウス

4系統 (C3H/He,SWM,C57L/5,D103)由来の交雑種 (延べ 87腹)の回避と弁別の各

学習成績ならびに活動量および体重を慶子数と離乳後におけるケージ当りの飼育頭数に関

して統計的手法で分析し調査した.その結果,雌においてはいずれの成練にも産子数,収

容頭数の影響は認められなかった.しかし,雄の回避学習成績はケ-ジ当り1匹収容の場

合が2匹以上収容の場合より有意に低かった.

6) マウスの弁別回避学習成績に対する選抜実験 (藤島): Y型迷路を用いてマウスの

弁別回避学習成績 (左右の位置弁別)を1日50試行ずつ2日連続測定し,第2日目の成

績に基づいて高･低2方向への選抜を行なっている.現在5代が得られている.選抜第4

代の高･低2系統の雌雄平均値 (%)は,それぞれ 30.4,21.3となり,有意な選抜効果

が得られた.

第2研究童 (井山)

1) 他殖性生物の系統保存における集団のとり扱い (井山): 他殖性生物集団の遺伝変

異をなるべく完全に保存するためには,1つの大きい集団で維持するよりも,いくつかに

分割して互に独立に維持する方が,全体として遺伝子の失われる危険が少ないことが指摘

された.

近交の程度は分割繁殖では急速に増大する.近交のため系統維持が困難になる場合には,

近交を避ける配慮が必要である.シュミレーション実験の結果によると,数代ごとに全体

を混合して再分割する場合,近交の進行は抑えられるが,遺伝子の消失防止に対する分割

維持の効果もほとんど失われることが認められた.

2) ヒエの除草剤感受性の遺伝 (井山): ヒエの除草剤プロパニールに対して,感受性

の異なる系統問の交配を行って,3組合せの F2集団を得た.これについてプロパニール

感受性を調べたところ,F2集団の生存率はほぼ両親の平均値に等しかった.このことは

ヒエのプロノミニール感受性が主として相加的遺伝子効果によることを示唆した.

第3研究室 (森島)

1) イネとヒエの生育における近隣効果.Ⅰ.密度の影響 (Assemat･岡): 異なる栽

植密度における近隣効果(Neighborhoode庁ect)の変化を調べるため,2系統のイネと2

系統のヒエとを用いて3回反覆の混植ダイアレル実験を行った.各系統の苗を単植および

混植 (交互植)として中心から放射する列に植え,連続的に変化する密度の下に地上部乾

物垂および穂重を個体別に調査した.単櫨でも混槍でも,密度が体重に及ぼす影響は,デ

ータを対数変換したとき,直線回帰で表現された.その回帰方程式は吉良の公式から導か
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れる wij(a)-あj-b8Jdである.u･iJ･は系統 3'に近接する系統 iの体重を示し,dほあ

る密度の平均密度からの偏差であって,ともに対数で与えられる.近隣効果を推定するモ

デルには W81-fL+gi+hも)を用いた.giは単椎における遺伝子型の効果でありhi,は

3'の侵略によるiの増加または減少を示す (hii-0).回帰係数も近隣効果によって変動す

るので,bも+qijで示した.biは単椿における回帰係数でありqijはその混櫓における変

化を示す (qii-0).これらのモデルを組合せると'ある密度 dにおける近隣効果は hij-

qijdで示され,ここではh-ijは平均の効果であり-qijdはその密度に依存する部分を示す.

データの分散分析によると,このように推定した近隣効果の大部分は有意であった.hij

と qijとは相関し,密度の増加に伴って近隣効果が減少する傾向を示した.しかしこの傾

向には少数の例外があった.大部分の系統組合せでは hijとhjiとは逆の符号をもってい

たが必ずしも負相関を示さなかった.相互干渉の様式は系統の組合せと栽植密度によって

変化した.一般に,ヒエの侵略力は低密度で高くなりそこでは稲の抵抗力が低下した.ヒ

エ系統問の競争効果は,イネ系統間のそれに比較して密度増加に伴う低下が著しかった.

協力的相互作用は少数の系統組合せにおいて高密度で見出された.

2) イネとヒエの生育におけ る近隣効果,Ⅱ.その磯作に関する実験 (AsSemat･森

良): 栽植密度に関する第1実験に用いたイネとヒエの各2系統を,3回反覆の単植およ

び全組合せの混植とし, 直径 114mm のプラスティックパイプで各個体の地下部をたが

いに隔離した区と隔離しない対照区の2条件で試験した.対数変換した植物体重のデータ

から相加的モデルに基いて地上部および地下部の相互作用が各系統間の近隣効果に及ぼす

影響を推定した.地上部と地下部の効果はともに重要であるが,異なる系統の根はたがい

に協力的に,地上部はたがいに阻害的に作用する傾向が認められた.しかしイネの2系統

の間では地上部も地下部もともに阻害的であった.

第1実験から推定した各系統の侵略力および抵抗力は,播種後 57-71日日の茎葉によ

る地表面の被度と高い正の相関を示した.この時期の地上部の生長率と,これに相関する

と思われる根の生長率とが近隣効果の決定要因であろうと思われる.

さらに,上記の実験に用いたイネ2系統について,それぞれ早播および遅播し,単梅と

全組合せの混植とで試験した.その結果,同じ遺伝子型をもつ個体の間でも早楢が遅橋に

対して有利になるような近隣効果が強く起ることが認められた.

3) クマガヤツリとヒデリコとの種間競争と鏑抵抗性 (森島): 代表的な水田雑草の中

で,クマガヤツリは生育における銅抵抗性が最も強くヒデリコは最も弱い.しかし銅汚染

田でのヒデリコ個体数は非汚染田よりも多い.この原因を探るために次のような実験を行

なった.1977年,クマガヤツリ (C)とヒデリコ (F)の汚染田および対照田由来の系

統 の種子を (1)汚(C)+汚(F)I(2)対 (C)+対(F),(3)汚 (C)+対(F),(4)対

(C)+拷(F)の4組合せで 1:1に混合し,プラスティックのトレイに播種した.試験

は正常土と銅 200ppm添加土の2条件で行なった.成熟時に各種の個体数と全乾物重を

調査し,脱落した種子は放置し,1978年自然発芽させた. この次代植物の成熟時に再び

個体数と全乾物重の調査を行なった.正常土では,第1代の生存率ですでにヒデリコがタ
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マガヤツリより高い傾向があり,次代ではすべての組合せで ヒデリコが優占した (83-

100%).これに対して含銅土では,第1代の生存率はすべてタマガヤツリの方が高かった

が,次代は (1)(2)の組合せではタマガヤツリが,(3)(4)の組合せではヒデリコが増加す

る傾向が見出された.これらの結果から,繁殖を通じた種間競争において,正常土ではヒ

デリコは容易にタマガヤツリにおきかわり,銅汚染土でも系統組合せによっては競争に勝

つ場合があるといえよう (環境庁補助金による).

4) 稲における芽胞体的花粉不稔性の遺伝的基礎とF2不稔性に示される品種間類縁関

係 (岡): 晶種間雑種後代の固定系統に見られる花粉の部分不稔性は,先に報告した種子

不稔性の場合と同様に,芽胞体的不稔性を起す重複遺伝子の劣性組合せによることが判っ

た.この花粉不稔性は花粉発育の不安定性を伴い,単一個体内で花の問の花粉稔性の分散

が著しく大きいことが特赦である.

品種間雑種における配偶体的不稔性と芽胞体的不稔性の分布を知るため,38系統をそ

れぞれ3検定系統と交配して Flおよび F2植物の花粉稔性を調査した.芽胞体的 F2不

稔性は F2平均不稔性から配偶体的 Fl不稔性による部分をさし引いて推定した.稲品種

のイソド型対日本型の分化には配偶体的不稔性と芽胞体的不稔性とがともに含まれている

が,両者は相関を示さなかった.野生稲 0.perenniSを検定系統とする交配では,Flで

も F之でも強い不稔性は見られなかった.このことは,野生の祖先型は多くの遺伝子座に

優性遺伝子をもち栽培化とともに蓄積された劣性突然変異が品種群の分化をもたらしたこ

とを示唆する (遺伝学雑誌 53:397-410に発表).

5) ナイゼリアの稲集団における遺伝的多様性:植物社会構造の影響 (森島･岡)西ア

フリカでは2種の栽培稲,Oryzaglaberrimaと0.8ativaがしばしば混植され,それ

らの集団,特に前者の集団は種子の色や形態などについて甚だ多型的である.グラベリマ

集団内の種子のタイプに関する多様性と圃場内の種の多様性 (稲と雑草を含む)とは,情

報量 H--2plogpを用いて評価すると,有意な相関を示した.また,集団内多様性は

2種の稲の混合比率に曲線回帰を示し,グラベリマの比率が 50-60パーセソトのとき最

高であった.このことは生物学的環境の複雑性が集団内の遺伝的多様性の維持に閑適する

ことを暗示する (Agro-EcosyStCmS5に発表).

6) 西アフリカの野生稲におけるニッチェ分化 (森島･岡): 前年度行なった西アフリ

カの稲と草原植物の生態遺伝学的調査の結果は報告書にまとめたが,その後さらに資料を

検討したところ次の事実が見出された.西アフリカには一年生の Oryzabreviligula血

と多年生の 0.perennisSubsp.barthii(-0.longiStaminata)の2種の野生稲が見出

される.生育地の乾期における水深や人間活動による撹乱の程度に関しては両種の問に差

は認められず,調査集団の 23% では2種が共存していた.共存集団の大部分は擾乱の著

しい場所であった.他の草種との関係を調べたところ,breviligulataと共存する種は一

年生が多く,longista仇inataと共存する種は多年生が多いことがわかった.さらに,前

者は後者よりも'乾期が長く年間降雨量の変動の大きい地域により多く分布する債向が認

められた.これらの事実は,両種は同じような環境条件の下に生育するが,生態的地位す
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なわちニッチェは分化していることを示唆する.

7) 熱帯オーストラリアにおける野生稲の調査 (岡): マニラで 3月 30日から 4月

1Elまで開かれた UNCSTD (国連科学技術発展会議)の準備会議に突然出席を求められ

た機会を利用し,文部省の東認を得て,オーストラリア北部地域(I)arwin･Eununurr&)

に旅行した.4月 5日マニラを出発し4月 12日帰国した.熱帯オーストラ1)アには2

種の野生稲,Oryzaperennis(Oceania型)と0.australiensisとが分布しているが,

従来入手したこれらの種に属する系統は少数で変異の調査には不十分であり,またその生

育地の状態も知られていなかった.この不足を補うことが旅行の目的であった.

短時間の旅行であったが現地当局者の親切な御協力によって 11地点で野生稲集団を観

察し,ほぼ目的を達成した.オーストラリアのペレニス野生稲は他の大陸のものと異なり

完全に一年生であるが,木の下のElかげにも分布し,河畔の低湿地には大集団を形成して

いた.0.auStralienSisは多年生で短かい地下茎をもつが,クランプを作らず散在し,0.

perenniSと同所的に生育することも2地点で見出された.調査結果は,1977年の西アフ

リカ調査の記録とともに,文部省科研費によって英文で印刷し,関係方面に配布した.揺

集した種子は植物保存研究室に保存され変異の調査に用いられる. この機会に,1957年

以来 16回の稲に関する海外調査旅行の結果を総括し,野生稲各種の生育地の条件を比較

した.

F. 変 異 遺 伝 部

変異遺伝部は3研究室よりなり,第1研究室は動物に閑し,第2研究室は植物に関し,

第3研究室に微生物などを材料として誘発突然変異の研究を行っている.本年4月から原

登美雄が系統保存施設から変異遺伝部第3研究室に専任の放射線管理技術者として配置換

になった.最近の所内放射線施設の増設,放射線同位元素の使用量の増大,放射線作業従

事者の増加に対応して,放射線管理業務に専心することが期待されている.また,第3研

究室の定家義人研究員は昨年に引続き,米国カリフォルニア大学 Doi教授のもとで留学

研究を行なった.

前年度に引続き,国内外の諸研究室と種々な形で研究協力を行なった.賀田は IAEA

の調整のもとに,"放射線と化学物質の相互作用による細胞損傷とその修復"の研究に参

加した.井上は昨年に引続き,イオン化放射線によるDNA損傷の修復欠損を有するヒト

遺伝病 Ataxia症由来の培養細胞に欠失した酵素に関して,英国サセックス大学 MRC研

究室と協同研究を行なった. また賀田は英国 MRC-ICIおよび米国 NIEHSとの協同に

よる化学変異原試験法評価計画に参画した.

本研究部は従来科学技術庁より原子力予算を受け,放射線の遺伝に与える影響の研究を

行なっており,その研究状況は,以下に記される通りである.本年は,文部省環境科学特

別研究として 〔環童変異原の生物防除〕の研究班を主催し,環境変異原についての新らし

い分野の検討を行なった.また,昨年に引続き,科学技術庁特別研究調整費による 〔化学

物質の毒性簡易試験法の開発に関する総合研究〕組織に参加して,微生物検出法の研究を
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担当した.その他,文部省,厚生省の研究費による諸綜合研究計画に参加した.

非常勤研究員として安藤忠彦,乾直道,今村幸雄の諸博士の御参加を得ている.職員の

ほか,特別研究生その他の資格で研究に参加したのは以下の者である:渡辺 進,三谷隆

彦,平沢 清,青木和夫,横井山晶子,太田純子,松本寿子,土産康子.

第1研究皇 (土川)

1) マウスにおける放射線および化学物質による突然変異誘起に関する研究

&)低線量放射線に対する噂乳動物系での効果的な突然変異検出法の検索 (土川):雄

マウスに放射線を照射し,その子 Flの骨格に現れる異常および骨の微細な変異を指標に
して,優性突然変異を検出する研究を開始した.前に行った突放において,骨の微細な変

異は,その発現が遺伝的背景によって影響されることを認めたので,今度は近交系EYF/

2とEYGを用い,それぞれの系統の雄に放射線を照射して,同一系統の雌と交配し,

飼育スペ-スの関係と,米国オークリッジ国立研究所の Selby博士らのデ-タと比較検

討できるように,Fl雄のみを育成し,同じ系統の雌に交配して子を得てから,Fl雄の骨

格を調査し,異常を認めたものについては後代検定を行っている.微細変異を指標に加え

ることによって,さらに突然変異の検出効率が高まるものと期待している.

b)毛色を指標にした体細胞突然変異とNorharmanの補助変異作用に関する研究 (土

川 ･下井*):C67BL系統の雌と,毛色に関する標識遺伝子をもつPW 系統雄マウスを

交配して,所定の妊娠日に化学物質を投与し,生れた Flの被毛に現れる色調の異なる斑

紋をしらべて,体細胞突然変異誘起性の有無を検討する方法によって,新たにN-buthyト

N-nitrosoureaとnqethylnitrosoureaが変異原性を示すことがわかった.いずれも癌原

性物質である. また Benzota]pyrene(BP)にも同様の実験で変異原性が認められている

が,ト1)プトフアンなどのアミノ酸の熱分解物中に多量に存在しているNorharmanを同

時に与えると,サルモネラでみられている(Nagao,M.,etal.,1977)ように,突然変異

の増加が認められた.すなわちBPの一定量 (250mg/kg)と,Norharman50mg/kgを

Cornoilにとかして腹腔内注射した場合には,体細胞突然変異の頻度は BPのみのとき

と同様であるが,Norharmanをさらに増量していくと,250mg/kgまでは突然変異の頻

度が直線的に増加していくことがわかった.アニリンについても検討中である.

e)マウス卵母細胞の変異原による優性致死誘発感受性 (土川): マウスの卵母細胞で

の,変異原による優性致死誘発には,放射線と化学物質との間に若干の差異がある.また

精子形成期の生殖細胞におけるよりも低率ではあるが,化学物質では,一般に排卵に近い

成熟卵母細胞での誘発率が高いことがわかっている.そこで優性致死検出に影響する,着

床率や死肱出現に変化を与える母体の年令などの要因を確認 しておいて,3カ月令の

KYF/2,KYG,C3H/HeCrj系統およびCRJ:ICR雌マウスに化学変異原を授与し,KYF/

2雄と交配して,4.5日以内に受精した成熟卵母細胞での優性致死誘発率を比較した.そ

の結果 EthylmethaneSulfonate(250mg/kg),Methylmethanesulfonate(150mg/kg)

*ファーマス･薬理部門
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や Hycantl10ne(175mglkg)などによる誘発率に顕著な系統差が認められ,それぞれの

系統マウスの卵細胞内での修復能の差異にもとずくものか,またこれが精子に生じた優性

致死傷害の受精卵内での修復と,どのような関係にあるのか検討中である.1月26日に

来所されたオーク1)ッジ国立研究所のGeneroso博士と,この問題に関して討議の機会が

得られたのは幸である.

2) 変異原によるマウスの精子形態異常誘発の機構に関する研究 (土川 ･新見*):雄マ

ウスに変異原または癌原性物質を投与した場合に,形態異常精子が増加する.しかしその

誘発機構は明らかでない.そこでまず染色体異常との関係について検討した.Mitomycin

C(MAIC)の投与では,1週目から異常精子が増加し,5-6週目でど-クに到達するが,

このような精子形成期の生殖細胞には,MMCによる染色体異常は誘発されない (菊地ら,

1977),また r線 (150R,300R)照射や,Triethylenemelamine(0.05-2.0mg/kg)の投

与では,異常精子が精母細胞や精原細胞への作用によって増加し,優性致死誘発のパター

ソとは明らかに異る.さらに転座をもつ POlysyndactyly系と,食品薬品安全セソタ-か

ら分与された T5Haの,それぞれの転座-テロ雄を用い,およそ半数の頻度で期待され

る染色体構成の不調和な精子が,異常を示すか否かをしらべたところ,出現頻度はすべて

正常値であった.従って変異原による形態異常精子の増加は,染色体異常とは無関係であ

ろうと考えられる.

3) マウスの仙椎異常発現に対する催奇形物質および変異原の効果 (土川 ･原田): 特

異な仙椎の異常発現に関する選抜系統では,Bib-mating27代までは選抜効果が認められ

たが,その後プラトーに到達し,50代では約 50% の異常発現率を示している.同一兄

妹から導いた正常型選抜系との交雑 Flには,仙椎異常が低率に現れるが,他の系統との

交雑では,F生においてはじめて異常が極めて低率に現れてくる.異常型選抜系の異常お

よび正常型マウス間,異常と正常型との間,さらに正常型選抜系との種々な組合せの交配

で,妊娠 8.5日に,母体に Urettlane(1.5g/kg)を投与すると,いずれの場合にも定方

向的に仙椎異常の発現が著しく高率になり,Thio-TEPAでも,ふつう奇形を生じない投

与量 (3mgntg)で,異常の発現率とともに,表現度も増大させ得ることを認めた.

第 2,3研究室 (賀由)

1) イオン化放射線による障害を受けたDNAの修復に関与する枯草菌酵素の精製とそ

の性質 (井上 ･賀田): イオン化放射線はDNAに多種多様の障害をもたらし,それらは

各 異々った酵素により認識 ･修復されると考えられている.我 は々既に,invitroで γ一
線照射した環状 DNAの,精製した DNAポリメラーゼに対する鋳型活性を高める活性

を指標として,枯草菌抽出液中に j̀cleaningexonuclease''とAPendonucleaseを同定

した.電気泳動的に均一なまでに精製された後者の endonucleaseの特異性を,酸 ･熱処

理により小数の脱プリン部位を生成せしめた.環状DNAを基質として調べたところ,上

記処理により生じたアルカリ感受性部位の全てが,本酵素により切断を受けることが判

*東洋醸造研究所
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った. このことは,本酵素が γ一線照射によりDNA中に生じた脱プ1)ソ部位を認識し,

そこに切れ目を入れ,DNA ポt)メラーゼによる修復合成のプライマーをつくることを示

す.

2) ヒト遺伝病 ataxiatelangiectasiaにおけるDNA修復酵素の欠損 (井上 ･横井

山 ･賀田):Ataxiatelangiectasia(AT)は常染色体性劣性遺伝をするヒトの遺伝病であ

り,運動失調,染色体異常,高頻度の発癌等の病状を皇するとともに,イオソ化放射線に

も感受性である.これらの症状は ATが,イオソ化放射線による DNA障害の修復欠損

に起因する可能性を示唆するので,近年我々が開発した,修復酵素定量法を,患者より得

た初代培養細胞の粗抽出液に適応したところ,調べた9人の患者の細胞抽出液の全てが,

正常細胞抽出液の数分の-の活性しかもたなかった.この結果は,本疾病の病因の少くと

も一部は,DNA障害修復酵素の欠損であることを示す.初代培養細胞の 8-アザグアニン

(8-AG)耐性への突然変異率の測定を試みたが,AT細胞は 8-AGに異状に高抵抗性を示

し,変異体コT2ニーの生成がみられなかったので,その機構についても検討中である.

3) トリチウムの遺伝的影響 (賀田･井上): 原子力や核融合によるエネルギーの利用

に伴なって,環境中に排出されるトT)チウムが,ヒト遺伝に与える影響が注目されている.

以前枯草菌胞子のトリチウム照射による致死および突然変異誘発効果が同じ吸収線量でガ

ソマ一線の 100-200倍にも到する場合があることを観察したが,この場合,グT)セT)ソ

存在下における凍結といった特殊な条件を用いているので,その関与の実態の検討を続け

ている.

4) -ムスター胎仔体細胞における突然変異誘発 (賀田･横井山･乾): 妊娠 11日目

の Syriango一den-ムスターにガソマ一線照射を行い,48時間後に胎仔をとり出し,81

アザグアエソに対する抵抗性への突然変異や染色体異常の上昇が 16-250Rにわたり直

線的に上昇した. この系は放射線に高感受性の妊娠時期における iuvivoで誘発された

突然変異を invitro培養で検出することができ,ト1)チウムによる突然変異誘発実験の

準備をすすめている.

5) 温度感受性を示すγ88遺伝子による遺伝的組換の解析 (三谷･太田･賀田): 枯草

菌における遺伝的組換および DNA損傷修復の機構解析のため,reo43欠損株の誘導株

として多数の温度感受性株を分離した.これらは高温においてほReO-の表現形質を有す

るが,低温においては野生型を示す.温度のシフトによって,遺伝的組換過程が直ちに停

止することを利用して,染色体DNAの組換における経時変化を追求して機構解析をすす

めている.

6)放射線と化学物質との相互干渉 ･遺伝的影響 (賀田･横井山): 放射線と化学物質

との相互干渉は,直接的なものの他に,細胞を介して一方が他方の損傷の修復阻賓などに

働らくなど様々な型が存在す る. ヨード化合物,金属化合物な どに よるガソマ一線の

Radiosensitization現象や,照射をうけた細胞が化学物質の作用をうけると突然変異率が

著しく低下する現象の解析をすすめた.

7) Roe-a8組y法の改良 (賀田･平野 ･松本):DNA損傷の簡易検出法である枯草菌
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Rec-a8Say法は,変異原検出･評価法として広く欧米でも採用されているが,従来の増殖

細胞を用いる香りに,胞子を使用することによって,その感受性を数十倍高めることがで

きた.同時にラット肝ホモヂェネ～ト (S9)により活性化されて生じる活性の検出も容易

になった.さらに寒天培地の量を加減することにより,定量的処理が可能になった.

8) Ames株由来のストレプトマイシン dep.-indep.変異検出系の食品への利用 (餐

田･青木 ･土産): TA98および TAl00 株より,ストレプトマイシン依存変異株 SD採

取し,非依存性-の突然変異を食品などにおける変異原検出試験に適用した.TA98およ

び TAIOO株はすでに,種々な遺伝的改良によって多くの変異原に対して高感受性を有し,

したがって SD株もその性質を保持している.ヒスチジンを含むため Ames系では直接

検出不能である約 200種の食品の約 1/3に多少の変異原活性が検出された.

9) 環塊変異原 ･Desmutagens･Antimutagens(賀田･渡辺 ･平沢 ･太田･原 ･横井

山･井上): 環境中の化学変異原に関しては,それが人工的に製造 ･使用している場合に

は,それを制限･停止することが可能である.一方,自然物あるいはそれに近い状態で食

品などに存在するものに関しては積極的にその毒性を中和 ･不活化して,ヒトに対する変

異原の毒性を軽減するように努力すべきと思う.化学変異原に直接働らいてこれを不活化

する因子に関しては,I)esmutagensと称することをわれわれは提案した.蛋白質 ･アミ

ノ酸漠の加熱分解物の有する強い変異原活性は,カボチャ,キャベツなどに含まれる因子

によって不活性されることが示された.一方,いったん変異原因子の作用を受けた細胞

(秤)もAntimutagen8の作用を受けることにより,その突然変異誘発率が著しく低下す

る.その例として,われわれは,大腸菌 ･枯草菌 ･チャイニーズ-ムスター細胞などにお

いて,必須金属の1であるコバルト (+2)によってガンマー線誘発突然変異が抑制され

ることを見出している.

10) モチ澱粉変異体の形質表現 (天野):ヨードで染色した澱粉溶液を稀釈しつつ 430

nm と660nm の2波長で同時測定する方法を開発し,澱粉のモチ (wx),ウルチ (Wx)

の程度を測定して,中間型変異体が人為的に誘発されていることを確かめ昨年度に報告し

た.今年度はさらに多くの変異体について測定を行なった. トウモロコシでは紫外線誘発

2変異体,EMS誘発 11変異体を含む27W∬変異体と,ウルチ2系統を分析し,中間型

として EMSによるもの 3系統が確認された.一方水稲では EMS誘発 wx変異体 18

系統のうち 9系統が中間型であった.中間型変異体の比率と遺伝子数効果との関係など

について,より多くの変異体,また広く種問,属間にわたって比較しつつ形質表現の機構

を調べてゆく予定である.またこれら中間型変異体の誘発機構とその応用についても研究

を続ける.

ll) 原子炉放射線によるモチ澱粉変異体の誘発 (天野):放射線誘発モチ澱粉変異体を

得るために,京大原子炉で水稲農林8号の種子に熱中性子を照射した.照射は乾燥種子に

重水設備照射筒で 5㍊W 出力時に 3,4,5時間行なった.種子は誘導放射能が十分減衰

した後ガラス室内のプラスチック製播種箱に播種し,密椎のまま栽培し,採種した.収穫,

乾燥後穂毎にもみすりしてモチ変異粒を調べた.白色に濁ったモチ変異粒についてはヨー
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ド染色によって確認した.その結果稔実粒 10粒以上あったもの1306穂中6穂 (0.46%)

でモチ変異粒が分離されているのが見出された.モチ変異体が,強力な化学変異剤 EMS
に匹敵する高い頻度で得られたこと,およびその半数は中間型の変異体であったことなど

今後の研究を要する.

12)r線照射による突然変異の線量反応 (天野 ･鵜飼 (故育場)): トウItPコシの花
粉はヨード染色すればモチ (W∬)形質の検定が容易である.このことを利用して昨年に引

きつづき低線量率 ･全生育期照射条件下での突然変異率について,農技研放射線育種場の

γ線照射圃場を使用して研究を行なった.本年度は昨年の結果から,アミロースエキステ

ンダー (ae)変異を調査することとした.19系統の W∬変異体について放射線感受性と,

照射線量反応を検討した.その結果照射個体に見られる生育障害とαβ突然変異の相関は

一般には高くはなかったが,感受性の高いものと低いものではよく一致した.樺長抑制線

量 DbOとae突然変異の増加指数は最抵抗型と最感受型でそれぞれ約 2倍の差が見られ

た.線量反応はいずれも低線量率域では線量率に対して直線的増加であった.この研究は

農林省流動研究員として行なわれたものである.

G.人 類 遺 伝 部

人類遺伝部は2研究室からなり,第1研究室では人塀の正常ならびに病的形質について,

第2研究室では人規の染色体異常について,それぞれ遺伝学的研究がなされている.その

ほか,随時に一般市民からの遺伝相談に応じている.

本年度は,人事の面で若干の異動があった.第2研究室では,札幌医科大学口腔外科

(助手)より安横順一が1月1日に研究員として着任し,人類の細胞遺伝学的研究に協力

することとなった.また,第1研究室でヒトの初期発生異常の遺伝疫学的研究に協力して

きた研究員塩田浩平は,4月1日より京都大学医学部解剖学教室 (助手)に転出した.

松永部長は,3月 11日より3月 22日までパリで開催された ｢ユネスコ･人種およ

び人種偏見に関する宣言案作成のための政府代表者会議｣に日本政府代表として出席した.

この会議では,かねてユネスコ事務局より検討を委ねられていた上記宣言文草案に対して,

わが国は他の諸国に比べ数多くの修正事項を提案し,しかもそれらは九分通りも受入れら

れたことは喜ばしい. とくに,1)本文の各条にわたって詣われている 平̀等'の概念が

生物学的な概念ではなく,人種の別にかかわりなく人間としての ｢尊厳と権利を享受する

上の平等｣(equalityindignityandright)と明記されたこと;2)人種主義 (racism)

の内容が定義されたこと (第2条);3)もとの草案にあった ｢人種主義撲滅の目的に,令

国政府は自然科学並びに社会科学の適切な研究を奨励せよ｣の表現が,｢人種偏見の原因

とその防止に関する自然科学並びに社会科学の研究成果の普及を奨励せよ｣と修正された

こと (第6粂);および 4)学者の責務を過当に厳しく規定した条項が,かなり穏当なも

のに修正された (第8粂)ことは,特記してよい.その結果,最終的な宣言案はもとの作

業草案に比べて格段に改良されたものになった.

また,松永部長は 3月 27日よりェジブト国に出張,カイロで開催された ｢遺伝性疾
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息の予防的側面｣に関する国際シンポジウムに出席して ｢遺伝性疾患の治療と予防の後代

に及ぼす影響｣について講演し,引き続き研究調査と連絡のため,西独ギーセソ大学人類

遺伝学教室を訪問して 4月 11日に帰国した.

本年度に行なわれた研究の概要を下に記すが,これには文部省科研費ならびに厚生省特

別研究費の援助を受けた.

第1研究室 (枚束)

1) 発がん遺伝子に対する宿主抵抗性 (松永): 網膜芽細胞腫は幼児の約2万人に1人

の割で発生する悪性腫癌で,その約60%は非遺伝性 (常に片眼性)であるが,残 り40%

は遺伝性である.遺伝性網膜芽細胞腫の大多数は,健康な親の配偶子に生じた優性突然変

異による.この突然変異遺伝子の保因者の表現型には,外見上正常なもの,片限曜息およ

び両眼隈瓜のものがある.このような表現度の違いは,主遺伝子に対する宿主の遺伝的抵

抗性の追いによることが判明した.

家族性に網膜芽細胞睦の出ている 231組の同胞群を文献から集めて分析すると,子の

曜患率と表現度は,保因者である親の表現度に応じて変動する.たとえば片親が南限羅息

の場合には,子どもの 49% が発病しその 90% が両眼性であるが,片親が健康な保因者

のときには,子どもの確恩率は 31% に下がり両眼曜息率も54% になる.浸透率の変動

は同一家系内の同胞間にも見られるから,主遺伝子座に表現度の異なる突然変異遺伝子が

いく種板か存在する可能性は排除される.

上の数値に基づいて,主遺伝子を受けた子集団での各表現型の分布を求めることができ

る.外見上正常のもの,片眼性および両眼性羅恩のものの割合をそれぞれ C,u,a(o+u+

a-1)とすると,たとえば健康な保因者の親から遺伝子を受けた子集Eflでは0-0.38,u-

0.28,a-0.34となる.もしEnudson(1971)の想定するように腫癌形成が (宿主抵抗性

に関係なく)Poisson分布に従うとすると,u2-408が成立するはずであるが,親の表現

度によって分類される3種頬の子葉Eflでの実測値は,いずれもこの期待から大きくずれて

いる.一方,宿主抵抗性が正規分布し,二重のしきいによって各表現型が分けられると仮

定すると,標準偏差でmlJったしきい間の距離は 0.6-0.9となり,3種頬の子集団の間で

大差ない.宿主抵抗性の遺伝率は約 90% と推定された.詳細は Am.∫.Hllm.Genet.
30:406-424,1978に発表.

2) 網膜芽細胞種の再発危険率について (松永): 網膜芽細胞腫の大多数は孤発性であ

るが,一部は家族性に発生する.家族例の主体は,健康な保因者を親に持つ同胞内多発例

であったが,最近は治癒した孤発例の親から子に遺伝する例がふえており,それだけに遺

伝相談の必要性が高まってきた.

ところで網膜芽細胞陸の再発危険率は,これまで Vogel(1967)や Fiore(1976)らに

よって,優性遺伝子の浸透率を一律に 80% とみなして計算されてきた.しかしわれわれ

の研究によって,優性遺伝子を受けついだ子における浸透率は,保因者である親の表現度

に応じて規則正しく変異することが判明した.一方追跡調査の結果,孤発性南限例のすべ

ては遺伝性とみなされ,その約 10% は (健康な)保因者の親からの遺伝で,残 りは新生
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突然変異によると考え られ る. また孤発性片限例の約 90% は非遺伝性で,残り10%

(8% は新生突然変異,7% は保因者からの遺伝)が遺伝性とみなされる.

以上のパラメ-タ-に基づいて,患者の血族に対する再発危険率を推定することができ

ち.た とえば,孤発性片限例の子における再発危険率は約 5%,同じく同胞のそれは約

2%,孤発性両眼例の同胞のそれは約 3% となる.また,両眼例の親をもつ健康者が結婚

した場合,子に再発する危険率は 1% 以下で, これは浸透率を一律に 80% としたとき

の 6.7% よりずっと低い.詳細は Jpn.∫.Ophthalmol.22:313-819,1978に発表.

第2研究室 (中込)

第2研究室では,ヒトの染色体について基礎および応用両面からの研究を行っている.

1) 染色体の構造および機能の分子細胞遺伝学的研究

a)ヒトⅩ染色体における不活性化の不完全性 (中込 ･安横): 昨年までに引き続き,

Ⅹ染色体の不活性化 (Lyonization)が不完全である可能性について検討している.X染色

体の一部の区間が活性のまま残っている可能性については,不活性化した後期複製Ⅹの

DNA 複製像により判定することができる.細胞周期の内S期の最初から複製を開始する

か,S期の中期と後期の境までに複製を終っている区間が有れば,その部分は不活性化し
ていないことになる.この日的には特に精密な分析が必要なので,BUdR-蛍光法を同調

培養と組合せて解析を行うが,現在のところ処理条件などについての検討を終った段階で

ある.細胞周期の内一定の時期で活性が残る可能性については,WL38細胞の密度を大

幅に増加させた (G1期の細胞が増加する)場合にもⅩクロマチンの頻度が上昇しないこ

とから,`̀G1期にはⅩクロマチンの頻度が 100% 近くになり,通常の場合のⅩクロマチ

ンの出現頻度 (50-70% など)との差は S･G2期などの細胞の混在による"との従来

の定説を否定する結果が得られた.なお今後は,Ⅹ染色体の構造異常を示す個体の表現型

と核型の精密な解析と比較により,活性残存部位の同定を試みる予定である (中込).

不活性化しない細胞が混在するために全体として不活性化が不完全になっているとの仮

説を検証する目的には,単一細胞由来のクt,-ソが必要である.昨年までの検討により,

線維芽細胞の初代培養を用いる限りこの種のクローンを得ることが困難であることが分っ

たので,今年度はリソバ球由来の長期培養株を使用することにした.既に6個体由来の細

胞株 (但 ⅩY 例を含む)の樹立に成功しているが,現在寒天中でのクローン分離を試み

ている (安積).

b)ヒトⅩ染色体における不活性化の機構 (中込 ･安積): ヒトのⅩ染色体 (ⅩⅩ個体)

はランダムに不活性化しているか? 不活性化は逆転するか? 不活性化を規定する因子

は何か (例えばⅩ染色体自身に imprint- その場合には,さらにⅩ染色体上の局在,核

膜上の siteが規定,常染色体とのバラソス,原形質の影響など)? 不活性化したⅩには

生化学レベルで何が起っているか? このような疑問に答えることを目標とする研究であ

る.最初の二つの問題は従来手付かずであったが (構造異常を持つⅩについては常に不活

性化することが分かっているが),その原因のかなりの部分は, ヒトのⅩ染色体には変異

(異形)現象が知られておらず,従って個々のⅩ染色体の行動の追跡ができないことに求
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められる.そこで,先ずⅩ染色体の変異を検出することを (若し有ればの話ではあるが)

当面の目標とした.昨年までに中込らが開発した LBA法によると,Ⅹ染色体の着糸点付

近が強い蛍光を発することがあり変異の存在を思わせたが,この方法によると早期複製Ⅹ

については判定可能であるが,後期複製Ⅹは全長にわたり強い蛍光を発するため,判定が

できなかった.そこで,この条件でも確実にⅩの由来を識別できる程度に相同対間に差の

ある症例を探すか,または新しい変異検出技術が必要になる.後者の目的には,DAPI+C,

DIPI+Cなど新しい蛍光色素とCバンド法の組合せを試みている.不活性化の逆転現象

については,Ⅹ染色体の変異について-テロの個体を得ることができれば,a)項と同一

技術によりリンパ球のクローンを樹立し蛍光法により複製像を解析することにより,検出

できるはずである.この問題については,核膜上の Siteや常染色体ないし原形質の影響

と共に,今後検討を続ける予定である.

不活性化したⅩにおける生化学的な変化としては,DNA の修飾,非ヒストン蛋白の変

化などが推定されている.またある種の下等な虫では,不活性化したゲノムにおいてヒス

トソH3･H4のアセチル化の減少が報告されているが,高等生物のクロマチンもアセチ

ル化によりエンドヌクレアーゼおよびRNAポリメラ-ゼに対する感受性ないし鋳型活性

が高まることが知られている.そこで sodium-a-butyrateを用いヒストン H4に含まれ

る遊離のアミノ基のほぼ全部をアセチル化する条件で,ヒトの2倍性細胞 (WL38,女の

胎児由来)を長時間処理し,Ⅹクロマチンの形態と出現頻度を検討した.24時間毎に標

本を作成し最長168時間まで観察したが,Ⅹクロマチンが凝縮状態から伸長状態に戻る傾

向は,現在のところ検出されていない.ただしⅩクロマチンの出現頻壁は僅かながら下が

るので,さらに長時間の処理などを加えて検討の予定である.

2) ヒト先天異常の臨床細胞遺伝学的研究 (中込): 従来は原因不明とされていた先天

異常の内から,分染法に基づく詳細な分析などにより,新しい染色体異常による疾患単位

を分離 ･独立させることを目標とする研究で,昨年までに引き続いて行っている.得られ

た成果としては,6番長腕の介在型の欠失の同定に文献上初めて成功したこと,転座によ

り生じた der染色体が2次的に環状化するという複雑な異常の存在を証明したこと,な

どが挙げられる.前者については,6番上のHLAや酵素活性座位についての検討を協同

研究の形で進める予定である.

8) ヒト染色体変異 (異型)の研究 (安積 ･中込 ･松永)･. 染色休変異は,大きさおよ

び蛍光の明るさのそれぞれについて5段階の評価を行うことが定められているが,前者に

ついてはパリ会議においても具体的な判定基準の提示がなく,個々の研究者が種々雑多な

分類基準を作り使用しているのが実情である.それらの基準は何れも慈意的なもので,特

別の根拠を持たない.また基礎となるデータそのものの技術的な原因によるバラツ車も,

無視できない程度に大きい.そこで我々はC処理の標本を用いて,1,9,16番の 2次狭

窄部の面積を走査型頗倣濃度計により測定し,種々な指標を用いて染色体の短縮などの影

響を補正し,さらに最終的な分析は平均値からのズレを標準偏差を尺度に表わす,という

方法を菓出した.従来の基準に比べ推計学的に意味のある方法であることはもち論,6例
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についての検討では,変異の検出率も格段に向上することが分かった.

H. 微 生 物 遺 伝 部

微生物遺伝部では大腸菌をもちいてDNA複製と細胞分裂の調節機構に関する研究を行
っている.

当研究部の人事の面では鈴木第2研究室長の東京大学理学部への転出に伴って欠員とな

っていた第2研究室研究員に山田正夫博士を迎えた.さらに非常勤研究員として東京大学

応用微生物研究所松橋教授,京都大学化学研究所高浪教授,東京大学理学部鈴木助教授の

参加を得 て,｢ペプチド･グリカンの生合成とペニシリン結合蛋白に関する共同研究｣,
｢DNAの複製始点の構造と機能の対応に関する共同研究｣を推進することができた. ま
た3月には西 ドイツ国チューピソゲソ市のマックス･プラソク研究所からウリ･シュヴァ

ルツ博士をむかえ,1カ月にわたって共同研究を行った.

研究費の面では一般研究 (A)｢細菌細胞の生長と分裂の遺伝的調節機構に関する研究｣

(継続),特定研究 (1)｢細胞質因子の複製と分配の調節｣,特定研究 (1)(分担)大腸菌

の細胞分裂遺伝子を担う人工 CoIElプラスミドに関する研究,大腸菌表層構造形成の遺

伝的調節機構,特別研究,イネ科植物-の窒素固定能賦与に関する試み,総合研究 (A)

(分担)プラスミドによる DNA複製と制御の研究,大陽菌における細胞分裂と共範する

反応群の解析,などの研究課題について文部省から研究費の交付をうけた.

1)大陽菌の DNA複製開始域 の構造 (安田･山田･西村(昭)･広田･杉本 ･岡 ･椙

崎 ･高浪):DNAの複製と分配に関する機能の多くは DNA複製開始域の構造によって
決められている.当研究部では,大腸菌DNAの複製開始域をクp-ソ化してその塩基配

列と高次構造をあきらかにし,細胞の分裂と増殖の過程に果す複製始点の機能と構造の対

応をあきらかにする研究を行っている.安田と広軌ま大腸菌の複製開始域のクローソ化に

成功した (Proe.Nat.Acad.Sci.74:5458-5462(1977)).さらに京大 ･高浪教授グルー

プとの共同研究によってその全塩基配列 (BanHIB+G断片)2200対の決定に成功し

GAT⊂CTく;6GTATTAAAAA6▲ AGATCTATTTATTTAGA6ATCTGTT⊂TATT

GTGATCTCTTATTAGGATCGCA⊂T6⊂⊂CT6 T66ATAACAA 66ATCCGGCT

TTTAAGATCAACAACCTGGA AA66ATCATTAACTGTGAATGATCGGTGAT

⊂⊂TGGAC⊂GTATAAGCT66GAT⊂A6AATGA6GGGTTATAC ACAA⊂TCAAA

AACTGAACAACA6TTGTTCT TT66ATAACTACC66TT6ATCCAAGCTTC⊂

TGA⊂AGAGTTAT⊂CACA6T▲ 6人TC6⊂▲⊂6▲ TCTGT▲T▲CT T▲TTTGAGT▲

AATTAACCCACGATC⊂⊂AGC CATTCTTCT6C⊂66ATCTTC ⊂GGAAT6TCG

TGATCAAGAATGTTGATCTTCAGTGTTTC6ccTGTcTGTTTTGCACCGGA

▲TTTTT6人GTTCT(;⊂ CGA 6TTTATC6ATA6ccCCCACA AAAGGTGTCA

第1図 複製開始域の塩基配列
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た (Proc.Nat.Acad.Sci.76:575-579(1979)).第1図に複製開始域422塩基対の塩基

配列をしめす.

⊂コ で囲む全 422個の塩基配列が,大腸菌レプリコンの自律的複製開始に必要で充分

である.更に,invitroDNA組換法により,このヌクレオチド鏡に次の欠損をおこさせ

た.(a)2個の BglII域にはさまれた塩基対を除去する.(b)2個の BamHI域にはさ

まれた 91塩基対を除去する.(C)ニト｡ソ･グアニジソによって誘起された突然変異に,

No.2-9の塩基対とNo.149-156の塩基対とにはさまれた 148個の塩基鎖に欠損をお

こさせる.その何れの欠損によっても,DNA複製開始機能が完全に失われることをあき

らかにした.

2) 大腸菌の細胞分裂の分子機構 (鈴木･西村(行)･広田･松橋): ペニシリンは細菌

の細胞分裂を行う蛋白に特異的に結合することによってその機能を阻害し,サキュルスの

合成を阻害するので,細菌を殺すことが知られている.このべニシリソの性質を ｢細胞分

裂させる蛋白質を同定する手段｣として利用し,細胞分裂に温度感受性をもった突然変異

体に適用して,サキュルスの生合成に関与する酵素が細胞分裂の必須反応であることをあ

きらかにした.すなわち,(1)ペニシリン結合蛋白(㌢BC)1a,lb,2,3,4,5,6のそれぞれ

に欠失をもった突然変異体のすべてを見出した.(2)そしてその各遺伝子座を決定した.

ponA(PBC-1a)73.5分,ponB(PBC-1b)3.3分,rodA(PBC-2)14.4分,fbZ(PBC-3)1.8

分,dacB(PBC-4)68分,21fv13.7分に位置し,pS∬(PBC-6)の遺伝子座位は未決定であ

る.各遺伝子産物はペニシリン結合蛋白の構造遺伝子であることをあきらかにした.(3)

ponA,ponB遺伝子産物はサキュルスの生合成を行うことをしめした (Proc.Nat.Acad.

Sci.75:664-668(1978);Pr牝.Nat.Acad.Sci.75:263ト2685(1978)).さらに細胞分裂を
行う遺伝子を担う合成プラスミドを分離した.また,ペニシリソ結合蛋白に欠損をもつ多

重欠損変異体を分離した.すなわち,カーボソのプラスミドコレクションからftst,ponA,

ponB遺伝子を含むプラスミドを発見した.各プラスミドは細胞当り約 20個となりその

結果細胞当りの遺伝子産物が約 20倍に増加することを見出した.さらに上記のべニシリ

ソ結合蛋白欠損遺伝子を遺伝的手法によって組合せ,これに上記のプラスミドを導入した.

その結果特定の結合蛋白を多量に生合成し目的外の結合蛋白を含まない変異体を得た.こ

のようにして得られた変異体から生体膜を分封して結合蛋白を溶出し,これを DEAEセ

ルp-スカラムで分割してべニシ1)ソ･セファロースカラムにかけて結合蛋白を特異的に

分離する手法を確立し,結合蛋白の純化に成功した.

3) 大腸菌表層の構造形成 (鈴木･西村(行)･山田･安田 ･広田 ･井上(正順)･二階

堂･Henning):細胞表層は細胞分裂やI)NA複製と密接な共甑機構をもっているために,

その表層構造の形成機構の研究,特にその構造形成の鍵を担う分子として,1)ポ蛋白質に

関する研究を当研究部で数年来とりあげてきた.本年にほぼその研究を終了したのでその

結果をここに絶括する.リポ蛋白は分子量約 7000 の蛋白で細胞当りの分子数が大腸菌蛋

白のうちで最も多く約 7.5×105個存在する.N末端の Cysの SII一基に1)ピドを共有結

合し,Cysの NH2残基に 1個の脂肪酸をもっている特異な分子種でその全アミノ酸配
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列があきらかにされている.全1)ポ蛋白分子の1/3はペプチ ドグt)カソのミューP･ペプ

チドの DAP残基へリポ蛋白のリジン残基で結合している.2/′3は非結合塑リポ蛋白で,

生体膜に存在する.すべての結合型 ･リポ蛋白は細胞外側に志向し,その N末端の Cys

残基に共有結合している脂肪酸やリピドによって外膜に強く結合している.リポ蛋白の生

細胞における役割については,次の3仮説があった.(1) I)ポ蛋白がペプチドグ1)カソ上

の配列パタ-ソにより,外膜を構成する分子種にアッセンブリ-をおこさせる(V.Braun).

(2)低分子化合物の受動的透過に必須の分子鮪を構成する (井上).(3)細胞分裂の際に,

ペプチドグリカンと外膜を結合させることにより,細胞英牢を形成する(TortiandPark:

Weigand,VinchandRoth丘eld).われわれは,次にのべる接近法によって,上記8仮説

の何れもが正しくないことをしめした.(1) リポ蛋白の生合成に欠損をもつ変異体を見出

す.(2)変異遺伝子の遺伝子座位を決定する.(3)その結果,正常のリポ蛋白をもつ野生

型と,変異型リポ蛋白の遺伝子に関する isogenie系統を作る.この様にして,共通の遺

伝的背景をもつ isogenie系統の間の欠損にもとづく生理 ･生化学的差を見出す. この差

異はリポ蛋白のinvivoでの役割の欠損によっておこるのであるから,この両者間の差を

見出す方法によってリポ蛋白の役割を推定する.(4)変異体をもちい,変異形質を抑制す

る遺伝子をもつ F′一merodiploidを分離し,I)ポ蛋白遺伝子をク｡一二ソグする.

当研究部でリポ蛋白に関する一連の変異体を見出し,上記のリポ蛋白の生細胞における

役割をあきらかにした.A.リポ蛋白を欠く変異体 (結合型,非結合型の両者を欠く)を

見出した. これはリポ蛋白遺伝子 DNAを deletionによって失いリポ蛋白 m･RNAを

作ることができない.その遺伝子座位 (1poと名付けた)は染色体地図上 36.5分に位置

する.この変異体は正常に増殖する (300,400.肉汁培地,合成培養基,色素培養基等)

が細菌懸濁液に EDTAを加えると溶菌する.MgH を僅かしか含まない培養基,または

eitrateを含む培養液中では外膜が著しく不安定化して,細胞外へ突出し,ペソ･プラス

ム酵素を培養液中へ漏出する.著るしい場合には溶菌する.この変異遺伝子の作用は野生

型に対して劣性であることなどをあきらかにした.B.リポ蛋白の構造遺伝子に変異をも

つ突然変異体を見出してその解析を行った.この変異体のリポ蛋白の 57番の構成アミノ

酸のArgがCysに変化しているが,この変異体は正常に増殖する.その遺伝子座は36.5

分に位置する. この変異1)ポ蛋白は分子間で Cys-Cys橋を形成して])ポ蛋白ダイマーを

作るが,メルカプト･エタノールにより還元され,モノマーとなる.C.リポ蛋白脂肪酸

転移酵素の遺伝子に変異をもつ突然変異体を見出してその解析をおこなった.この変異体

はリポ蛋白 N末端のCys-SH残基に結合するグリセロール残基の2個の -OII基に結合

する脂肪酸を欠く.これはリポ蛋白一脂肪酸一転移酵素の欠執 こよっておきた変異体と考

えられる.この変異体は正常に増殖することがわかった.このわれわれの研究結果から,

リポ蛋白はペプチドグリカンと外膜を結合させるリンカーとしての役割を果し,それによ

って細胞の表層構造を形成し,外膜の半透性を保ち,べリブラスムと外膜を安定化する役

割を果している (J.Bacteriol.127:1494-1501(1976)･,Proc.Nat.Acad.Sci.74;

1417-1420(1977);J.Bacteriol.132:308-313(1977);J.Bacteri01.132:1045-1047
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(1977);J.Bacteriol.136:280-285(1978);Molec.Gen.Genet.167:1-9(1978);∫.

Fact.eriol.133:81-84(1978)).

4) 大腸菌の高分子生合成 (磯野 ･西村(過)･野口･広田･P.Overath･G.Pluschke):

DNA,RNA,蛋白質,ムレイソ,1)ti'ド等の生体を構成する分子は細胞の生長と分裂に

関して極めて重要な役割を果している.当研究部では約5,000株の独立に生起した温度感

受性突然変異体を分離した.国内外の研究者との共同研究によってこの変異体の欠損を同

定し,大腸菌の高分子生合成の機構をあきらかにする研究を行っている.本年度には西 ド

イツベル1)ソのマックス･プラソク研究所磯野博士との共同研究により,89種規 (16種

の S,23種の L)の1)ボゾ～ム蕉白に変異をおこした全 79株の突然変異体を見出した

(Molec.gen.Genet.165:15-20(1978)).さらに,国立がんセソクー研究所の西村生物

部長らとの共同研究によって t-RNAに Qをもたない突然変異体を発見してその解析を

行った (NucleicAcidsResearch5:4215-4224(1978)).また,西 ドイツチュ～ピソゲソ

のマックス･ブランク研究所のP.Overath部長との共同研究によってカルデオ･1)ピソ

生合成に欠損をもつ突然変異体を発見してその性状をあきらかにした (J.Biol.Chem.

253:5048-5055(1978)).

5) 窒細固定をする稲に関する研究 (藤井 ･佐野･井山･広田): 遺伝実験生物保存研

究施設の藤井室長,佐野研究員,応用遺伝部井山室長らとの共同研究により,当研究所に

保存している稲系統の中に窒素固定をするもののあることを見出した.その詳細は上記藤

井によって報告する(Nature276:416(1978)).

Ⅰ.集 団 遺 伝 部

集団遺伝部においてほ生物集団の遺伝的構造を支配する法則の探究,すなわち,集団遺

伝学の研究を行っている.本研究部は二つの研究室からなり,第1研究室では主として進

化機構に関する研究を.第2研究室では人塀を含めた生物集団の数理統計に関する研究を

行っている.

第1研究室では昨年に引続き分子レベルにおける変異と進化の問題を拡散モデルを用い

研究すると共に,自然淘汰作用を決定論的な立場から扱う新しい理論を発展させることも

試みた.

主な成果としては,ステップ状突然変異モデルを仮定したとき有限集団中で各種対立遺

伝子の集団内分布がどうなるかという問題を解決したこと (木村および太田),集団個体

数の制御下で淘汰による遺伝子頻度の変化率がどのようになるかを解明したこと (木村),

量的形質に淘汰が働いたとき関与する遺伝子座の各々にどれだけ淘汰がかかるかを表わす

一般式を導いたこと (木村および Crow),多重遺伝子族に関する集団遺伝学的理論を免

疫グT2プリンの変異の問題にあてはめ新しい結果を得たこと (太田)などをあげることが

できる.

部長木村は集団遺伝学に関する研究調査のため 6月 6日から6月 19日まで米国ウ

ィスコソシソ大学に出張した.渡米中の 6月 9日,米国シカゴ大学から世界の集団遺伝
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学の進歩に貢献したという理由で名誉理学博士 (HonoraryDegreeofDoctorofScience)

の称号を授与された. また,それより前,5月 3日付でアメ1)カ芸術･科定アカデミー

(TheAmericanAcademyofArtsandSciences)の外国人名替会員に選ばれた.室長

太田(原P)朋子は米国ニ3･一･-ソプシャー州ティルトソ市で開かれた ｢理論生物学およ

び生物数学に関するゴルドン会議｣に招待され,6月 19日から同 23日まで渡米し,会

議では不等交叉による多重遺伝子族の進化について講演した.

第2研究室ではステップ状突然変異モデルをより一般的な場合に拡張することを試み,

中立突然変異と弱有害突然変異との両方を含む場合の数理的扱いに成功し (丸山および木

村),さらに,複合ステップモデルの定式化を行った (高畑).また,室長丸山は電算機を

用い長いDNA塩基配列を種間で比較し分子進化の研究を行うための新しいブT,グラムを

作成し,分子遺伝部添田研究員との協同研究を開始した.

本年,集団遺伝部と関係の深かった行事の1つとしては 10月 9日, 日本遺伝学会第

50回大会で ｢分子レベルでの変異と進化｣と題してシソポジウムが行われ集団遺伝部要

員がこれに参加したことである.すなわち,室長丸山および太田がそれぞれ ｢集団遺伝学

における数学的モデルの発達｣および ｢重複遺伝子とくに mllltigenefamilyについて｣

講演を行い,部長木村はこのシンポジウムの座長として最後に ｢まとめ｣を行った.さら

に 11月 29日,木村は京都で行われた第 51回日本生化学会大会に招かれ ｢分子進化と

変異の仕組｣と題し総会講演を行った.

外国からの来訪者の主なものを列記すると次のようになる. ウィスコソシソ大学 J.F.

Crow教授 (3月 13-19日),テキサス大学梶井正利教授 (8月 19-21日, カ1)フォ

ルニア大学 T.I.Jukes教授 (8月 28-30日).

なお,非常勤研究員として安田徳一 (放医研遺伝部室長)が ｢人類集団の統計遺伝学的

研究｣の題で今年も共同研究に参加した.また九大助教授山崎常行は昭和 53年度情報処

理関係内地研究員として遺伝研に派遣され,集団遺伝部第2研究室において 6月 15日

より9月 15日まで ｢タンパク多型の維持機構に関する統計遺伝学的研究｣の題目で研

究を行った.

第1研究童 (太田)

1) 集団個体数が制御される場合の自然淘汰による遺伝子頻度の変化 (木村): 従来の

集団遺伝学の理論においては,各遺伝子型の相対的適応度は集団個体数とは独立無関係な

量であるとして,淘汰による遺伝子頻度の変化を計算するのが普通である.最も簡単な遺

伝子淘汰を例にとると対立遺伝子 AlとA2の集団内の頻度を a;および 1-α,相対的淘

汰値を 1+sおよび 1と置き,1代あたりの頻度変化を与える式 血-8∬(llX)/(1+eX)

を導くことが普通行われる. これに対し本研究においては,Aiが Ri個の子を生み'そ

のうち Di個が生育の途中で死に,次代には寄与しないとする (i-1,2).ここで Dlは

集団の総個体数 (N)によって決まる量で,個体数制御の様式によりDi-CilnN とか

Di-OiN などと置く.ただしciは正の定数である.世代は不連続であると仮定する.い

まAlが A之に対し淘汰に有利で,Alが低い頻度から高い頻度へ徐々に増加して行くも
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のとする.このような場合,Alの 1代あたりの頻度変化は

Ax-SX(11∬)/秤

で表わされ,最初の数代を除き,近似的に

AW符0

の状態を保ちながらAlは増加して行くことを見出し,数値計算によってもこれをたしか

めた.またこの状態では,Di-eilnN であれば

-W希1+(82/a)x(1-〟)

また Dl-CもNであれば

両 年1+82∬(1-a)/(eN)

となることが分かった.ここに Sは Alの A之に対する有利さを表わす係数で C-は集団

個体数の制御に関係した係数である.従って

Ax-S∬(1-a:)

は従来考えられていたより近似式としてずっと有用なことが明 らかにな った.詳細は

PNAS75･.1934-1937参照.

2) ステップ状突然変異モデルのもとでの複対立遺伝子の集団内頻度分布 (木村 ･太
田): 電気泳動法によって検出される遺伝的変異に関しては,ステップ状突然変異Itデル

(Ohta-Kimuramodel)が妥当であると思われる.本研究においては有限集団内で突然変

異と遺伝的浮動とがつり合ったときの対立遺伝子の集団内頻度分布がどうなるかを求める

数学的理論を確立した.解析の結果は,突然変異によって常に新しい対立遺伝子が生ずる

という突然変異の Kimura-Crow モデルに比べ,集団中に保有される対立遺伝子数が著

しく減少し得ることを示した.従来の研究から突然変異率と集団の有効な大きさとの積が

一定でも,集団をどんどん大きくしていけば,Kimura-Crow モデルの場合,集団中に含

まれる実際の対立遺伝子の平均数はいくらでも増大することが知られている.これに対し,

ステップ状突然変異モデルではこの平均数はある一定の値以上にはならず,その値は有効

な対立遺伝子数より少し大きい程度である.詳細は PNAS75:2868-2872に発表した.

3) 量的形質に淘汰が働く時,個々の遺伝子座における淘汰係数はどうなるか (木村 ･

Crow):一つの量的形質が多数の遺伝子座の支配を受け,各々の遺伝子の効果は小さいと

仮定する.量的形質の表現型値をX,その集団内での頻度分布をF(X),また,表現型値

Xを持つ個体の適応度を W(X)とする.ある任意の遺伝子座で,対立遺伝子Giの量的

形質に対する平均過剰 (平均を基準にしてはかった Gtの効果)をAiで表わすと,Giの

淘汰係数ほ

st--Aii:ぬW(X)F′(X)dX/-W

- AiLW′(X)F(X)dX/秤
によって与えられる.ただしF/(X)は F(X)を微分したものを表わす. また, Siは集

団の平均適応度を基準としてはかった遺伝子 Giの淘汰に対する有利さを表わす係数で,

Giの頻度を piとすればその1代あたりの変化は 4pi-SiPiとなるような量である.上
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記の式を用い量的形質に対する淘汰の問題を統一的に扱うことができる.詳細はPNAS
75:6168J6171に発表した.

4)多重遺伝子族の遺伝的変異に関す る理論的研究 (太田): 高等生物のリボゾーム

RNAやヒストンの遺伝子はゲノム内で多数重複して存在し,多重遺伝子族と呼ばれる.
多重遺伝子族では,進化の過程で遺伝子族あたりの遺伝子数の増減がみられ,また種間で

進化が進むにもかかわらず,種内では反復遺伝子に均一性が保たれるといういわゆる同時

進化の現象がみられる.これらの現象を説明するために不等交叉のモデルが提唱された

(Smith,G.P.,Proc.ColdSpringH.Symp.Vol.38,507).そこで集団遺伝学的にこ

のモデルをとり入れて解析した.多重遺伝子族の集団は,普通の染色体間等交叉,姉妹染

色分体間の不等交叉,突然変異および遺伝的浮動のもとで進化を行うと仮定する.いま一

つの遺伝子族から2個の遺伝子をランダムに取出したとき,同一である確率を均一係数と

呼ぶことにすれば,集団が平衡に達したときの均一係数はおおよそ,

C.-

a･2V･{ 了三豊 石

となる.ここで α-26/n2(Kは遺伝子族あたりの不等交叉のサイクル数,nは遺伝子族あ

たりの遺伝子数,βは遺伝子族あたりの等交叉率,γは遺伝子あたりの突然変異率そして
N.は集団の有効な大きさである. これらパラメーターはすべて一粒代を単位としてあら

わしてある.異なった染色体上の遺伝子族での均一係数は

Cl-Co/(1+4N.V)

となる.このとき不等交叉も遺伝的浮動もともに確率過程で,上に示した値は平均値であ

り,実際には均一係数は大きくゆらぐと予想される.簡単化したモデルのもとに均一係数

の分散を計算することができる.分散は染色体間の分散と集団平均値がゆらぐための分散

とに分けることができる.詳細は Genet.Res.31:13-28;Genetics88･.845-861に発

表した.

5) 集団遺伝学からみた免疫グロブリン可変飾域のアミノ酸変異 (太田): 免疫グロブ

リンの可変領域は多重遺伝子族を形成しており,報告されているアミノ酸配列は上に述べ

た理論をあてはめるのに最も適した資料である.可変領域は全体で 110ほどのアミノ酸

座位からなり,いくつかの超可変領域をもつ.抗体反応の特異性は主にこの超可変領域に

おけるアミノ酸配列の違いによることがわかっている.均一係数は可変境域全体を単位に

しないで,各々のアミノ酸座位を単位とし,相同なアミノ酸座位においてアミノ酸が同じ

である割合を計算した.超可変領域とそうでない部分 (枠組鶴城)とに分け,平均のアミ

ノ酸均一係数を,ヒト,ネズミ,ウサギのH鎖およびA:鎖について,種内および種間で算
出した.その結果は,体細胞突然変異は超可変性を生ずる上で重要な役割ははたしておら

ず,可変領域におけるアミノ酸配列の変異は進化の過程で蓄積してきたと考えることによ

って合理的に説明できることを示した.このとき超可変領域では,枠組領域に比べ進化の

上でほぼ3倍の速度でアミノ酸の置換が起っており,したがって種内アミノ酸変異もそれ
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にともなって増加すると考える.詳細は PNAS7S:5108-5112に発表した.

第2研究室 (丸山)

1) 自然淘汰に中立な突然変異と弱有害な突然変異の2種類を仮定したステップ状突然

変異モデルの理論的研究 (丸山･木村):有効な大きさN.の有限集団を考え,1つの遺

伝子座に突然変異によりステップ状に次々と複対立遺伝子が生ずるモデルを仮定する.こ

の場合'出現する複対立遺伝子は Ohta-Kimuramodelで仮定するような淘汰に中立な

ものだけでなく,弱有害なもの (淘汰に対する不利な程度を表わす淘汰係数 S)も含むと

する.種々な方向-の突然変異率とNeおよびSの値を与え,平衡状態におけるホモ接合

頻度を算出する数学的方法を確立した.詳細は PNAS75:919-922に発表した.

2) 重複遺伝子座における多型と遺伝子発現の消失に関する理論的研究 (高畑 ･丸山):

最近の研究から,脊椎動物では染色体倍数化によるDNA量の倍加は一般に染色体による

性決定機構の確立と相容れないため進化の過程で禁止されたが,魚類と両棲規は例外で,

特にコイ,マス科では現在に至るまで倍数体はその進化の過程で容認されてきたことが明

らかになった.免疫反応を利用した方法によると,この種の魚の仲間では5千万年から1

億年前に倍数化によるDNA量の倍加が実際に起こったと推定されている.これは脊椎動

物の進化的時間スケールに比べれば比較的短いが,重複遺伝子に種としてもつ固有の質的

変化をもたらしうるには十分な時間である.重複遺伝子の進化的運命についてはすでに多

くのことが議論されているが,ここでは重複遺伝子に蓄積するヌル突然変異によって集団

中の一方の遺伝子の本来の機能が失われていく割合と-テt]接合体の頻度の変化とを求め

るため,集団の有効な大きさNeとさまざまな淘汰様式や突然変異率を与えて解析した.
得られた結果を実際の観察事実,すなわち,a)調べられた重複遺伝子座の約 50% が機

能を消失している,ち)ヌル突然変異-テロ接合体の頻度は極めて低い, と比較検討して

みると,ヌル突然変異に関しては二重ホモ接合体だけでなく,-テp接合体にも負の自然

選択が作用していると仮定するのが最も合理的であるという結論となった.

3) 複合ステップ模型 (高畑): 電気泳動法の改良に伴い,1つの electromorph(電

気泳動変異休)は複数個の対立遺伝子の集合体であることが次第に明らかになってきた.

そこでもし改良された電気泳動法を用いて生物集団の遺伝的変異性を調べたとしたら,ど

の程度今までと比べて変異性が高まるか興味のある問題である.ここでは,この問題を理

論的に解析するため,従来のステップ模型 (Ohta-Kimuramodel)の拡張として1つ1つ

の electromorphは K個の可能な複対立遺伝子の状態から成り,突然変異によって対立

遺伝子は electromorph間もそしてelectromorph内でも変化することができるとする複

合模型を考案した.集団の遺伝的変異は,-テロ接合頻度で測って,可能な状態Kが2個

以上あるとすると,ステップ模型で予測される結果よりむしろ Eimura-Crow 模型で予

測される結果に非常に近いことが結論される.このことは Kimura-Crow 模型がヌクレ

オチドのレベルで変異をみたとき最も現実的な模型であると従来いわれてきたが,もっと

解像力の低い方法によるデータに対しても現実的な模型に近いといえる.

4) 世代間相関を もつ淘汰係数の偶然的変動が集団の変異性に及ぼす効果 (高畑･木
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料): これまでの研究で用いられた淘汰係数が時間的に変動する模型のほとんどは,毎代

独立に淘汰係数が変動することを仮定し,しかも突然変異や遺伝的浮動の効果を無視する

とか,遺伝子座あたり2対立遺伝子しか仮定しないとかいった,極めて限定的なものであ

った.本研究では,これらの制約をはなれ,もっと一般の場合の理論的取扱いを行った.

ただし,1つの重大な近似を含むので計算機による大がかりな模擬実験を行い,その妥当

性や限界を調べた.Kimura-Crow模型のもとで世代間相関をもつ淘汰係数の変動は集団

の遺伝的変異を減少させるが,その効果は突然変異や配偶子の無作為抽出に比べると二次

的であることが結論された.ここで仮定した淘汰の様式は最も簡単ないわゆる遺伝子淘汰

(genieSelection)であるが,集団の遺伝的変異保有機構に対する淘汰強度のゆらぎの相対

的重要性を解明する上では有用と思われる.結果は近く発表の予定である.

J.分 子 遺 伝 部
分子遺伝部では遺伝子の化学構造の解析を行い,遺伝子に含まれる複製や転写や翻訳の

開始に必要な構造やこれらの過程の調節の分子機構を明らかにすることを目標として研究

を進めている.

遺伝子l)NAの構造研究に関しては添田を中心にネズミのがんウイルスポ1)オマウイル

スの複製基点や転写開始部位付近のDNA構造の解析を行なった.最近サルのがんウイル

ス SV40やヒトの BKV の DNA の構造解析が行われているが,これらの DNA構造

とは共通性が高く,添田はこの面からこれらのウイルスの系統発生について考察を行なっ

た.添田はポリオマウイルスのDNAの全構造決定をめざして昨年より引き続き英国ロン

ドンの帝国がん研究所 Gridin博士の研究室に於て研究を進め,遂にポリオマウイルス

DNA の全塩基配列を明らかにした.

メッセンジャーRNAのタン′くク合成開始に必要な部位の構造については蚕細胞質多角

体病ウイルスの mRNA及び一本鎖のキウ1)モザイクウイルス RNAの5′末端付近の構

造分析を行なって,バクテリアのmRNAとは全く異なる構造であることを明らかにした.

有核細胞 mRNA の 5′末端キャップ構造の機能と構造の関係を明らかにする研究の一

環としてキャップ部分の立体構造について紫外線吸収スペクトルや円偏光二色性の測定を

行なった結果7-メチルグアニンとRNA の5′端塩基が重なり合って特異な立体配位をし

ていることを明らかにした.

杉滑らは葉緑体 DNAの遺伝子構成を明らかにするために タバコ葉緑体を材料として

DNA クt2-こ./グを行ない, リボソーム RNA遺伝子を単離し,23srRNA と168

rRNA の相互の位置関係を明らかにした.

杉浦は阪大大塚らとRNA リガーゼの機能の研究を行ない,遺伝子操作や RNA構造

の研究に有用な応用の速を開いた.また,大腸菌RNAポリメラ-ゼの研究の過程で突然

変異体のポリメラーゼ構成単位の変化を明らかにする簡便な方法を確立した.

6月には新たに研究員として篠崎一雄が発令された.研究員下遠野邦忠は9月よりウィ

スコンシン大学の Temin教授の研究室へ文部省長期派遣研究員として赴いた.今年度は
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研究職員のほかは服部征雄,楠田 潤,日高 操,蛭田庸代,鈴木美枝,高岩文雄,山口

和子,土屋祐子,榊原久美子らが研究に協力した.

杉浦は遺伝子操作に関する国際情勢の把捉のため,3月末にイタリアのミラノで開かれ

た ｢遺伝子工学一科学的発展と実際的応用｣と葛する国際シンポジウムに出席し,ついで

ヨーロッパのいくつかの研究施設を見学した.

1) パポー/(ウイルスにおけるDNA複製基点の分子構造の類似性と進化 (添田): ウ

イルスの感染により生成される癌蛋白がウイルスDNA複製開始基点の構造に似た宿主細

胞の遺伝子部位を認識し,宿主のDNA合成を開始させ,細胞の異常な増殖へ導いた結果

が細胞の癌化であるという仮説に基づき,ネズミのウイルスであるポリオ-マの複製基点

の DNA構造を決めた (FEESLett.79巻).そして,サルのウイルスである SV40の

構造と比較した場合,非常に似ており,両者が共通の起源を持つことを示唆した (Proc.
Natl.Acad.Sci.USA.75巻 162-166,1978).さらにヒトのウイルスであるBKVおよ

び生物学的分類から離れたラットのミトコンド])アDNAの複製基点の構造と較べても似

ていることがわかった.このことは進化の過程でDNA複製基点の構造は保存されるとい

う事を示している.他方,この構造を認識する癌蛋白のアミノ酸配列をDNAの塩基配列

から調べると,ポリオーマと SV40ではそのアミノ酸のホモロジーは高い.つまり認識

する蛋白と認識される DNAの構造は進化の過程で保存されるという原則を示している

(第4回国際ウイルス学会,--グ発表 1978年 9月).

類縁ウイルスであるSV40,BKV,およびポリオ-マ遺伝子 DNAの構造比較を行い,

分子進化の技法によりウイルスの系統樹を組立てた.この結果,宿主動物すなわちSV40

-サル,BKV-ヒト,ポ1)オー7-ネズミの化石からの系統樹のパターンと一致した.

この結果,これらのウイルスは共通の起源を持ち,宿主動物の分岐とともに分れ,進化し

て行ったと結論できる.本研究は集団遺伝部丸山毅夫氏の協力を待て行われた.

2) ウイルスによる発癌機構の分子生物学的解明 (添田): 従来癌ウイルスである SV

40とポリオーマの遺伝子構成は同一であるとされていた.事実本ウイルスによって癌化

される細胞には2種頬の癌蛋白 smallTと1argeTが存在した.しかしながら最近ポl)

オーマの場合,両者の他に middleTと呼ばれる蛋白が細胞膜から単離され,これがウイ

ルス遺伝子の産物か細胞の遺伝子の産物か不明であった.ウイルスDNAの塩基配列の結

果,smallT,middleT,largeTはポリオーマ初期遺伝子 (2920塩基対)の産物であ

り,重複現象 (overlappinggene)により同一遺伝子部位より生成されることを明らかに

した (ColdSpringHarborMeeting発表,7月,1978).

3つの蛋白の発癌における役割を明らかにするため,癌を誘発しない突然変異株 NG-

18のDNA分析を行った結果,同変異株は smallT部位のDNA欠失とともに middle

Tの frameshift変異株であることがわかった.この結果はポリオーマによる発癌機構

を癌状態の確立にはlargeT,維持には middleTという2段階に分瑛できることの直接

的証明となった (Nature276巻 294-298,1978).最近 middleTが肉腫遺伝子 Srcと

同様プpティンキナーゼ活性と強く関連していることがわかり,middleTを直接つくれ
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ない.SV40の発癌機構への問題点を振起 した.本研究は英国帝国ガン研究所,B.E.

Gri氏n博士との共同研究により行われた.

3) メッセソジャーRNAの5′端付近の構造 (下遠野 ･日高･三浦): 有核細胞のメ
ッセンジャーRNA(mRNA)の5/末端には当研究部で発見されたキャップ構造があり,

この構造はタンパク合成開始のために重要な役割を果たしていることを昨年度報告した.

しかし,キャップとタンパク合成開始信号AUGは直結していないので,この間の部分の

構造と機能が問題となる.われわれが研究してきたカイコ細胞質多角体病ウイルス(CPV)
のmRNAは 10種塀あり,相互の比較もでさるので一つの材料とした.また,キウ7)モ
ザイクウイルス(CMV)は一本鏡RNAを遺伝子として含み,これはmRNA活性をもつ

が,やはり5種 (系統によっては4種)の断片に分れているので相互の比較が可能である.

RNAの塩基配列分析の方法は最近一段の進歩があったが,検討の結果二つの方法を併用

することが必要であった.一つの方法では末端を 32pでラベルの後アルカリ, リボヌク
レア-ゼ Tl及び U2で部分分解したものをそれぞれ並列でゲル電気泳動して解析し,G

とAとピリミジンの配列傭序を明らかにした.ピリミジン塩基のCとUの区別は異なる

pH で二次元的に電気泳動する別の方法を用いた.

CPVの3種煩のmRNAの5/端付近はキャップ構造に続いて6塩基は共通であるが,
タソバク質の読み始め信号AUGの出現までの塩基数はまちまちであることを明らかにし
た.部分的には2種以上のmRNAに共通の構造もみられた.また,No.1mRNAでは

AUGの両側はほとんどプリンで,相補的構造をとりにくいことを示した.
CAlVの短い方の二種のRNAについての分析結果,5′端キャップ構造のあとに続く
8塩基は共通であるが,やはりAtJGまでの塩基数は異なっている.最短の No.5RNA

ではAUGまでわずか 10塩基で,しかもGとUだけのきわめて単純な構成であることが
明らかになった.上記いずれの場合もこの敏齢こ7)ボソ-ムRNAの3′端と相補的な構

造は見当らないので原核細胞系の場合とはタンパク合成開始に必要な構造がかなり異なる

ことになる (一部は FEBSLetters98:115(1979)に発表).

4)有核細胞系メッセンジャ-RNAの5′端キャップ部分の立体構造 (三浦 ･服部):

前項に述べたように有核細胞系 mRNAでは 5/端キャップ構造は共通的にみられるが,
機能の上でもタンパク合成の開始に重要であり,mRNAをェキソヌクレアーゼによる分
解から守って安定化することが明らかになったので,この部位の立体的構造の解明が待た

れるようになった.われわれはこの問題を明らかにする一歩としてこの部分を化学合成し,

紫外吸収スペクトル及び円偏光二色性スペクトルの測定を行った.

キャップ部分の化学合成は東京工大･畑 辻明教授の研究室の協力のもとに行われ,

mTG5'pppA,mTGb'pppAm,Gも'pppA,G5'ppAなどが合成された.
mTGb'pppAとm7GB'pppAmを構成分個々に紫外吸収を測った場合と比較すると浅色
効果がある.キャップ構造をホスホジエステラーゼで分解すると深色効果があることから

キャ.yプ構造を作っているときは塩基間で相互作用があると判断される.

塩基が重なり合っているとす ると円偏光二色性 (CD)スペクトルで検出できる筈であ
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る.三菱化成生命研 ･大島泰郎研究室で装置を使わせていただいて実験 した ところ'

mTGb'pppAや mTGB'pppAm のCDスペクトルは 260nm付近に顕著など-クがあり,

構成成分の単なる混和ではこれがみられなかった.キャップ構造によるCDスペクトルの

ピークは加熱により徐々に減少すること,Ⅰ瓜 や塩濃度による変化がみられることから,

キャップ構造をとっているときほ塩基は重なり合っていて,変性条件ではこれがくずれる

ことが明らかになった.また,CDスペクトルのピ-クの大きさから,7位 (mTGの),2′

位 (Am の)ともメチル基がつくことによって塩基間の相互作用が強くなることが明らか

になった (一部は NucleicAcidsRes.SpecialPbbl.No.5(1978)p.391-394に発表).

5) 大腸菌 RNAポリメラーゼの変異サブユニットの簡易同定法 (杉浦): 大腸菌

RNAポリメラーゼの高温感受性変異株の分離を進めてきたが,得られた変異株RNAポ

リメラーゼの変異サブユニットを簡単に同定する方法を開発した.変異RNAポ1)メラl

ゼに過剰量の野生型RNAポリメラーゼの各サブユニットを別々に加えて,尿素で変性さ

せサブユニットを解離させる.次に,室温で透析によって尿素を徐々に除き,各サブユニ

ットを会合させると,大部分は変異酵素のサブユニットの代りに加えた野生型サブユニッ

トを持つ活性酵素が再構成される.β′サブユニットが高温感受性の変異酵素 (JE10092

株より)にこの方法を応用すると,野生型 β′サブユニットを加えたときのみ高温耐性と

なる.同様に, リファンピシン耐性 (βサブユニット変異)酵素 (R2株より)では,β

サブユニットを加えたときにのみリファンピシン感受性になる.この方法は精製酵素のみ

ならず粗静索標晶でも行うことができるため,極めて有用である (伊藤 望,鈴木美枝両

氏との共同研究で,AnalyticalBiochemistry84:337-339,1978に発表).

6)T4RNA 1)ガーゼに よる-ブタデカヌクレオチ ドの合成 (移浦): 大腸菌の

tRNAfXetの3′末端側の 17塩基配列のオリゴヌクレオチド(61-77番)杏,高純度に

精製した T4RNA I)ガーゼを用いて合成 した.化学合成した C-A-A とpC-C-Aを

RNA 1)ガーゼで 60% の収率で結合した.同様に,UIC-C-G-G とpC-C-C-C-C-Gを

34% の収率で結合した.両者を過剰量の T4RNA 7)ガーゼを用いて結合させ U-C-C-

G-G-C-C-C-C-C-G-O-A-A-C-C-A を得た (大阪大学の大塚栄子氏らとの共同研究で,

Biochemistry17:4894-4899,1978に発表).

7) タバコ葉緑体の rRNA遺伝子のクローニングと構造解析 (杉浦 ･楠田･篠崎):

すでに,メ/ミコ菓線体の 238と168rRNA遺伝子は,葉緑体 DNAの制限酵素 EcoRI

分解産物の 1.9×106 と2.8×100ダルトソ断片に存在することを明らかにし,両断片の

クローニソグを行った.次に,この両断片が葉緑体DNA上で隣接しているかどうかを調

べるため,葉緑体 DNAをジスタマイシンA存在下で EcoRIで部分分解して,1.9×108

+2.8×108-4.7×108ダルトン近傍の DNA断片を分画して,pMB9をベクターとして

クp-ニソグした.271形質転換体から,ポ.)ヌクL,オチドキナーゼで 5′一末端標識した

葉緑体 rRNAをプp-プとしてコロニー･-イブ1)ヅド法で 12株の rRNA遺伝子を

含むクローンを選別した.これらのクローソから組み換えプラスミドを精製し,アガp-

スゲル電気泳動とサザン･-イブリッド法で分析して,1.9×108と2.8×100ダルトンの
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両断片を持つクp-ソ8株を得た.そのうちのプラスミドpTCP6は,0.46×106,1.9

×108,2.8×106 の3断片を含むことがわかった.これら3断片の配列は pTCP6DNA

を EcoRIで部分分解して,いくつかの部分分解断片の分子量を比較することによって,

0.46×108-1.9×108-2.8×108の順序であることを明らかに した.また,238と16s

rRNAを別々に 32Pで標識したプp-ブを使って,pTCP6の EcoRI断片をサザン･ハ

イプ1)ッド法で調べることによって,168rRNA遺伝子の大部分は 1.9×106断片上に,

一部分が 2.8×108断片上に,238rRNA遺伝子は 2.8×106 ダルトソ断片上に乗ってい

ることを示した.この研究には鈴木美枝,土屋祐子両氏が協力した(A(olc.Gen.Genetics

172,137-141,1979に発表).

K.遺伝実験生物保存研究施設

本施設には植物,動物および微生物保存研究室が含 まれ る.植物保存研究室 (藤井室

長 ･佐野研究員)は 1974年 4月開設され,翌年 10月動物保存研究室 (青田室長,野

口研究員)が加わり｢保存施設｣と呼ばれることになった.さらに 1976年 10月には微

生物保存研究室 (杉浦室長)の設置が認められたが,その実質的な活動は本年から始まっ

た.

｢保存施設｣の設立の目的は,遺伝学の研究に役立つ生物系統を収集保存し, またその

特性の開発のため基礎的研究を行うことである.

本年度は井上 寛 (ドロソフィラ)と米田好文 (細菌)がそれぞれ動物と徽生物研究室

に研究員として発令された.これによって本施設に属する職員は併任室長2名 (青田･杉

浦)と研究補助員 (研究部より配置替え)5名を含み 12名 (施設長を除く)となった.

本施設の完成時に期待される職員数は施設長および事務主任を含み 19名である.また,

本年夏 ｢遺伝実験生物保存研究棟｣(1,119m2) が旧中学跡地に完工し,各研究室は9月

これに移転して活動を開始した.今後,さらに種々の動物の飼育棟や温室などの建築が計

画されている.

さらに,本年度から ｢保存施設｣の運営に誤りなきを期するため,本研究所外の専門家

を含む ｢国立遺伝学研究所系統保存委員会｣が設けられ,11月 15日その第 1回の会議

が開かれた.所外委員に委嘱されたのは下記の氏である.

植物:常脇恒一郎 (京大),笠原基知治 (法政大),古里和夫 (浜松フラワーパーク).

動物:森脇大五郎 (理研),近藤恭司 (名大),坂口文書 (九大).

微生物:飯野徹雄 (東大),由良 隆 (京大),剖 ll寛 (金釈大).

植物保存研究室 (藤井)

本研究室ではイネは最も重要な保存植物であり,これの特性調査,収集を積極的に行な

っている (後述).この研究の一環として佐野は 2月 17-25日にわたり台湾において

｢台湾野生イネの生態遺伝学的調査｣を行ない多くの資料をえた.

藤井,佐野は 8月 20-31日モスクワで開かれた第 14回国際遺伝学会議に出席して

研究発表,討議を行なった.さらに藤井は 9月 1-5日間 IAEA (ウイン)を訪問して
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研究連絡を行った.本年は特別研究生として加藤芳伸 (東京農大,大学院)が参加し,高

蛋白質イネ,コムギの培養カルスによる生化学的研究を行なった.

1) 系統保存業務 (藤井 ･佐野): イネは昭和 52年度に西アフリカ調査旅行で採集し

た系統を夏期は短日圃場,冬期は水田温室で栽培 して採種 した.その内訳は Oryza

SaPva37系統 196個体,0.glaberrina27系統 367個体,0.perenniSbarthii20

系統 96個体,0.punctaぬ6系統 63個体,0.breviligulaぬ26系統 220個体であ

る.0.perenniSbarthiと0.punctaね の多年生系統は各系統 1-2個体を株保存し

ている.今年新たに導入したものは栽培種系統,野生種 19系統である.

ムギ額はゲノム分析上重要な系統と一粒コムギの突然変異系統約 800系統 を栽培し調

衣,増殖を行なった.

サクラは構内に栽植する成木について調査を行なった.アサガオは紫色系統を中心に栽

培し調査,採種を行なった.これらの作業は従来通り非常勤研究員古里,笠原両博士の指

導により応用遺伝部 (漁場)の宮沢,田村が担当した.

2) 西アフリカから採集した稲における形質の変異 (佐野 ･森島): 昭和 52年の西ア

71)カへの調査旅行で,栽培および野生稲5種 (0.8ativa,0.glaberrina,0.perennie

barthii,0.breviligulataおよび 0･.punetaia)計 110系統の種子が採種された (年報

28号,36ページ).本年は,そのうち 46系統 572個体を短日圃場 4区に植え,各種の

形質を調査した.その結果次のことが観察された.a)栽培稲- 西77.)カには普通稲

(saliva)とブラべリマ稲が栽培され,大部分の圃場では両種が種々の相対頻度で混植され

ている.普通稲系統とグラべリマ稲 11系統 (1系統は 1つの集団を示す)合計 242個

体について,梓長,茎数,穂数,棄舌長,穂軸の太さ,脱粒性,枝便数,種子稔性,種子

重,収穫係数など22形質を調査した.普通稲とグラべ.)マ稲は葉音長の長短,二次枝梗

敬,穂軸の太さなどによって形態的に区別できる.調査した個体の大半はこれらの形質に

よって2種に区別できたが,Kadlユna(K-2)とDanbatta(D-3)で採集された個体の中に

は中間の形態を示すものが低頻度でみつかった.また,1つの穂から採種された個体の中

にも短い菓舌長 (グラべリマ型)と長い葉音長 (サティバ型)をもつものが分離し,種子

稔性も他の系統に較べ若干低い傾向 (55-78%)を示した.K-2集団では実際に両種の

Fl雑種個体が現地で見出された. これらのことから,普通稲とグラべリマ稲との間に導
入交雑が起り,遺伝子の交換が行われていると推定される.b)野負稲- グラべリマ稲

の直接の祖先であ る 0.breviligulatall系統,アフリカ型ペレニスの 0.perenniB

barthii9系統および 0.punotata5系統計 330個体について,梓長,茎数,穂数,種

子重,巴の長さ,種子稔性,収穫係数など15形質を調査した.0･breviligulaねは一年

生であって種子繁殖する.地上部垂に対する種子重の割合 (収穫係数または生殖効率)は

前者では 35-65%,後者では 1-25% であった.同化産物の大部分を前者では種子に,

後者では地下茎に分配することが認められた.0.punc加地 には種内に2倍体と4倍体が

存在することが知られている.西アフリカ内陸部の降雨量の少ないサバンナで採種した7

系統の染色体数を調査したところ,すべて2倍体 (2n-24)であった.一方,多湿な森林
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地帯に見出された系統は4倍体であった.4倍体の系統は多年生であるが,2倍体の系統

はすべて一年生であった.また,2倍体系統は4倍体より収穫係数が高く,薪が短かく,

空が長いなどの懐向を示した.このことは,生育場所の分化に加えて繁殖様式の分化も0.

pu伽ta血 の種内で起っていることを示唆している.
8) 普通稲とグラべ1)マ稲の種間交雑後代における形質組換え (佐野･岡): 普通稲と

グラべ1)マ稲の Fl雑種は完全な花粉不稔性を示すが,30-40% の隆のうは正常である

ので戻し交雑ができる.両種の交雑からどれ位形質の組換えが起るのかを知るため,2系

統 W O25と108との Blおよび B2から両親に対して異なる近縁係数をもつ自殖後代

系統を育成した (年報 24号,34べ-ジ).本年は F867系統を短日圃場に栽培し,莱

音長,二次枝梗数,穂軸の太さ,薪の毛の長さ,再生力など8形質を調査した.各系統の

測定値について,それぞれ両親との近似度を Y-lX-(1/2)(P.+P.)】/【(1/2)(Pq-Ps))によ
って求め,この値の変異によって形質の一致性を評価した.ここで X は系統の測定値で,

P.および PQはそれぞれ両親系統の測定値である.ある系統が普通稲 (108)またはグラ

べ])マ稲 (W O25)の親系統と同じ値を示した場合,Yの値はそれぞれ -1.0および 1.0

となる.8形質の一致度からその標準偏差を求め形質の不一致性の尺度とした.換言する

と,形質の不一致性が大きいほど,両種の特徴を示す形質が組換えられていることを示す.

その結果によると,種々の形質の組換えが起り,形質の不一致性は系統によって異なるが,

全般的には形質の表現は親との近縁係数に伴って異なることが認められた.概してグラべ

リマに近い近縁係数をもつものは各形質ともグラべリマに近い形質を示し不一致性は低か

った.形質の不一致性は,近縁係数が両親の中間を示す系統では高く,普通稲に近い系統

もかなり高い値を示した.このことは,普通稲はグラべリマ稲より遺伝子の導入を受けや

すいことを示唆する.

4) グラベリマ稲の標識遺伝子 (佐野): 西アフリカに栽培されるグラべリマ稲には遺

伝子分析研究に必要な標識遺伝子がほとんど見出されていない.形質発現に対する遺伝子

作用や連鎖関係の異同を普通稲と比較するため,岡が選抜した種皮無色･弱感光性のグラ

べ1)マ系統 (年報 27号,35べ-ジ)紅 EM:S処理を行い,96系統の突然変異体を得た

(年報27号,55べ-ジ).得られた変異体のうち,腫乳のモチ性,大黒型填性,無業苦性,

長護親,無毛性はいずれも単純劣性遺伝子によって支配されていた.これらの系統と普通

稲の wa;,dl,l9,g,gl遺伝子をもつ系統と交配したところ,その Flは両親と同じ形質

を示した.したがって,これらの系統は普通稲の上記の遺伝子とそれぞれ同一の機能をも

つ遺伝子をもっていると考えられる.大黒型壊性と無葉音性に関しては,それぞれ 10お

よび u 個の変異体が得られているが,相補性テストの結果同じ座位にそれらの遺伝子が

存在することが判った.但し,dl遺伝子の発現については,普通稲では第2節間が特異

的に伸長しないが,グラべリマ稲の大黒型嬢性系統では第2節間は正常に伸長した.さら

に両者の Flでは第2節間は正常に伸長した.このことは,両種の間で dl遺伝子の発現

作用が異なることを示している.その他,葉の褐色斑点,細葉,小粒性,鎌不要性を示す

系統についても,正常のグラペ1)マ系統との F之における分離から単因子支配であること
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が認められた.

5) イネ科植物の窒素固定能に関する遺伝特性の開発 (藤井･佐野･井山 ･広田):

a) イネ根圏に存在する窒素固定能:イネ板圏では微生物とのゆるい共生により窒素固

定能が存在することが明らかとなった (年報 28号,63頁).本年はわれわれが改良した

アセチレン還元能の測定法によって板圏における窒素固定能の詳細な調査を行なった.結

果は次のように要約される.(1)生育時期別の調査では窒素固定能は出穂期頃に急激に増

加し,2週間位で低下した.(2)土壌表面を遮光してラン藻の生育を除外しても板圏の窒

素固定能は存在する.(3)NH十によって活性は著しく阻害される.(4)窒素固定能は 日

内の時刻によっても大きく変動する.(5)窒素固定能の高かった C5444と低い活性を示

した台中 65号の交雑後代の F380系統について固定能を調査した.固定能は両親より

も幅広い連続変異を示した.従って固定能に関する遺伝子は複数であると推定した.

b) 窒素固定菌の性質:イネ板圏土車中より分離した菌についてアンモニアによる活性

阻害の実験を行なった硫酸アンモニアでは 0.5mhlで阻害が認められ,1mAlでは活性が

認められなかった.一方,硝酸アンモニアでは5mh(の濃度でも殆んど活性阻害が起らな

かった.なお菌の蛋白当りの活性は 1,225nmol/mg他 を示した.昨年明らかにした梓菌

で胞子形成能をもつ性質と共にこれらの結果は Clostridiu仇 の性質と一致した.

e) 窒素固定菌の無菌苗への感染実験:試験管に土壌を入れ種子をまいて栽培したもの

についてアセチレン還元能を測定した.当然の事ながら活性がみられた.このような材料

に無窒素培地で培養した上記の菌を加えると活性は著しく増加した.すなわち分離した菌

はイネ根圏の窒素固定に関与する菌であると考えられる.

土壌には多種の菌が存在するので無菌状態のイネによる感染実験を行な った.土壌を

120oCで 10分間滅菌し,これに滅菌種子をまいて栽培した.この材料では活性は全く見

られない.しかしこの状態のものに菌を添加しても還元活性は見られなかった.土壌の高

圧滅菌は菌の増殖に不都合な条件を与えるためと考えた.

次に無窒素寒天培地に無菌種子をまいて同様の実験を行なった.菌を加えると非常に高

いアセチレン還元活性がみられた.しかし菌の増殖によって発生するガスにより植物の生

育が停止した.

分離した菌がイネ板圏の窒素固定に関与していることを証明するためにはこの種の実験

が要求される.上記の結果はイネと根圏土壌との複雑なかかわり合いを示唆するものであ

るが,今後解決しなければならない問題である.

6) ダイズ T219系統による突然変異の検出 (藤井): ダイズ T219系統 (Dr.B.E.

Vigより分譲)は正常 (YllYll)が緑色,劣性ホモ(yllyll)は黄色を示し,さらに-テp

(Yllyll)は淡緑色と明らかに識別できる特徴をもつ.種子の変異原処理による Yll遺伝

子の突然変異は生長にともなう細胞分裂の結果,菓面上に色調の異なる斑点として表現さ

れ,それらの出現のし方から変異の起原を察知できる.すなわち-テロ植物で遺伝子突然

変異のばあい Y11-yllなら黄色,yll-Yllなら線色の斑点があらわれる.また体細胞組

換が起ったばあい組換をもった2コの娘細胞が共に分裂を続ければ緑色と黄色の組織とが
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隣接した2重斑点となるが,娘細胞のいずれか一方のみが分裂を続けたばあいは緑色また

は黄色の単独の斑点が現われる,染色体欠失では黄色の斑点のみが現われる,などである.

この材料により発がん性があり,また大腸菌で変異原性が認められている数種の化合物

の植物での突然変異性を検討した (変異遺伝部賀田,井上博士の好意による).DAPA,

ICR-170では変異原性は認められたものの投与量と変異頻度との関係は明らかでなかった.

β-プロピオラクトン,AF2では投与量に比例して変異斑数が増加した,また発がん性はあ
るが変異原性が確認されていないウレタンについても実験を行なったが,明らかな変異斑

の増加を認めた.このようにダイス T219系統は微量の変異原にも鋭敏に反応する.

一方,この材料は種子の貯蔵効果の実験にも利用することが可能である.すなわち貯蔵

年数の異なる種子を栽培,調査することによって,貯蔵によって突然変異が増大するか香

かを立証することが可能である.

動物保存研究室 (青田)

動物保存研究室ではネズミ,ショウジョウバェおよびカイコ等の重要系統の保存と特性

開発に関する研究を行う目的で昭和 51年度に発足し,吉田 (細胞遺伝部長)が室長を兼

任した.ネズミの系統保存は吉田室長,野口研究員および船津研究補助員と細胞遺伝部の

協力によって行なった.野口研究員は特にマウスのテラトーマ高発系統の維持ならびに,

それを用いての胎生期細胞における組織形成異常と建痴発生の関係や分化モデルとしてマ

ウステラトーマの研究等を行なった.特別研究生として和田雪香 (静大理卒)が研究に参

加した.ショウジョウバェは大島施設長 (兼任)と井上寛研究員および生理遺伝部の協力

により進められた.井上研究員はキイロショウジョウバエの系統育成の外に,逆位の地理

的差異や環境汚染の生理学的研究を進めた.カイコは鬼九研究補助員と形質遺伝部の協力

により進められた.今年度新たに研究員が認められたので,ただいま適任者を選考中であ

る.なお各種動物の保存系統名については本誌系統保存のリストを参照願いたい.

1) Lewis系ラットにおける 1-12転座染色体とその遺伝 (吉田･落合･船津): 先に

LewiS系ラットに第 12染色体の切断端が第1の短腕部に転座した個体を発見し報告した.

今回はこの転座染色体の遺伝性を調べた.第1染色体異常-テロと正常個体の交配により,

50頚の Flを得たが,正常と異常-テT,の比率は 28:22でほぼ 1:1の割合で分離した.

次に-テロ同志の交配によって得た 14頭では正常,異常-テp及び異常ホモが 4･.9･.1

の割合で生じた.分離の理論比 3.5:7:8.5に比較して異常ホモの出現がやや少なかった.

異常ホモ個体が生存上不利なためなのか或は単なる分離の誤差範囲にあるかどうかについ

ては今後更に検討する.

第 1染色体に転座がある個体では必ず 12第染色体に欠失をもっており,第 1染色体

転座で正常 12染色体をもつ個体は観察されず, また第 1染色体正常で第 12染色体欠

失の個体も観察されなかった.減数分裂時に正常 1と12同志と異常 1と12同志がそ

れぞれ完全に分離すれば不均衡な組み合せは生じないはずである.この点についても今後

更に検討する.

2) Lewis転座系統ラット(LET)に現われた染色体モザイックとその遺伝 (青田･落
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令): 1-12転座をもつ(LET)系統に,第1染色体の転座と正常染色体を-テpにもつ細

胞および転座と逆位を-テロにもつ細胞が混ずるいわゆる染色体モザイヅクの雌個体が発

見された.逆位をもつ第1染色体は動原体を含んでおこっているので著明なサブメタセソ

ト1)ヅクとなっていた.尾端部培養細胞での転座一正常-テロと,転座一道位-テロの細

胞はほぼ 1:1の割合で観察された.この個体を LongEvans系ラットと交配し,1腹6

頚を得た.そのうち1頭は正常ホモ型,3頭は転座と正常染色体の-テロ,および他の2

頭は転座と逆位に閑し-テTZ型であり,はっきりと3型に分離し,そザイック個体は1頭

も得られなかった.尾端培養細胞で観察されたモザイック細胞は生殖細胞にも起り,おそ

らく生殖細胞で正常第1染色体,転座第1染色体および逆位第1染色体をそれぞれ1個ず

つもつ卵子が生じ,それとLongEvans系の正常核型をもつ精子との交雑により3型に

分離したと考えられる.第1染色体に転座および逆位をもつラットの系統を育成中である.

3) ショウジョウバェの遺伝形質の系統化 (井上): 従来維持されてきた形態的な可視

突然変異系統に加えてキイロショウジョウバエの染色体異常に関する突然変異を系統維持

する計画であ る.人為的に誘発され種々の突然変異遺伝子を持つ染色体ではなく,また

Ahltiple染色体による Balancer法の染色体維持方法も用いないで, 自然界の染色体異

常をそのまま系統化する.すなわちキイロショウジョウバエの自然集団から種々の多型的,

偶発的逆位染色体を持つ雌個体を抽出し,iso-female系統をつくり,それからpair-mate

法で逆位がホモで固定された系統を設立する.現在札幌 (1977)由来の Zn(BL)tの固定

を完了し,10種近い多型的逆位の固定を行なっている.できあがった系統は染色体異常

を比較する上で重要な材料と考えられる.

4) 逆位頻度の地理的差異と集団構造の変化 (井上): 1978年の夏から秋にかけ て青

蘇,岩手,宮城,山形,新潟,栃木,山梨,長野,静岡,岐阜,大阪,岡山,愛媛,福岡,

鹿児島におけるキイT,ショジョウバ-自然集団の逆位頻度を分析した.AIett,lerら(1977)

紘,アメリカの東海岸の調査より,逆位頻度は,南ほど高い現象を報告し,実際,沖縄県

石垣島では, 日本本土のどの集団 よ りも逆位頻度が高い.しかし本土での多型的逆位

[(BL)i,(BR)NS,(SL)P,(SR)P]の頻度は決して南ほど高頻度ということはなく,反対に

東日本で逆位が多かった.特に,愛媛,鹿児島ではほとんどの染色体が標準型で占められ

ていた.現在逆位頻度が西日本で低い原因は不明であるが山陰及び南四国,南九州の調査

を続けたい.一方,日本の本土に特有な逆位 (aL)W,(aL)Y はともに栃木から長野まで

の中部地方に限って数%のレベルで発見された.これらは 1960年代以降に生じた逆位で

現在多型化する途中段階のものと考えられる.

山梨県勝沼集団は 1960年代に比べて逆位 (3R)P,(3R)Cは変化しなかったが,他の多

型的逆位,(BL)i,(2R)NS,(3L)P,CR(Mo)は各々約半分に減少した.かつて低頻度で存

在した逆位 (CL)A,(CL)M は消え,新たに (2L)W,(9L)Y が安定して多型を保つように

なった.世界共通の4つの多型的逆位の順位は 1960年代では (BL)t>(BR)NS>(aR)P>

(CL)PlA型】であったが,1970年代では (aR)P>(aL)t>(2R)NS>(CL)PlB型】に変っ

た.日本本土の集団については,長野,山梨,静岡等の中部表日本が tB]型で,その他
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の地域は勝沼の昔にみられた 【A】塾であった.一方,アメ1)カでも1940年代 (Warters

1944)と1970年代 (Stalker1976,A(ettler1977)の報告より,秦団は (BL)t>(SR)P>

(8L)P>(BR)NSから日本のB型を経て (8R)P>(aP)NS>(BL)t>(aL)p -変化している
ことが推測された.日本では 10年前から現在まで (BL)t>(aR)NSの関係は維持されて

いるが,アメ1)カでは,(BR)NS>(CL)tに逆転している. 日本の集団は中部表日本が先

立ってアメリカ型に近づきつつあると考えられ,近い将来,(CL)t>(BR)NSから(BR)NS

>(aL)tへの逆転が予想される.

5) 環境汚染 (有機燐酸系殺虫剤)の生理的遺伝的影響 (井上): 農業用殺虫剤のうち

最も利用度の高いスミチオソとダイアジノンについて分析を行なった.ショウジョウバェ

飼育ぴんの標準培地表面に 0-100ppm の試薬を 0.1ee滴下し生理的効果を調べた.羽

化後数日経たOregon-R雌の24時間処理後の感受性テストでは,スミチオンは80ppm

で,ダイアジノンは 10ppm で各 致々死効果が現われた.またスミチオンは 25ppm で

成虫の産卵力,幼虫の生存力を有意に低下させダイアジノンは 5ppm ですでに幼虫の生

存力を低下させ発生速度も有意に遅らせた. カドミウムや AF12の場合と異なる点はス

ミチオソは幼虫の発生速度にまったく影響を与えずダイアジノンは成虫の産卵力を低下さ

せなかった点である.しかし両殺虫剤とも生存力を著しく阻害した.発生速度に影響なく,

生存率を低下させる現象から,これらの致死作用は,発生段階のある定まった時期に比較

的集中して生L.るものと思われる.現在付着 Ⅹ一法による障害遺伝子誘発効果と継代飼育

による劣性突然変異蓄積の実験を進めている.

6) 精巣性テラト-マ高発系統,129/Sv-terの特性 (野口): 129/Sv-terは 129の亜

系中で最も高い施療発生率を示すが,腫癌発生に関する,他の亜系と異なる特徴は,まず

両側性のテラト-マが異常に高い ことであ る.左右精巣での瞳蕩発生頻度はそれぞれ

13%,7% で,両側性瞳疹頻度は期待値,0.9% よりはるかに多く12% にもおよぶ.ち

うひとつの不可思議な点は,もし選別せずに交配を続けてゆくと,瞳疲発生率が次第に低

下することである.

本年度の研究から,これらのterの特徴に関して次のような点が明らかにされた.テラ

トーマの発生母細胞である始原生殖細胞は妊娠 12-13日目にはおよそ 5% の分裂頻度

を示すが 15日目には 1% 以下となり,腫疹病巣のあらわれる 16日目には分裂細胞は

痕跡的にしか存在しない.多数の 16日目の胎児につき,両側性テラトーマの有無と痕跡

的な分裂細胞の数との対応を調べたところ,両側精巣に瞳癖を有する胎児では,そうでな

いものに比べ,ずっと多い分裂像が認められ,両側性に腫癌を有する精巣では,より若い

発生段階において,その始原生殖細胞に何らかの増殖異常があったものと推察された.そ

こでより若い 14日日頃の精巣を多数調べると精細管中の生殖細胞数が異常に少ないもの

が散発的に見つかった.これら異常精巣の現われ方はほとんどすべて両側性であった.普

た同腹の兄弟胎児であっても異常なものと正常なものが湿って存在 した.テラトーマは

12日日胎児の精巣を成体精巣に移植して高率に誘発できるが,上記異常精巣の精細管は,

これら移植片中に生ずる精細管と組織像が良く似ており,また,相方とも生殖細胞の分裂
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活性期が異常に引き伸ばされているという共通点が認められたので,これら異常精巣が両

側性テラトーマを持つようになると考えられる.

これらの事実と,両側性瞳痔を持つ雄のほとんどが,精巣を腫疫で破壊されてしまうこ

とにより不稔になることを総合して考えた結果,129/Sv-terは発生中の生殖細胞の増殖異

常を起こす劣性の突然変異 (位称,tor)を持ち, ホモ個体は高率に両側性テラト-マを

有するので繁殖集団から急速に失われてしまうという仮説を得るに至った.

7) 129/Sv-terから取れた多分化能を有す る可移植性テラト-マ,STT-2(野口･和

田):129/Sv-terに自然発生した精巣性テラトーマ数十個の可移植性を検討した結果,ほ

とんどのものは良性で,可移植性を持たなかったが,そのうちのひとつが過去約1年間に

渡る移植継代に耐え,活発に増殖,分化を続けてきた.固型の腫痴中には三肱葉に由来す

る多種の組織が観察され,典型的な多分化能を有するテラトカルシノーマである.現在世

界中で用いられている OTT6050に比べ幹細胞に対する分化細胞の比率が大きくより強

い分化傾向を示している.これまで再度にわたり腹水型である腫様体を得るため,テラト

-マ固型瞳を細片にして腹腔内に移植したが,大きな袋状(数ミリにおよぶものもあった)

の浮遊塊を得たのみで,幹細胞を含む典型的な肱様体はまだ得られていない.

8) 多分化能を有するテラトカルシノーマ,OTで6050の allogeneieマウスの腹腔内

での増殖と分化 (野口): 多分化能を持つテラトカルシノーマの腫様体では分化細胞の持

つ H-2を初めとする移植性抗原は検出されず,そのかわりにT抗原などのきわめて未分

化な初期肱の抗原を持つことがわかっている.この腫様体が移植抗原遺伝子を異にするい

わゆる allogeneieマウスに注入されたとき, どのような挙動をするかは,① T抗原に

H-2等に見られるような allotypeが存在するか.② 腫様体が,体腔壁に付着し分化を

始めた時,宿主の免疫反応によって,旺様体の分化がどのような影響を受けるかという二

つの観点から興味が持たれた.129(H-2bc)の6日艦から由来した OTT6050の旺様体の

一定量 (5×104個)を BIO(H-2b),BIO.129(6AI),(H-2bc),BIO.A(H-2&) ならびに

129/Svの腹腔内に注射した.BIOとBIO.129(6M)では syngeneicな宿主である 129

に比べて約2倍の期間がかかったが観察期間 2ケ月以内に 129と同じく腹水と腫様体の

増大による腹部の膨大がみられ,また腹腔内に存在する脂肪体に多くの固形塵を形成した.

腫様体の性状は 129の場合となんら変わる所はなかったが,生じた固型塵を形作る細胞

の種項がきわめて限られほとんどが未分化な幹細胞に似た細胞で占められ ていた.BIO.

129(6M)では未分化細胞の他にpセット状の肱性細胞等が見られたが成熟した組織はほ

とんど見当らなかった.BIOでは分化型細胞の出現率はさらに低かった.BIO.A の場合

は肱様体はある程度増えるが,腹水の蓄積ならびに固型鹿形成がいちじるしく抑えられて

おり,脂肪体に生じた小さな固型窪を組織学的に調べたところ,死んでいるものがほとん

どであった.129と同じH-2の haplotypeを持つ BIO.129(6M)で分化が阻害された

ことは II-2以外の移植抗原の差によるものと考えられる. また H-2が 129と比較的

良く似ている BIOで固型塵が生ずるのに BIO.Aではその形成が著しく阻害されたこと

は肱様体が脂肪体等に付着して固塑瞳を作りはじめる段階で H-2の発現があり,H-2の
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haplotypeを 129と大きく異にする BIO.A では免疫的な拒絶反応が起ったと考えられ

る.

BIO,BIO.129(6叶)では腫様体が拒絶されずにほぼ正常に増殖することは OTT6050

腫様体がこれら宿主に過去1年以上にわたり継代され,今なお活発な増殖を続けているこ

とでもわかる.129と BIOのT抗原には免疫的に拒絶されるような大きな差はないこと

が示唆された.

微生物保存研究皇 (杉浦)

微生物保存研究室は,主として当研究所で開発され使用されている大腸菌,枯草菌,サ

ルモネラ菌およびそれらに感染するファージとプラスミドを中心として保存と特性開発の

研究を行なう目的で,昭和 54年 1月 1日に発足した.同日付で杉浦昌弘 (分子遺伝部

第二研究室長)が室長を兼任し,西村昭子が微生物遺伝部より研究補助員として配匿転換

され,つづいて 7月 1日より米田好文が研究員として採用された.本年度は主として研

究室の整備に務めたが,菌株の保存設備が不十分であるため,枯草菌の保存は変異遺伝部

に,大腸菌の大部分の保存は微生物遺伝部に協力を仰いだ.なお細菌等の保存系統名の詳

細については本誌保存系統リストを参照されたい.

本年 8-9月に米国カ1)フォルニア大学 (サンジェゴ)M.Simon教授が来訪され,共

同研究を行なった.

1) 大腸菌のべん毛形成遺伝子 (Jh)の遺伝子分析と,hag遺伝子の発現制御 (米川):

大腸菌のべん毛形成に関与する遺伝子 (βα)に欠損のある突然変異体を多数集めた.これ

らを Plファージによる普遍導入を用いて,相補性分析を行なった.その結果,9つの

jla遺伝子を新たに同定した.大腸菌の遺伝子地図上 23分付近には,pyre-一一メaU･PbA

-･PaW-ポαVl.PaK-.jhX.･aaL一㌦aY一一びαM･17aZ･PaS--･+Par-pteGのように並

んでいることが示された (矢印は,1つづきの転写単位である).βaW,PaXは,各々

jhV,PaK として知られていたシストpソが2つに分れた.jlaU,jlbA,jlaY,PaZは,

新たに同定された.地図上 42分付近に知られるPaIのとなりu桝･C側にべん毛形成に

関与する遺伝子を兄いだし,PZIB と名づけた.これは jhZと 1つの転写単位を成し,

jlbB--･jlaIのように読まれることが示された.地図上 43分付近に,hagとβaN の中

間に存在する突然変異体を発見し,その遺伝子を PbCと名づけた.また,43分付近で,

hiS側に,jlaA-Pap-PaQ--I+PaR の遺伝子群が以前推定された. しかし,今回,βaAL

遺伝子の次に運動性のないべん毛を持つ変異体が見つかり,その遺伝子を notD と名づ

け,その転写単位は,jlaA→仇OtD一一ぴaR-J払Q一㌦aPの順で転写される結果を得た.

大腸菌のべん毛形成に関与する遺伝子 (Pa,Pb,hagと呼ぶ)は,29個明らかになっ

た.その多くの遺伝子がどのように調節されて,べん毛形成までの経路をとるかは興味深

い.べん毛遺伝子は,酵素活性などのような測定可能な形質がないため,gene-fusionに

よって,jla遺伝子発現を β一galactosidase活性に対応させる突然変異群を得た.これを

用いて,hag(Aagellinタンパクの遺伝子)の発現制御を調べた.その結果以下の点がわ

かった.(1)hagは,J払+細胞では,構成的に発現された.(2)PaS,J払T,PaU,jlbC
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突然変異休では,べん毛せんいは,形成されないが hagは発現されている.(3)他の遺

伝子PaA,jlaB,jlaC,PaD,PaE,PaG,Pan,Pal,jlaK,JlaL,JlaM,JbN,jlaO,

jlaP,jlaQ,PaR,Pay,jlaW,PaX,PaY,jlaZ,PbA,jlbB の突然変異体では,hag

の発現がなかった.これらは,hagの発現の制御因子となっている.

2) べん毛形成に関与す る遺伝子の大腸菌,サルモネラ菌間での機能的対応づけ (杏

掛 ･米田): べん毛形成塵燐の遺伝学的解析は,大腸菌とサルモネラ菌において詳細に行

なわれてきており,今までにそれぞれ 30個近いβα遺伝子が同定されている.それらの

染色体上での位置には両菌間で大きな塀似性が認められるが,研究が両菌でまったく独立

に行なわれてきているため,相互の対応関係はほとんど不明であった.そこで,バクテリ

オファージ Plによる普遍導入を利用して両菌のjla突然変異体間で相補性検定を行な

うことにより,βα遺伝子の機能的対応づけを行なった.

その結果,以下のような対応づけがなされ両菌間でPa遺伝子に大きな類似性があるこ

とが明らかになった.前がサルモネラ菌,後が大腸菌,( )内が本研究の結果新たに存

在が推定された遺伝子を示す.

① 領域 Ⅰ (pyrC-purB 間)

jlaFI-(jlaU),jlaFZV-jlaV,PaF V-jlaK,jlaF Ⅳ -(JlaX),JhF VZZ-jlaL,

PaF VZII-(PaY),jlaFZX-PaM,jlaFa-(jhZ)

(多 領域Ⅱ (Z叫/｣uvrC間)

PaC-JhH,jlaM-PaG,jlaE-Pal,jlaK-(jlbB)

③ 領域Ⅲ (uvrC-SupD 間)

jlaAI-PaN,jhAZZ･1-PaB,JhAIll-jlaC,jlaS-jlaO,jlaR-jlaE,jlaQ-jlaA,

メaB-jlaR,jlaD-Pap

または βαQ (飯野徹雄東大教授との共同研究).
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V.研 究 活 動

A. 研 究 菓 雑

著 暮

黒 田行 昭 1978:昆虫の肱細胞.動物細胞学Ⅱ (小川和朗編)続細胞学大系 2:341-

366,朝倉書店 (東京).

黒 田行 昭 1978:培養細胞による遺伝子突然変異実験.遺伝毒性･突然変異実験法(賀

田恒夫編)157-164日本衛生技術研究会 (東京).

松田博嗣･五傑堀孝 ･高畑尚之 1978:TheoreticalstlldyonproteinpolymorphiSm

anditsbearingontheevolutionofproteinmolecules."Evolution

ofProteinMolecules''(ed.byE.MatSubaraandT.Yamanaka),89-

100,Japan ScientificSocietiesPress(Tokyo).

森 脇和 郎 1978: マウス形質細胞瞳における染色体異常.内科シ1)-ズ No.28｢骨髄
腫のすべて｣47-60,南江堂 (東京).

森 脇和 郎 1978: ミエローマの細胞遺伝学.新しい細胞遺伝学,p.1691208,朝倉書

店 (東京).

村上 昭雄 1978: カイコに よる実験法.遺伝毒性･突然変異実験法 (賀田恒夫編)

110-131,日本衛生技術研究会 (東京).

中込弥 男 1978:常染色体異常.染色体異常 (外村晶編),119-120,122-124,127-

128,133-137,142-144,151-152,162-167,朝倉書店 (東京).

田島弥太郎 1978:RadiationmutageneSi80fthesilkworm.Silkworm,anim-

portantlaboratorytool(ed.byY.Tazima),213-245.Kodansha(Tokyo).

田島弥太郎 1978:A(utagenicitytestingofenvironmentalchemicals.Silkworm,

animportantlaboratorytool(ed.byY.Tazima),247-268.KodanSha

(Tokyo).

田島弥太郎 1978･. 毒理学の基本的問題点一突然変異性.トキシコPジー:125-140,地

人書館 (東京).

田島弥太郎 1978:障害性の検索法一突然変異性. トキシコロジー:1336-1348,地人書

館 (東京).

渡 辺隆 夫 1978: ショウジョウバエによる実験.遺伝毒性･突然変異実験法 (賀田恒

夫編)第 10章:102-109,日本衛生技術研究会 (東京).

輪 文

阿部連生･三沢信一 ･西岡 一 ･奥野武彦･中込弥男 1978:Formationofaring

chromosome14Subsequenttothedenovo 13/14reciprocaltransloca-

tion: Anewcytogeneticevidenceobtainedbythenucleolu5-Organizer
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staining.Ann.G6n6t.21:109-112.

阿部連生 ･川井啓市 ･三沢信一 ･中込弥男 1978:SilverstainingfortheanalySisof

rearrangementsofhumanacrocentricchromosomes.Proc.Jap.Acad.

54(Ser.B):451-454.

安矧頃-辛･小浜源郁 ･佐々木元賢 1978:CytogeneticstudiesinpatientsWithcleft

lipand/orcleftpalate(IV).(ScreeningstudiesofchromosomeBL,from

August1973toAugust1977).才ap.J.Hum.Genet.23:161-166.

藤 井 大胡 1978:Studiesinneutronmutagenesisinmaize-Effect80fdosefrac-

tionationandcellmoistureStat,u80nmutationinduction.Radioisotopes

27:642-647.

藤沢敏孝 ･杉山 勉 1978:Geneticanalysisofdevelopmentalmechanismsinhydra.

IV.Characterizationofanematocyst-deficientstrain.J.CellSci.

30:1751185.

深瀬与惣治 ･西島日和子 ･村上昭雄 1978: カイコにおよぼす オル ト･フェニルフェノ

ールの遺伝的影響.日本蚕糸学雑誌 47(5):3751381.

原田正史･吉田俊秀 1978:KaryologicalstudyoffourMyotisbaゎ(Chiroptera,
mammalia).Chromosoma(Berl.)65:283-291.

服部征雄 ･三浦謹一郎 ･山口和夫 ･大谷初市 ･畑 辻明 1978:Interactionbetween

basesinvolvedinthe5′-terminalcapstructureofeukaryoticmRNA.

NtlCleicAcidsResearch,SpecialPublicationNo.5:391-394.

広田宰敬 ･藤井太朗 ･佐野芳雄 ･井山審也 1978:Nitrogenfixationintherhizosphere

ofrice.Nature276:416-417.

今 井 弘 民 1978:Ontheoriginofteloeentricchromosomesinmammals.J.

theor.Biol.71:619-637.

今井弘民 ･丸山毅夫 1978:EaryotypeevolutionbypericentriCinversionasa

stcchasticprocess.∫.theor.Biol.70:253-261.

井上 寛 ･渡辺隆夫 1978:Toxicityandmutagenicityofcadmium andfuryl-

furamideinDro80Phila仰elanogaster.遺伝学雑誌 53:183-189.

磯野節子 ･磯野克巳 ･広田幸敬 1978:Mutationsairectingthestructuralgenesand

thegenescodingformodifyingenzymeSforribosomal proteinsin

Esoherichiacoli.Molec.gen.Genet.165:15-20.

賀田恒夫 ･兼松宜武 1978:ReductionofN-methyl-N′-nitro-N-nitrosoguanidinein-

ducedmutationsbycobaltchlorideinEsoheriohiacoli.Proe.Jap.

Acad.54(Ser.B).

賀田恒夫･森田和良･井上 正 1978:Anti-mutagenicactionoLvegetablefactor(S)

*他機関に所属中の業紙.



70 国立遺伝学研究所年報 第 29号

OnthemutagenicprincipleoftryptophanpyrolyBate.A(utationRes.

53:351-353.

兼松宣武 ･八戸正己 ･暗中大書 ･森三千代 ･柴田寛一 ･黒田行昭 ･川原春季 1978:体

外培養における高等動物細胞に対する金属化合物の影響.第Ⅱ報.チャイニ

-ズ･-ムスター細胞の接着性におよばす各種金属化合物の影響について.

歯科基礎医学会雑誌 20:270-278.

河原 孝忠 1978:野生ウズラにおける休部形質の変異と行動.鳥 (日本鳥学会誌)27:

105-112.

河 西 正 興 1978:AnecologicalnoteonDrosophilaoshi伽ai.生態学会誌 28:97-

99.

河西正興 ･李 元鍋 1978: FoodpreferencesofDrosophilaSi桝ulansandD.

肌elanogaaler.生態学会誌 28･.231-235.

河西正典 ･渡辺隆夫 1978:Diだerenceinphoto-preferencesasacauseofcQeX-

istenceofDrosophilaSimulansandD.melanogasterinnature.逮

伝学雑誌 53:209-214.

木村正雄 ･江村正一 ･河原孝忠 ･伊藤慎一 ･磯貝岩弘 ･佐藤 勲 ･石黒基嗣 ･大橋けい

子 1978: ウズラの大脳エステラーゼ電気泳動像における個体変異.日本家

禽学会誌 15:184-188.

木 村 資 生 1978:Changeofgenefrequenciesbynaturalselectionunderpopula-

tionnumberregulation.Proc.Nat.Acad.Sci.USA75:1934-1937.

木村資生 ･J.F.Crow 1978･.Eirectofoverallphenotypicselectionongenetic

changeatindividualloci.Proc.Nat.Acad.Sci.USA75:6168-6171.

木村幣生 ･太田朋子 1978:StepwiSemutationmodelanddistributionofalIelic

frequenciesinafinitepopulation.Proe.Nat.Acad.Sci.USA75:

2868-2872.

米tfl好文･Af.Silverman･M.Simon 1978:identificationoftheStructuralgene

forthehooksubunitproteinofESeherichiacoliAagella.∫.Bacteriol.

133:364-371.

米田好文･M.Silverman･P.松村･A.Simon 1978:Genesforthehook-basalbody

protein80ftheAagellarapparatusinEscheriehiacoli.∫.Bacteriol.

134:655-667.

黒 田行 昭 1978:Studiesonmutagenicitytestingforchemicalsusingreverse

mlltationsinculturedhumandiploidcells.MutationRes.54:217.

黒 田行 昭 1978:Pilotstudiesongeneticmonitoringofenvironmentalmutagens

byusingsomaticmutationsinprimaryculturesofhllmanembryonic

cells.MutationRes.54:241-242.

黒田行昭 ･杉浦 桂 1978･.Dose-rateeffectsofethylmethanesulfonateonindue-
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tionof6-thioguanine-resistantmutationsincultllredChinesehamster

cells.MutationRes.53:215-216.

李 元 鏑 1978:GeneticvariationofwalkingandayingabilityinDrosophila

meknogaster.遺伝学雑誌 53:327-337.

李 元 鏑 1978:TemperaturesensitiveviabilityofhybridbetweenDrosophila

melanogaSterandD.sinulans. 遺伝学雑誌 53:339-844.

丸山毅夫･木村資生 1978:Theoretical Btlldyofgeneticvariability,assuming

8tepWiseproductionofneutralandvery81ightlydeleteriousmuta-

tions.Proc.Nat.Acad.Sci.USA75:919-922.

松橋通生･丸山一郎･高垣洋太郎 ･玉城茂夫･西村行進･広田辛敬 1978:Isolationof

amutantofEscherichiacoli一acking penicillin-SensitiveD-alanine

carboxypeptidaseIA.Proc.Nat.Acad.Sci.USA7S:2631-2635.

松谷悦哉･黒田行昭 1978:EnhancementofchondrogenesisofculturedquaiHimb

btldmesenchymalcellsbycellophanefilms.CellStructureandFunc-

tion3:237-248.

森田和良･原 雅子･賀田恒夫 1978:Studiesonnat.llraldesmutagens:Screening

forvegetableandfruitfactorsactiveininactivationofmutagenic

pyrolysisproductsfromaminoacid.Agric.Biol.Chem.42(6):1235-
1238.

森協和郎 ･今井弘民 1978:Mechanismofploidyshiftfromdiploidytotetraploidy

inMSPC-1mousemyeloma.Exp.CellRes.111:483-489.

松永 英 ･外相 晶･大石英恒 ･菊池康基 1978:Reexaminationofpaternalage

eirectinDown'ssyndrome.Hum.Genet.40:259-268.

塩田治平 ･松永 英 1978:A geneticandepidemiologicStudyofpolydactylyin

humanembryosinJapan.Jap.J.HumanGenet.23:173-192.

松 永 英 1978:Hereditaryretinoblastoma:delayedmutationorhostresistance?

Am.J.Hum.Genet.30:406-424.

松 永 英 1978:Recurrenceriskstorelativesofpatientswithretinoblastoma.

Jpn.J.Ophthalm01.22:313-319.

Movva,N.R.･E.Katz･P.L.Asdourian･広田事故 ･井上正順 1978:Genedosage

eirectsofthestructuralgeneforalipoproteinoftheESCherichia

eolioutermembrane.∫.Bacteriol.133:81-84.

中込弥男･岡 成寛 ･日暮 真 1978:Quinacrineandacridine-Rbandingwithout

a8uorescencemicroscope.Hum.Genet.40:17ト176.

名和三郎 ･山田正明･辻田光雄 1978:DNA-inducedtransformationinsilkworm.

遺伝学雑誌 53:375-379.

野口 茂 ･山泉二郎 ･大木忠明 ･後藤俊夫 ･西村行進 ･広田幸敬 ･西村 遮 1978:
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IsolationofQnucleosideprecursorpresentintRNAofana.ooli

mutantanditscharacterizationaB7-(cyano)-7-deazaguanosine.Nucleic

AcidsResearchll:4215-4223.

小高 健 ･池田秀俊･森脇和郎 ･松沢昭夫･小野 満 ･近藤恭司 1978:Geneticre-

sistanceinJapanesewildmice(MusmuSCuluSmOlossinuS)toanNB-

tropicfriendmurineleukemiavirus.∫.Nat.CancerlnSt.61:1301-

1306.

岡 彦 - 1978:Phylogenetic diだerentiation ofcultivated rice,21. The

8pOrOphyticpollenSterility:ItSgeneticbaSiSandintervarietalre-

1&tionshipsasShownbyF2Sterility.遺伝学雑誌 53:397-410.

岡 成寛 ･中込弥男･本多 孝 ･有馬正高 1978:Aca8eOfdiStal 4qtrisomydue

tofamilial(4;5)(q31;p15)translocation.Jap.∫.Hum.Genet.23:

167-172.

太 田朋 子 1978:TheoreticalStudyongeneticvariationinmultigenefamilies.

Genet.Res.31:13128.

太 田朋 子 1978:Theoreticalpopulationgeneticsofrepeatedgenesforminga

multigenefamily.Genetics88:845-861.

太 田朋 子 1978:Sequencevariabilityofimmunoglobulinsconsideredfrom the

standpointofpopulationgenetics.Proc.Nat.Acad.Sci.USA75:

5108-5112.

大塚栄子 ･西川 諭･A.F.Markham･田中正治 ･三端哲雄 ･若林利明･池原森男･杉

浦昌弘 1978:Joiningof3/一modifiedoligonucleotidesbyT4RNAligase.

Synthesi80faheptadecanucleotidecorrespondingtothebases61-77

fromESCheriehiaoolitRNAf恥も.Biochem.17:4894-4899.

大槻良樹･北沢敏男･村上昭雄 1978: カイコ卵の分割期におけら有糸分裂回数.動物

学雑誌 87:283-286.

Plu8Chke,G.･広田宰敬･P.Overath 1978:Functionofphospholipid8inESCheri-

chiacoli.∫.Biol.Chem.253:5048-5055.

Rogiers,R.･A.VandeVoorde･添田栄一*･W.Fier81978:Nucleotidesequence

ofSimianvirus40HindE restrictionfragment.Eur.J.Bioehem.

85:205-224.

佐野芳雄･喜多富美治 1978:ReproductivebarriersdistributedinMelilotuSSPeCies

andtheirgeneticbases.Canad.J.Genet.Cytol.20:275-289.

佐野芳雄 ･喜多富美治 1978:Genesforreproductiveisolationlocatedonrear-

rangedchromosomeS.Heredity41:377-383.

下井信夫･土川 清 ･八木康興 1978:Searchformetabolicactivationanddepres-

sionofinvivoeLrectofchemicalmutagensbyhost一mediatedrec-assay.
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MutationRes.54:226-227.

篠崎一雄*･岡崎恒子 1978:T7gene6exonllCleasehasanRNaseH activity.

NucleicAcidsRes.8:424514261.

Simon,M.･M.Silverman･P.松村 ･I.Ridgway･米田好文 ･M.Hilmen 1978;

StructureandfunctionofbacterialAagella.Sym.Soc.Gen.Microbiol.

28:271-284.

添田栄一 ･B.E.Gri氏n 1978:Sequencesfromthegenomeofanon-transforming

mutantofpolyomavirus.Nature276:294-298.

添田栄一 ･木村元喜 ･三浦護一郎 1978:Similarityofnucleotidesequencesaround

theoriginofDNA replicationinmousepolyomavirusandSimian

viru840.Proe.Natl.Acad.Sci.USA75:162-166.

Sonntag,I.･H.Schwarz･広田幸敬･U.Henning 1978:Cellenvelopeandshape

ofEscheriohiacoli:multiplemutantsmissingtheout.ermembrane

lipoproteinandothermajoroutermembraneproteins.∫.Bacteri01.

136:280-285.

杉浦 桂 ･後藤幹保 ･黒田行昭 1978:Dose-rateeだectsofethylmethanesulfonate

onSurVivalandmutationinductioninculturedChinesehamstercells.

MutationRes.51:99-108.

杉浦昌弘 ･伊藤 望 ･鈴木美枝 1978:A Simplemethodfortheidenti丘eationof

alteredsllbunitsinmutantRNA polymerase80fES¢herichiacoli.

Anal.Biochem.84:337-339.

杉山 勉 ･藤沢故事 1978:Geneticanalysisofdevelopmentalmechanisms in

hydra.ⅠⅠ.Isolationandcharacterizationofan interstitial celll

de丘eientstrain.∫.CellS°i.29;35-52.

杉山 勉 ･藤沢敏孝 1978:GeneticanalySisof developmentalmechamisms in

hydra.V.Celllineageanddevelopmentofchimerahydra.J.Cell

Sci.32:215-232.

鈴木秀穂 ･西村行進 ･広田事故 1978:OntheprocessorcellulardivisioninEscheril

ohiacoli:AseriesofmutantsofE.oolialteredinthepenicillin-

bindingproteins.Proc.Nat.Acad.Sci.USA75:664-668.

鈴木秀穂 ･西村行進 ･安田成一 ･西村昭子 ･山田正夫 ･広田事故 1978:Murein-

1ipoproteinofEscheriohiaooli:Aproteininvolvedinthestabiliza-

tionofbacterialcellenvelope.Molec.gen.Genet.167:1-9.

田島弥太郎 1978:Lowdose-rateexperimentwithtritiatedthymidinasasimu-

1atorofchemicalmutagensusingsilkwormoocytesystem.Mutation

Res.53:274-275.

田島弥太郎 1978:Analysis0fchemicallyinducedrecessivevisiblemutantsat
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loeimarkedwitheggcolorgeneinBonbya;nori.XIVTnt.Gong.

GeneticsAbst.ⅠⅠ:290.

田島弥太郎 1978:UtilizationoftheAF-2problem.EnvironmentalrlealthPer-

spectiveS(inpress).

田島弥太郎 1978:MutagenS,COmutagenSandantimutagensofnat.ural origin.

XIVtnt.Con首.GeneticsProceedings(inpress).

田中邦幸 ･K.C.Chung･早津彦哉 ･賀田恒夫 1978:Inhibitionofnitro8amine

formationinvitrobyBOrbicacid.Food皮CoSmet.Toxicol.16:209-215.

土 川 清 1978: マウスにおける母体の加令 と死腔増加の関係について.静岡実験動

物研究会会報 10:5-6.

土川 清 ･原田和昌 1978:TheeirectsofchemiCalteratogensontheexpression

ofgenesresponsibleforsaerovertebralabnormalitiesinmice.Tera-

tology18:142-143.

土川 清 .下井信夫 ･八木康興 1978:Mutagenicityoftheproductsgeneratedby

areactionbetweenchloroquineandnitrite.MutationRes.54:230.

Volkaert,G.･R.Contreras･添田栄一*･A.VandeVoorde･W.Fiers1977:

Nucleotidesequenceofthesimianvirus40HindIrestrictionfrag-

ment.J.Mol.Biol.110:467-510.

渡辺隆夫･河西正典 1978:GeographicaldistributionofDro80PhilasimulanSin

Japan.動物学雑誌 87:109-116.

山田正夫･松橋通生 ･鳥居光雄 1978:Effectofnovobioeinandethylenediamine

tetraacetateonformationofcellpacketinMicrocooouSluteuS.∫.

Gen.Appl.Microbiol.24:307-315.

山岸 博 ･森島啓子 ･岡 彦- 1978:Anexperimentontheinteractionbetween

cultivatedriceandbarnyardgrassatdifferentplantingdensities.

Agro-EcoSyStemS4:449-458.

安尾君江 ･藤本幸子 ･加藤正信 ･菊池芳明'･賀田恒夫 1978:Mutagenicityofbenzo-

trichlorideandrelatedcompounds.MutationRes.58:143-150.

吉 田俊 秀 1978:AnXXY maleappearedintheF2hybridsbetweenOceanian

andCeylonesetypeblackrats.Proc.Jap.Acad.54(Ser.B):121-24.

吉 田俊秀 1978:RobertsonianfusionoftheacrocentricchromoBOmeSinthe

blackratfromChichijima,Japan.Proc.Jap.Acad.54(Ser.B):167-172.

吉 田俊秀 1978:Apreliminarynoteonsilverstainednucleolarorganizerregions

intheblackandNorwayrats.Proc.Jap.Acad.54(Ser.B):3581354.

吉 田俊秀 1978:Somegeneticanalysisofsupernumerarychromo80meSinthe

blackratinlaboratorymatingS.Proe.Jap.A¢ad.54(Ser.B):440-445.
吉 田俊秀 1978:AnewRobertsonianfusionofchromosomesfoundinablack
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ratfromSapporo.Pr耽.Jap.Acad.64(告er.B):522-527.

吉 田俊秀 1978･.Experimentalbreedingandcytogeneticsofthesoft-furredrat,

Millardiameltada.Lab.Anim.(London)12:73-77.

吉川邦衛 ･倉田 浩 ･岩原繁雄 ･賀田恒夫 1978:PhotodynamicactionoffhoreBCein

dyesinDNA-damageandinvitroinactivationoftransformingDNA

inbacteria.MutationRes.56:359-362.

吉村堅太郎 ･合場広子 ･吉田俊秀 1978:Reaginicantibodyproductioninteninbred

ratstrainsfollowingimmunizationwithovalbumin.Jap.J.Veter.

Sci.40:31-40.

B. その他の発表論文

藤 井太朗 1978:高等植物における突然変異検出法.Ⅰ80tOpeNews291:2-5.

河 原 孝忠 1978:野生ウズラならびに実験用ウズラの遺伝的特性の検索,特にmutant

形質の実験ウズラへの利用.文部省特定研究 ｢実験動物の純化と開発｣:｢家

畜･家禽の実験動物化に関する調査,研究｣研究報告集録 85-96.

河西正興 ･渡辺隆夫 1978:オナジショウジョウバエの日本侵略.遺伝 32(10):21-28.

米 田好 文 1978:べん毛の構造と機能の遺伝子解析 と遺伝子産物.生物物理 18:49-

57.

賀 田恒夫 1978:環境変異原.臨床科学 14(9):1136-1139.

賀 田恒 夫 1978:発癌性物質と酵素.発酵と工業 36(7):584-590.

賀 m,LfT_夫 1978:環境変異原-その人間に対する意義と防除-.放射線生物研究 13

(3):17-25.

賀 田恒 夫 1978:変異原性の問題点について.軟包装衡生協議会会報June15:20-28.

賀 田痘 夫 1978:化学物質と放射線による遺伝的毒性の諸問題.理研安全管理ニュ-

スあんぜん 10:1-3.

賀 四恒夫 1978:環境発癌の防除.日本臨床 36:14-15.

賀 田恒夫 1978:癌研究偶感.蛋白質核酸酵素 23(6):348-349.

賀 田恒 夫 1978:食品におけ る変異原と抗変異原因子の相互作用.変異原と毒性 4:

37-43.

小池克郎･杉浦昌弘 1978:遺伝子操作に関する国際情勢- ミラノの国際シンポジウム

を中心に-.蛋白質 ･核酸 ･酵素 23:913-919.

黒 田行昭 1978:遺伝学における組織培養の現状と展望 (Ⅱ).組織培養 4:19ト 200.

黒 田行 昭 1978:成虫原基の発生と分化.遺伝 32(3):28-35.

黒 田行 昭 1978:組織培養と分化一現状と展望 (I).組織培養 4:366-374.

黒 田行 昭 1978:日本環境変異原研究会 (EMSJapan)第6回研究発表会印象記.放

射線生物研究 13:35-38.

黒 田行 昭 1978:噂乳動物の培養細胞による突然変異検札 環境変異原研究 1:38.
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松 永 英 1978:治療法の進歩とその遺伝的影響.代謝 15(臨時増刊):361-368.

松 永 英 1978:遺伝疫学一予防医学の新しい領域.遺伝 32(9):4-9.

松 永 英 1978:遺伝子の概念一遺伝学の最近の進歩から.小児医学 11:647-672.

三浦謹一郎 1978:二本鎖 RNA の複製.蛋白質核酸酔素 23:825-834.

森 脇 和 郎 1978:Congenicマウスとその応用一野生集団からのH遺伝子導入-.代謝

15:増刊号 ｢免疫 178｣185-193.

森 脇 和 郎 1978:染色体地図-マウス-生物科学シ1)-ズ 遺伝.臨床科学 14:1484-

1494.

中込弥 男 1978:遺伝と染色体異常.小児外科 10:9-16.

中込弥 男 1978:染色体商域における最近の知見.小児医学 11:776-813.

中込弥 男 1978:猫なき病とその他のB群の異常.El本臨床 36(春季増刊号):1456-
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EMS誘発モチ澱粉変異体の特性

ヒト染色体変異の定量化に関する研究 (第1報)

Punctatemineralizationを皇した トリソミー9モ
ザイシズムの1例

食品に含まれる変異原 ･代謝活性の測定

マウス血清エステラーゼ (E8-1)アイソザイムの熱
安定性の差異Ⅱ

Theprimqrysequenceofthelateregionof
polyomavlruSDNA

UncertaintyingeneexpreSSionintheAcpilocus
lnrice

トウモロコシにおける中性子誘発突然変異

Neutronmutagene申 withfractionationtreat-
mentofpollenqralnS,anddryandwetseed
treatmentsinmalZe

イネの窒素固定に関する遺伝学的研究Ⅲ.窒素固定
菌の分離

ダイズ で219系統による突然変異の検出 (予報)

3.7

6.29

8.25

10.8

10.19

東 京 農 業 大 学

ホテルイク リヤ軒
(新潟市)

ホテルイク リヤ軒
(新潟市)

三 島 市 公 会 堂

東 京 農 業 大 学

ColdSpring
IIarborLab.

AcademiaSinica

国 立 教 育 会 館

MoscowState
Univ.

東 京 農 業 大 学

三 島 市 公 会 堂

日本遺伝学会第50回大会

日本人煩遺伝学会第23回総会

日本人類遺伝学会第23回総会

日本環境変異原学会第7回研究 習
発表会

日本遺伝学会第50回大会

CbldSpringHarborTumor
VirusMeeting

GeneticsSeminar

第15回同位元素研究発表会

14thTnt.Cong.ofGenet.

日本遺伝学会第50回大会

日本環境変異原学会第7回研究
発表会 ∃
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イネの窒素固定に関する研究

ヒドラ細胞分化機構の遺伝学的研究-刺細胞分化の
制御

同類交配集団における遺伝率の推定一親子回帰法

マウスの弁別回避学習に及ぼす騒音の影響

ビフェニール化合物のカイコにおよはす生物効果に
ついて

カイコ卵母細胞 (卵)における化学物質の浸潰処理
による突然変異の検出法

力イコ生殖細胞におけるアフラトキシンBlの突然
変異誘発機構

カイコにおけ るアセチルアミノ7.,-レン (AAF)
代謝活性の系統間差異

有核細胞系メッセンジャ-RNAの 5′末端キャッ
プに含まれる塩基間の相互作用

キウt)モザイクウイルスの多分散遺伝子 RNAの
5′末端付近の構造

Structuralandfunctionalpropertie80fEsoheri-
chiacoliDNAreplicationorigin
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5.24

4.4
7.27

4.6

ll.18

4.6

ll.18

10.26

鹿 児 島 大 学

三 島 市 公 会 堂

千 葉 文 化 会 館

専 修 大 神 田校 舎

名 古 臣 大 学

伊 豆 長 岡保 糞 所

名 古 畳 大 学

伊 豆 長 岡保 養 所

名 古 屋 市 立 大 学

農 協 ビ ル

ColdSpring
HarborLab.

日本育種学会第54回講演会

日本発生生物学会第11回大会

日本畜産学会第68回大会

日本動物心理学会第38回大会

日本蚕糸学会第48回学術講演会

日本蚕糸学会東海支部第30回研
究発表会

日本蚕糸学会第48回学術講演会

日本蚕糸学会東海支部第80回研
究発表会

核酸化学シンポジウム第6回

日本分子生物学会第1回大会

ColdSpringHarbor
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-1
α)

EgL斡
好
評

俄
雪冷
頚
や
港

潜

29
袖



蓋憲 正 憲 を

井
賀

井
横
賀

井
波
賀

井
森
賀

井
佐

古 し-.ll

上
棚
㌘

辺
㌘

醐
悶

鵬
醐

蓋‡

萎 )

到

塞 )

井 山 審 也

I

.･～

_}

一

寛

夫

夫

正

良

子

一

夫
夫

子

司

一

隆

恒

和
雅
啓
満

恒
純
春
光

上
辺

田
上
田

木

田
田
野
野

井
渡

賀
井
森
原
辻
並

賀
太
浅
平

賀 田恒夫

賀 田恒 夫
浅野 泰 司
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自然集団の解析 ⅩⅠⅤ.シラオイエンレイソウの起
原に関する考察

バクテ1)アおよびヒトにおける DNAの γ線障害
修復酵素

Ataxia病に欠失した DNA修復酵素

食品中の変異原不活化因子 (Desmutagens)の研究

トリプトファン加熱生成物の突然変異原性を抑制す
る植物性因子の精製とその性質

イネの窒素固定に関する遺伝学的研究.Ⅱ. イネの
根圏における窒素固定能の系統間変異

自然性作物の世代促進育種における育種方式

日本のキイロショウジョウバェ自然集団における逆
位多型

食品中における qutagen8-Anti-mutagens(Carci-
nogens-Anti-earclnOgCnS)反応について (そのⅢ)
-とくに野菜因子の分離と作用

新手法による微生物突然変異株の分離

食物とがん

-ムスター胎仔体細胞における放射線誘発突然変異

9.28

4.1

8.8

10.19

ll.27

10.8

ll.5

10.10

千 葉 大 学

愛 知 学 院 大 学

東京プリンスホテル

三 島 市 公 会 堂

京 都 会 館

東 京 農 業 大 学

鹿 児 島 大 学

東 京 農 業 大 学

愛 知 学 院 大 学

愛 知 学 院 大 学

九 州 大 学

札 幌 医 科 大 学

日本植物学会第43回大会

日本農芸化学会昭和53年度大会

日本癌学会第37回総会

日本環境変異原学会第7回研究
発表会

第61回日本生化学会大会

日本遺伝学会第50回大会

日本育種学会第20回シソポジウ 冷
A

日本遺伝学会第50回大会

日本農芸化学会昭和53年度大会

日本農芸化学会昭和放年度大会

第82回日本栄養食堤学総会シン
ポジウム

日本放射線影響学会第21回大会
一･1
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河 原 孝 忠

木村 資 生

木 相 賀 生

木 村 資 生

枯草菌胞子における放射光による突然変異誘発

人類に対する環境変異原の影響とその意義

Antimut.ageneSi各に関する研究Ⅰ.2･3の金属化
合物,とくに塩化コバル トによる誘発突然変異の消
失現象

自然 お よび誘発突然変 異 の消滅現象 (Anti一
mutageneSiS)に関する研究

金属化合物の変異原性

カイコの行動に関する遺伝学的アプローチ:神経節
モザ イクの色素細胞による同定

ニホンウズラの騒音感受性に関する遺伝学的調査

野生と家禽化ウズラにおける諸形質の遺伝ならびに
環境分散の比較

野生ウズラの飼育環境に対する適応性

ウズラにおける系統育成と諸問題

遺伝学からみた人類の過去と未来

Theneutraltheoryofmolecularevolutionand
potymorphi8m

分子進化と変異の仕組

IdentiRcationofthegenesforthehook-basal
bodyproteinsoftheぬgellarapparatusin
E80heriehiacoli
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5.19

4.7

4.1

4.4

7.2
10.24

5.13

6.8

ll.29

9.7

札 幌 医 科 大 学

大塚製薬 比叡山荘

東 京 農 業 大 学

三 島 市 公 会 堂

農 協 ビ ル

名 古 畳 大 学

日本都市 セ ンター

千 葉 県 文 化 会 館

新潟市厚生年金会館

北 里 大 学

鹿 児 島 市

Univ.ofChicago

京 都 会 館

京 都 国 際 会 館

日本放射線影響学会第21回大会

第11回放射線生物,びわこシン
ポジウム

日本遺伝学会第50回大会

日本環境変異原学会第7回研究
発表会

第5回毒作用研究会

日本蚕糸学会第48回学術講演会

日本家禽学会1978年度春季大会

日本畜産学会第68回大会

日本鳥学会1978年度大会

日本家禽学会1978年度秋季大会

第81回日本小児科学会

BiophySicSSeminar

第51回日本生化学会大会

第6回国際生物物理学会
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培養-ムスター細胞の突然変異誘発に対する EMS
の量的効果

Analysisoftissue-andtime-Specificityoflethal
geneactionsofDro80Philaintissueculture

キイt'ショウジョウバェrudinentary相補遺伝子
作用の体外培養による解析

培養細胞の突然変異誘発に対するEMSの濃度効果

体外培養によるショウジョウバェ細胞の遺伝子発現
の解析

タバコ葉緑体 rRNA遺伝子のクp-ニソグ

葉緑体のl)ポソーム RNA遺伝子のクp-ニソグ

DNA両鎖由来の RNA連結新生短鎖とdUMPを
含む DNAの修復により生じる短鎖の解析

集団遺伝学における数学的モデルの発達

Possiblegeneticconsequences0fpreventionof
geneticdiseases

RecurrenceriBk80fretinoblaStOmatOrelatives
ofpatients

サリドマイド胎芽病から教えられるもの一遺伝疫学
の立場から

発がん遺伝子に対する宿主抵抗性

培養ウズラ腫肢芽間充織細胞の分化一七｡フアン膜
培養法 (2)

6.19

8.24

10.10

10.20

10.27

2.20

ll.30

ll.30

10.9

3.30

5.21

7.14

10.29

5.26

京 都 大 学

WoSCOWState
Vniv.

東 京 農 業 大 学

三島市教育委 員会

三菱化成生命科学研
究所

国 立 教 育 会 館

京 都 会 館

京 都 会 館

東 京 農 業 大 学

Cairo,
IIotelMeridian

京 都 国際 会 議 場

神奈川県薬業会館

ホテル･イタリア軒
(新潟市)

三 島 市 公 会 堂

日本組織培養学会第45回研究会

14thTnt.Con首.ofGenet.

日本遺伝学会第60回大会

日本環境変異原学会第7回研究
発表会専門集金

日本組織培養学会第46回研究会
シソポジウム

第2回真核細胞DNAワークシ
ョップ

第51回日本生化学会大会

第51回日本生化学会大会

日本遺伝学会第50回大会
Intern.Seminaron
PreventableASpeCt80n
GeneticA(orbidity

Intern.Symp.on
Retinobla8tOma

第18回日本先天異常学会絵会小
シンポジウム

日本人類遺伝学会第23回総会

日本発生生物学会第11回大会
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三浦謹一郎

森 島 啓 子
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喬 島彦 ヨ

森 島 啓 子

森 脇 和 郎

露 禦 整髪‡

冊 .Tl.II-tg:)

窒 壷 竪芸I

突 姦 冠禁‡

村上 昭 雄

中込 弥 男

中込 弥 男

中込 弥 男

培養ウズラ肱肢芽細胞の軟骨分化一培養条件の影響

力イコ征子の放射線致死と旺子中腸のⅩ線感受性と
の関係

メッセソジャーRNAの構造と機能-とくにキャッ
プ構造について

生物の多様性と適応

西アフリカにおける野生稲の変異と適応

Theimpactofcopperpollutiononbarnyard
grasspopulations

BreedingsystemsaSconditionedbyadaptive
Strategiesinwildricespecies

-ツカネズミの分化と免疫遺伝学

PhylogeneticSurveyOfH12antigenicspeci-
ficitiesamongwildrodents.

音歯槙における H-2抗原特異性の分布一定量吸収
法による検索

カイコ第Ⅰ(Ⅹ)連関群の細胞遺伝学的同定

カイコにおける-行動異常突然変異系統の遺伝学的
分析

力イコ生殖細胞における invitroラット肝臓 S9
によって活性化された DMBAの突然変異誘起吐

遺伝 (パネルディスカッション,小児科学教育にお
ける先天異常)

序言(小シンポジウム,臨床細胞遺伝学の最近の進歩)
染色体分染法の進歩 (小シンポジウム,臨床細胞遺
伝学の最近の進歩)

10.26

4.6

5.25

1.29

4.4

8.28

10.16

7.20

8.29

10.8

4.6

10.8

10.19

5.10

7.13

7.13

三菱化成生命科学研
究所

名 古 屋 大 学

三 島 市 公 会 堂

白 浜 山 荘

千 葉 大 学

MoscowState
Univ.

国 際 文 化 会 館

実験動物中央研究所
(川崎)

MoscowState
Univ.

東 京 農 業 大 学

名 古 屋 大 学

東 京 農 業 大 学

三 島 市 公 会 堂

鹿児島県文化セソタ

神 奈川県薬業会館

神 奈川 県薬業会館

日本組織培養学会第46回研究会 箆

日本蚕糸学会第48回学術講演会

日本発生生物学会第11回大 会

植物実験分析学シソポジウム第
9回

日本育種学会第53回講演会

14thtnt.Cons.ofGenet.

日米合同セ ミナ-

巽中研特別講演会

14thtnt.Cons.ofGenet.

日本遺伝学会第50回大会

日本蚕糸学会第48回学術講演会

日本遺伝学会第50回大会

日本環境変異原学会第7回研究
発表会

小児遺伝懇話会

日本先天異常学会第18回総会

日本先天異常学会第18回線会

固
相
淋
fii亜
頚
冷
苛

海

戦

2
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野 口武 彦

岡 彦 -

岡 彦 -

ft∴!:]･I:;i
岡 彦 一

岡 彦 -

志 望 Fa 壷)

志 望 謁 歪)

大 島 長造

大 島 長 造

大 島 長造

豪 富 誓霊‡

墓 冨芸 重)

ショウジョウバエの V-suppres8ionの機構

ColElプラスミドによる大腸菌染色体の複製

大腸菌温度感受性変異株における tRNA 修飾塩基
Qの未成熟に付随した DNA合成の停止

マウスのテラトーマについて

西アフリカにおける作物の混作と集団内変異

DiぽerentiationofOryzaperennisstrainsin
adaptivestrategy

Analysisofearlynessgenesinricebytheuse
ofisogenielines

Reproductive barriersdistributed in plant
Speciesandtheirgeneticcoat,rot

熱帯オース トラリアにおける野生稲の調査

第1連関群の 8Ch-od間の組換価の低い系統につい
て

カイコの幼虫後期にみられる致死突然変異系統の分
柄

I･ocomotoractivity rhythm of Drosophila
肌elanogaSter

科学の未来をさぐる (パネルディスカッション)

ショウジョウバエの生物時計

イネの rRNA遺伝子の分離

Antimutagenesisに関する研究.Ⅱ.塩化コバル
トによる枯草菌のMutator作用の低下減少

10.8

12.5

12.7

5.26

4.4

8.28

8.25

10.17

ll.5

4.6

ll.18

8.26

10.14

10.8

10.10

10.8

東 京 農 業 大 学

農 協 ビ ル

農 協 ビ ル

三 島 市 公 会 堂

千 葉 大 学

MoscowState
Univ.

MoscowState
Univ.

国 際 文 化 会 館

鹿 児 島 大 学

名 古 畳 大 学

伊 豆 長 岡保 養 所

MoscowState
Univ.

紀 伊 国 屋 ホ ー ル

東 京 農 業 大 学

東 京 農 業 大 学

東 京 農 業 大 学

日本遺伝学会第50回大会

日本分子生物学会第1回大会

日本分子生物学会第1回大会

日本発生生物学会第11回大会

日本育種学会第53回講演会

14thlnt.Cong.ofGenet.
Symposia

14thtnt.Cbng.ofGenet.

日米共同セミナー

日本育種学会第54回講演会

日本蚕糸学会第48回学術講演会

日本蚕糸学会東海支部第30回研
究発表会

14tblnt,Cong.ofGenet.
Symposia

東海大学出版会

日本遺伝学会第50回大会

日本遺伝学会第50回大会

日本遺伝学会第50回大会

隻;

冶

蘇

替

00CO



太 田朋 子

太 田朋 子

佐 野 芳雄

纂 琶毒筆)

二 三 三･
墓琶毒筆)

机 ･一･封

慧姦宗豪)

EvolutionofmultigenefamiliesbyunequalCrOSSlng-Over
重複遺伝子とくに multigenefamilyの進化につい
て

西アフリカにおける普通稲とグラベリマ稲の比較

Resourceallo払tionpatternsinOryzaperennis
StrainS

イネの窒素固定に関する遺伝学的研究.Ⅰ.アセチ
レン還元能の測定法

野生稲における同化産物配分率の変異

cpゥイルス mRNAの合成と5′末端近傍の構造

子宮筋腫および子宮外妊娠に伴うヒト胎芽の発生異
常,並びにそれら異常妊娠の成立と相関する母体要
因について

日本産野生マウス (AhSmuSCuluSmOlossinus)に
おける H-2抗原発現の調節機構

Thesequenceoftheearlyregionofpolyoma
DNA

TheearlyregionOfpolyomavirusDNA

6.20

10.9

4.4

8.28

10.8

ll.5

ll.30

7.14

10.8

TiltonSchool

東 京 農 業 大 学

千 葉 大 学

A(oscowState
Univ.

東 京 農 業 大 学

鹿 児 島 大 学

京 都 会 館

神奈川県兼業会館

東 京 農 業 大 学

- ソ ガ リ ー

ColdSpring
HarborLab.

CordonConference

日本遺伝学会第50回大会

日本育種学会第53回講演会

lathTnt.Cons.ofGenet.

日本遺伝学会第50回大会

日本育種学会第54回講演会

第51回日本生化学会大会

第18回日本先天異常学会総会

日本適伝学会第50回大会

ilutA.neeiiinrSBO;rt.huepEurop･

ColdSpringHarborTumor
VirusMeeting

管

国
粋
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雪
冷

頚

や

轟

部

29
･岬



添 田栄-
N.Smollar
J.R.
Arrand
B.E.
GriLRn

和
擾
弘
信
正

成
正
昭
串

昌

昌
清

昌

一
昌

本

崎
村
田
浪
田
田
村
田

浦
田

浦
野

浦
田
崎

浦

杉
岡
桶
野
森
高
安
山
西
広

杉
楠

杉
大

杉
楠
篠

移

ー

11j

l

則
宏
幸
夫
之
清

一
夫
子
敬

弘潤
I

li

I--ー

弘
春

弘潤
雄

弘
夫

男

秀LIJ｡-:喜:i-I･

杉 山 勉

票 雷幸蜜)

ThenucleotideSequenceOftheearlyregionof
polyomavirusDNA

大腸菌染色体複製起点の構造

葉緑体 DNAのクp-ニソダ

イネ DNAの反復配列

葉緑体 rRNA遺伝子のクローニングと構造解析

植物における遺伝子組み換え

野生寄歯較Millardianelbdaの由来細胞の細胞
内ウイルスの検索

ヒドラ間細胞 (Interstitialcell)欠失株について

トウモロコシの澱粉合成に関する遺伝生化学的研究

血αA温度感受性変異を抑制するプラス ミド

10.10

ll.30

12.6

12.8

8.9

5.26

4.2

12.5

農業出版物センター
オランダ

農 協 ビ ル

東 京 農 業 大 学

京 都 会 館

盈 協 ビ ル

主 婦 会 館

東京プリンスホテル

三 島 市 公 会 堂

愛 知 学 院 大 学

農 協 ビ ル

第4回国際ウイルス学会大会

日本分子生物学会第1回大会

日本遺伝学会第50回大会

第51回日本生化学会大会

日本分子生物学会第1回大会

｢遺伝子組み換えの実際｣講習会

日本癌学会第37回線会

日本発生生物学会第11回大会シ
ンポジウム

日本農芸化学会昭和53年度大会

日本分子生物学会第1回大会

鷲

冷

蘇

響

∞Vl



書 富 豪葉書

田島弥太郎

農 誓套掛

田島弥太郎

田島弥太郎

田島弥太郎

田島弥太郎

田島弥太郎

田島弥太郎

田島弥太郎

土 川 清

土 川 清

姦 畠t和 曹 )

垂 違 和 割

幸 葺信 実)
土 川 清

クマネズミ属の人工授精による種間交雑の研究

実験動物における系統保存の重要性

蚕腫子における 8H-チミジンの取込み

放射線と遺伝

Analysisofchemicallyinducedrecessivevisible
mutantsatlocimarkedwitheggcolorgenein
Bo竹もbya;仇Ori

環境問題と人類の未来

カイコの rb系統をマイ トマイシンCで処理 した場
合に見られた突然変異スペクトラムの逆転

特定座位法により検出されたカイコの化学誘発突然
変異の性状

環境変異原研究当面の課題

染色体工学と遺伝子工学

SLマウスの由来について

マウスにおける母体の加令と死腔増加の関係につい
て

;マウスにおける仙椎異常の遺伝子発現に対する催奇
丁形物質の効果

化学物質の変異原性と精子形態異常誘発作用 との関
逮

】マウスのスポットテストによる体細胞突然変異の検
出とノル-ルマンの補助変異原性の検討

マウスにおける成熟卵母細胞の優性致死感受性

10.8

1.26

4.6

7.3

8.29

10.7

10.8

10.20

10.20

ll.18

1.26

6.23

7.13

10.19

10.20

10.20

東 京 農 業 大 学

日 本 大 学 (三島)

名 古 屋 大 学

日本 工 業 倶 楽 部

MoscowState
Univ.

東京商工会議所ビル

東 京 農 業 大 学

三 島 市 公 会 堂

三 島 市 公 会 堂

静岡県農業団体健康
保健組合伊豆長岡保
養所

日 本 大 学 (三島)

静 岡 薬 科 大 学

神 奈 川 県 薬業会館

三 島 市 公 会 堂

同 上

同 上

日本遺伝学会第50回大会

第25回実験動物談話会特別講演

日本蚕糸学会第48回学術講演会

日本原子力産業会議第63回原子
力産業懇談会

14thlnt.Cong.ofGenet.

日本遺伝学会第会第50回大会記
念公開講演会

日本遺伝学会第50回大会

日本環境変異原学会第7回研究
発表会

日本環境変異原学会第7回研究
発表会特別講演

日本蚕糸学会東海支部第30回大
会特別講演

第25回実験動物談話会

静岡実験動物研究会第6回研究
発表会

第18回日本先天異常学会総会

日本環境変異原学会第7回研究
発表会

同

同

上

上

招

砥
粒
軸
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俄
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漂 莞 竪 裏 )

岩 窟 至 芸 )

山 田正 夫

夫
子
夫

一
敬
満

夫
巌
明
代
忠
郎

絹

棚
醐
絹
浪

相
川
辻
逆

山
西
岡
安
広
高

山
中
畑
蛭
下
三

吉 田俊 秀

青 田俊秀

吉 田俊秀

RNA 1)ガーゼを用いる mRNAモデル合成

ショウジョウバェの交配率と進化の方向性

ショウジョウバェの maternaleffectによる発生初
期腫致死 mutantsの分離とその性質

大腸菌複製開始点のクp-ニソグ:その構造と機能

大腸菌の複製開始点をもつプラスミドの生物学的研
究

メッセ./ジャー RNA5′一末端部位の化学合成

7-methylG5'pppAの蛍光スペクトル

ウィスク一系ラットの由来と利用および染色体調査

新しい実験動物プラティスリックスの育成と正常お
よび腫癌細胞の染色体

PopulationcytogeneticsofRauuSrauuS

ll.28

10.10

10.10

1.80

12.5

4.3

1.26

8.9

8.23

京 都 会 館

東 京 農 業 大 学

東 京 農 業 大 学

王 山会 館(名古屋)

農 協 ビ ル

慶 応 義 塾 大 学

慶 応 義 塾 大 学

日 本 大 学 (三島)

東京プリンスホテル

MoscowState
Univ.

第51回日本生化学会大会

日本遺伝学会第50回大会

日本遺伝学会第50回大会

第8回真核生物 DNAシンポジ
ウム

日本分子生物学会第1回大会

日本化学会第37春季年会

日本化学会第37春季年会

第25回実験動物談話会

日本癌学会第37回総会

14thlnt.Cong.ofGenet.
Symposla

尊

A

節

&

当



吉 田俊秀

青 田俊秀

青 田俊秀

青 田俊秀

青 田俊秀

青 田俊秀

青 田俊秀

吉 田俊秀

書川貿太郎
石井隆一郎
賀 田恒夫

HistoryOftheratin8Cribedinthechromosomes
(16mmmovie)

クマネズミにおける過剰染色体の分布とその遺伝

仁形成体の分化と種の分化

新しい実験動物プラティスリックスの細胞遺伝学特
性とMMCによる染色体異常

Karyotypeevolutionandspeciesdifferentiation
ingenusRauus
HistoryOfratsinscribedinchromo80meS

Cytogenetic80frodents

ChromosomepolymorphiSmintheblackrats,
RauuSrauuS

食品の加熱生成物の変異原を不活化する因子の検索

MoscowState
Univ.

東 京 農 業 大 学

放 医 研

三 島 市 公 会 堂

Univ.Penang,
Malaysia

ColLSeyehelles
Inter.Lab.Res.
Anim.Di合.

Univ.Colombo,
SriI.anka

三 島 市 公 会 堂

14thlnt.Con首.ofGenet.
Sympsia

日本遺伝学会第50回大会

染色体学会1978年度年会

日本環境変異原学会第7回研究
会

BiologySeminar

BiologySeminar

SpecialSeminar

BiologySeminar

日本環境変異原学会第7回研究
発表会

ヨ

国
粋
軸
部
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雪
路
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研 究 活 動

D.その他の研究活動

海外における活動

89

氏 名 内 容 渡 航 先

安田 成一

岡 彦 -

佐野 芳雄

遠 藤 徹

松 永 英

杉浦 昌弘

松 永 英

岡 彦 -

鹿田 事故

木村 資生

森脇 和郎

原田 朋子

今井 弘民

青田 俊秀

田島弥太郎

沖野 啓子

大島 長造

森脇 和郎

加藤 旋夫

佐野 芳雄

DNA複製に関する研究のため

植物の生態遺伝学的調査研究のため

∫

植物の遺伝生化学の調査研究のため

ユネスコ･人種及び人雀的偏見に関する
宣言案作成のための政府代表者会議に出
席のため

国際遺伝子工学シンポジウム出席及び高
等生物の遺伝子操作に関する調査研究の
ため

｢遺伝性疾患 の予防｣に関する国際セミ
ナー出席及び人類遺伝学に関する調査研
究のため

ユネスコによる国連科学技術会議の準備
のためのフイI)ピソ及びフイージーのナ
ショナルセミナー出席のため

1978年コールドスプリソグ･--バーシ
ンポジウム出席並びにカリフォルニア大
学及びオーク1)ッジ国立研究所で講演･
研究討議のため

集団遺伝学の理論の共同研究及び研究打
合せのため

野生-ツカネズミにおける内在性睦癌ウ
イルスの調査研究のため

ゴードソ会議出席のため

アt)塀を材料とした染色体進化の数量的
研究のため

第14回国際遺伝学会出席のため

アメリカ合衆国

台 湾

′

〟

フ ラ ソ ス 国

イタリア国 ･ス
イス国 ･ベルギ
ー国

エジプ ト国･ド
イツ連邦共和国

フイ-ジー国･
フィリピン国

アメリカ合衆国

タ イ国 ･台湾

アメリカ合衆国

イ ン ド 国

ソビェト連邦国

53.1.1-
54.12.31

53.2.17-
53.2.25
〟

53.3.6～
53.3.14

53.3.11-
53.3.22

53.3.25′-
53.4.15

53.3.27-
53 . 4.ll

53.3.28-
53.4.12

53.5.30-
53.6.19

53.6.6～
53.6.19

53.6.14-
53.6.24

5S.6.16～
53.6.24

53.8.1～
53.10.30
53.8.BO～
58.9.1

58.8.20-
53.9.7

53.8.20-
53.8.31

58.8.20-
53.8.31



90

岡 彦 -

藤井 太朗

黒田 行昭

杉 山 勉

下遠野邦忠

鹿田 事故

田島弥太郎

吉江] 俊秀

森脇 和郎

加藤 旋夫

添田 栄一

国立遺伝学研究所年報 第 29号

第14回国際遺伝学会出席のため

第14回国際遺伝学会出席並びに植物資源
の調査研究のため

第14回国際遺伝学会出席並びに遺伝形質
に関する調査研究のため

ヒドラ神経細胞の遺伝解析のため

RNA 腫癌ウイルスの分子生物学的研究
のため

生物のパターン形成の分子機構に関する
国際共同研究のため

環境変異原物質及び病原物質防護に関す
る国際委員会出席並びに遺伝学に関する
調査研究のため

インド洋諸島及びその沿岸地域における
ネズミ類探検調査

ウイルス遺伝子構造に関する調査研究

ソビェ ト連邦国

ソビエ ト連邦国
オース トT)ア国
フランス国

ソビエト連邦国

アメリカ合衆国

∫

ドイツ連邦共和
国

フランス国･イ
ンド国

マレイシア国･
スリランカ国･
モルディブ国･
セイシェルズ諸
島･モーリシア
ス国･ケニア国･
ドイツ連邦共和
国

島･モーリシャ
ス国･ケニア国
連合王国･オラ
ンダ国･ドイツ
連邦共和国

スリランカ国･
セイシェルズ諸
島･モーリシャ
ス国･ケニア国･
連合王国･オラ
ンダ国･ドイツ
連邦共和国

連 合 王 国

53.8.20～
53. 8.31

53. 8.20-
53. 9.5

53.8.20-
53.9.7

53.8.31-
53.ll.29

53.9.1～
54.8.31
53.9.2～
53.10.1

53.10.22～
53.10.31

53.ll.1-
53.12.10

53.ll.1-
53.12.14

53.ll.16-
53.12.14

53.12.16～
54.2.17



研 究 活 動

ほかの機関における講義

氏 名

黒田 行昭:

〟

村上 昭雄:

森脇 和郎:

加藤 旋夫:

賀田 恒夫:

〝

担 当 大 学

九州大学農学部非常勤講師

名古屋大学農学部 〝

東京農工大学農学部 〝

神戸大学医学部 〝

滋賀医科大学医学部 H

浜松医科大学医学部 hr

山梨大学教育学部 〝

沼津工業高等専門 〝

学校

鹿田 事故: 蕩義裏芸応用教生

･ : 東京大学 医学部

木村 資生: 京都大学 医学部

丸山 毅夫: 東京工業大学理学部

三浦護一郎: 大阪大学理学部

･ : 東京工業大学大学院
･ : 名古星大学農学部

･ : 千葉大学理学部

･ : 静岡薬科大学薬学部

期 間

(53.1.1-53.3.31)

(53.5.1-54.8.31)

(53.4.1-53.10.15)

(53.10.16-54.3.31)

(53.10.1-53.12.19)

(53.5.1-54.3.31)

(53.9.1-54.3.31)

(53.12.16 )

91

担 当 科 目

農 学 特 論 第 一

畜 産学 特 別 講 義

家 蚕 発 生学 特 論

ネズミの系統の由来

姉妹染色分体交換に
ついての研究

基 礎 放 射 線 医学

遺 伝 学 第 二

工 業 化 学 特 論

大腸菌の成長分裂の
(53.4.1-54.3.31) 遺伝学に関する研究

及び指導

(53.4.1-53.9.30) ウ イ ル ス学 特 論

(53.10.1-53.12.31) 分 子 生 物 学

(53.4.1-53.9.30) 応 用 解 析 学

(53.4.1-53.10.15) 遺 伝 生 化 学

(53.4.1-53.9.30) 微 生 物 遺 伝 学

(53.10.16-54.3.31) 農 芸化学特別講義

(53.ll.1-54.3.31) 生化学特別講義 Ⅰ

(53.4.1-53.9.30) 分 子 生 物 学
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Vl.行 事

A.研究所の一般公開

科学技術週間における行事の一環として,4月 22日 (土)に研究所を一般に公開した.

各研究部の展示及び学術映画の上映を行い,9時 30分から16時 30分 までの間に約

5,000名の見学者が来所した.

ち.公開講演会の開催

国立科学博物館と共催で,一般を対象とした遺伝学公開講済会を次のとおり開催し,約

130名の聴講者があった.

日 時 昭和 5豊年 11月 11日 (土)13:30-16:30

場 所 国立科学博物館講堂

講 演

(1)遺伝子工学

分子過伝部室長 杉 浦 昌 弘

概 要

遺伝子工学の技術の概要と,植物遺伝子を大腸菌内に入れる研究の実際について述べた.

(2) ショウジョウバェの活動リズム

生理遺伝部長 大 島 長 造

概 要

ショウジョウバエの日周性活動リズムは,薄暮,薄明にさかんになる2峰型である.坐

物時計によって調節,制御される活動リズムにも遺伝的な変異性のあることを述べた.



研究材料の収集と保存

VlI.研究材料の収集と保存

A. イネ (Ory印)の保存系統

種 名

栽特種

0.BativaL.

0.g肋 rri伽aSTEtlD.
栽確型近隷野生種

0.perenniBMoENCEl.
0.8reviligulalaA.Cm V.etRoEm .
野生種 (○瓜cin&li&#)

0.竹IinutaPRESL

O.mahnpuzhaenBiBKRISE.etCEAND.
0.PuMtataKol■8CEY
O.eichingeriPETER
O.latifoliaDESV.
0.auaSvALLEN

O.grandiglu7niBPROD.
その他の野生種

0.auBtraliensiaDoxIN

O.あraehyanthaA.CEEV.etRoEER.
0.ridleyiHooK.
0.longiglu伽iBJANSEN
O.neyerianaBAtLL.
0.abroneitianaPRO】).
0.tieBerantiA.CEEV.

0.perrieriA.CAVtlS
O.eoaroねtaRox8.
0.8ubulataNEE8

B.コムギ (THticllm)

種 名

T.aegilopoideeBAL.

T.竹桝OCOCeu竹Ii.

カ

罪

"

抑

"

米

世

T

r

″
″
フ

″
南

″
″

全

西

南

ア

中

北オース トラ リア

アフ リカ

アジア

ニューギニア

アジア

∫

西 アフ リカ

マダガスカル

南 アジア

南米

鮪

溺

50

51

格

18

1

16

14

㌘

3

7

8

m

2

13

17

1

2

1

1

1

6

5

4

2

3

属野生種とその近縁野生種の保存系統

倍数性 ゲノム式 系統数

二倍体 AA 3

′ ′ 3

93
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T.dicoocoiaeBKORN.

T.dieoocun ScE古BL.

T.durun DESF.

T.orienlalePERC.

T.pereicun VAV.

T.turgidunL.

T.pyra仇idalePERC.

T.polonieunL.
T.ti桝OPheeviZIItJX.

T.speuaL.
T.aeStivun L.
T.eo伽PaOtun HoBT

T.sphaerooo¢¢u仇 PERC.

T.nachaDEC.etMEN.

Synthesizedhexaploidwheat

Aegilops属

Ae.umbellulalaZEtlK.

Ae.ovataL.

Ae.triarietataWILLD.

Ae.colunnariSZEtlX.

Ae.biuncialieVIS.

Ae.variabiliBEIG.

Ae.triuncialiSL.

Ae.eaudataL.

Ae.cylindrioaHosT.

Ae.co仇OSaSIBTE.etSA(.

Ae.uniaristaね ⅤⅠ8.

Ae.nuticaBoIS8.

Ae.SPeltoidesTAU8CE

Ae.longissi仇aScEW.etMuscE.

Ae.bicornis(Forsk.)JAtJB.etSp.

Ae.Bq≠αrrOSaL.

Ae.orassaBoI88.

Ae.venlriooSaTAtJSCE.

その他の野生種

Hordeum3'ubatumL.

H.pusSiuun NUTT.

四倍体 AABB

二

四

二

四

二

二

C

諾

認

諾

c

cD

M

M

M

s

･th
S,
D

器 e

▼

u

ulJ
ulJ
'{

ulJ
い.
Dt

D

‥

.u

.

.-

体

体

体

体

体

体

体

倍

倍

″
″
″
″
″
倍

倍

倍

″
倍

,
′
″
〝
倍

′

二倍体

′

3
4

4

1

CO
2

1

1

2

3
8

4

1

1

7

C
O

6

7

2
1

7

6

1

3
Cy3

3

1

3

CVD

2

7

2

6

2

1



H.仇urinun

H.gu880neanumPARL.

a.spontaneun KocE

SecaleoerealeL.

Haynaldiavillosa ScHtJR.

研究材料の収集と保存

四倍体

二倍体

2

1

3
8
2

C.花井,その他

1. サクラ品種 (Prunusspp.)

大島桜,大穂灯,普賛象,一葉,八重紫,牡丹桜,八重曙,渦桜,関山,戯J*,江

戸&',松月,白妙,欝金(右近),御衣費,楊貴妃,天の川,狩衣,雪月花,名島桜,

兼六園の菊桜,旭山,嵐山,御所桜,汐登,祐録寿,草薮,福桜,殊数掛桜,翁桜,

太白,見返桜(御車返,桐谷),雨宿,法輪寺,′ト汐LLl.苔清水,手乱 胡蝶,千里香,

関東有明,伊豆桜,衣笠,菊咲枝垂れ,火打谷の菊&',本管寺の菊桜,来迎寺の菊&',

類嵐.手弱女,毛大島桜,芝山,帆立,便殿,水晶,妹背,撫子桜,高を稚子桜,西

方寺&',塩釜&',乗船要凍,衣通姫,衣通姫実生,八重大島(差木地),太田桜,みの

かけ.八重虎の尾,八重琴平,車止,二尊院,泰山府君,宝珠桜,子福桜,汐風桜,

大村の菊桜,吉野枝垂れ,永源寺,紅豊.

山桜,薄墨,塁典,上旬,滝匂,駿河台匂,佐野桜,御座間匂,荒川匂,左近の桜,

木の花桜,若樹の桜,山桜枝垂れ,稲葉心田,寒桜,松月院の大桜,静匂,駿府桜,

遅咲寒桜,修善寺紅寒桜,富士見桜,紅鶴&',仙台屋,奈良八重桜,熱海桜,清澄枝

垂れ,千麻桜,気多白菊桜,予野の八重桜, 日吉八重.

熊井吉野,船原吉野,三島桜,巌河桜,昭和桜,伊豆吉野,早生吉野,天城吉野,

咲耶姫,染井匂,御帝吉野,鞍馬撲,早生大島,紅染井,吉祥寺,Akebono,瑞薯桜.

枝垂れ桜(糸桜),江戸彼岸(東彼岸,姥彼岸),彼岸桜,′ト彼岸.熊谷,十月桜,正

描寺,越の彼岸,八重彼岸,冬桜(三波川),彼岸台桜,修拳専&',染井彼岸.

蝦夷山桜(紅山桜,大山桜), 八房,雲ケ畑南殿,中禅寺桜,暁&',兼六園熊谷,奥

州里桜,金剛山,八重の大山桜.

箱根桜(富士桜,豆桜),緑萄桜,箱根八重桜,満願桜,ボンポリ桜,飴玉&',朝彦

桜,二子,Siodoi,大箱根桜,水玉桜,斎藤桜.

丁字桜,奥丁字桜,菊咲奥丁字,秩父梯,高砂,松前早生,を前早生実生.

寒排桜(排奉桜),千島桜,霞桜,筑紫桜,支那実桜,モニワ桜,多賀紅,兼結桜,

椿寒桜,雛桜,弥生桜.

2. 7サガオ (Pharbitisnil)

花型遺伝子型:fe(獅子咲),fee(乱れ獅子),CPr(台咲き),cd(捻梅吠),py(乱菊咲),

oa(石畳咲),wr(縮咲),S(桔梗咲),ot(油咲),n(立田咲),ac(南天咲),pt(八重

咲),dp(牡丹咲).p(孔雀咲).

葉型辻伝子型: eo(丸菓),Gb(草葉),dl(笹葉),珊(立田棄), ac(南天薬),fe(獅子
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兼),ct(沸葉),B.8(林見葉,(優性,劣性)),py(乱菊菜),er(鼻薬),8g(購蛤

兼),ep(縮蘇葉),n v(柳兼), eoZr(-Tl-ヲセア兼),p(孔雀葉), b(はだぬぎ),

re(洲浜兵).

花模様港長手製: Sh(刷毛目敏),BP(吹掛統),Mr(覆籍),Ba(吹雪),Ry(車紋),

Bu-Mr(覆輪抑圧),lw(花備色抑圧),.何(辛),df(雀斑),Ln(立続),BC(粂菰).

その他の辻長子型: dw(木立),I(帯化),V(斑入),C4･eb(自種子),加.(栴色種子),

eai(魚牙種子),yb(放鳥),eu(夫舟咲き), t仰(枝垂れ),Cy(クリーム･イエtl

-),Bu-Cy(クリーム･イエ17-抑圧),on(打込み),lp(小人),re+dg(大魚

(称美)),re+dg+Gb(大輪(恵比須薫)).

3. tyJt*

ツ '{ キ (Caneuia3'aponieaTar.hortenBis)70品種

D.淡水ヒドラ (Hydra)

A) チクビヒドラ (Hydranagnipapillata)

(1) 野生型 182

(2) 突然変異型 62

B) エヒドラ(Pel仇atOhydrarobuSta)

(1) 野生型 21

(2) 突然変異型 2

E. ショウジ ョウバエ (Drosophila)(1292系統 ･11集団)

1. キイEIショウジョウJtエ (Dro80PhilanelanogaSter)726系統,10集団

A) 野性型系碇 (345)

1) 純系 (3)

OR-NZG,Sa仇arkand,Canton-S.

2) 地方種 (41)

宮古島 1974,宮古島 1976,那覇 1974,郷薪 1976,石藍島,北海道,屋久島,八丈

島,山形,羽曳野,福井,広島,新鞠,八甲田,津軽,宮崎,大分,高知,鹿児島,

河口湖,山梨(韮崎,大月,勝沼),愛媛 (新居浜,八幡浜,松山),島根,伊豆 (湯ケ

島,下田),神奈川, 福岡,小笠原,長野,栃木,岡山,三島,岐阜,岩手,宮城,

浜枚

3) iso-female系統

1976年 勝沼 (111)

●1976年 沖紬 ･石垣島 (190)

B) 突然変異型系統 (112)

1) Ⅹ染色体 (43)

B,ffu & uf:-,lhBcarbb&yf:-,pn,rasヰm&乱r:-,i,V,V301,W,
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wa,we,y,y2,ywnf&3If:-,n,I,yw珊F,fs(1)N/FMb,Df(1)bbysl2/

FMb,yw肌 r8紬fB/FMe,CIB/dor,Bask(M-5),BinSC,FMC,y w ra/FMe,

ywIBr89k/FMe,yscchocv/FMe,fuI/CIB,NewBinSe,FMl,y2evvI,

Df(1)皇80~1/FMb,Df(1)B263~20/In(1)807tn(1)AM SCTcar,Df(1)Oが88~42y/FMb,Df

(1)N8/FMl,Df(1)N264~BBwon/FMb,Df(1)N28ト105/FMb,Df(1)SvrDp(1;I)101

8Pl&yf:-,Df(1)W288~11y/In(1)dl-49 vyHwn294,Df(1)W288-42y/FMl,Df

(1)W258J5y/FMA,Df(1)W皇68-48y8068PIDp(1;3)wveo&yf:-,Df(1)rSt2/FMl,

Df(1)80Swa/Dp(1:3)SCJ4.

2) 第 2染色体 (38)

apr,bw,bwVld833h/Zn(BL)iaiL48PB,bwVl/SMICy(K&K),bwVl/SMICy

(AKY),bwVl/SMICy(tGJ),bwVl/SMICy(OR-NIB),bwVl/zn(BL)CyCyL,

cn,onbw,da/SMICy,dpcnbw,L2,nw2/In(2L)CyZn(BR)NS,prcnix/SM5

Cy,rbl,SpBl/SMICy,SpBIL/SMICy,SD-5/SMICy,SD-72/SM5Cy,

NH-8/SMICy,SDhL/SMICy,SpSD-5/SMICy.SSpSD-72/SMICy,Sp

NH18/SMICy,tralB/SMICy,vg,l(a)ne/SMICy,M(a)B/SMICy,i(a)glcn

bw/SM5,bwb/Cycn2L48P2,eddpcl,80,0nvgbw,bprvg,udbw,vgD/SMS

Cy,DftBR)vgB/SM5Cy,Df(aR)vgC/tn(aLR)RevB,Df(BR)vgC/SM5Cy,ea;dsSE

astx/SMICy.

3) 第3染色体 (14)

cu,elユ,M(a)hS37/In(SL)PMe,Pr/TMSSb,Pr/TMCSb(KTN),Pr/TMaSb

(IGJ),se,eSSand/TM6,88,egg,rucuca,eyn,Sbd2ba;3pbx/TMl,ry.

4) 第4染色体 (4)

ey2,eyzf,SPaPol,ey･

5) 混合染色体 (13)

cn;st,BaSC;bwT'1/SMICy;TMaSb/Ub打,Su(er)tu-bw;stersu(tu-bw),su(S)忠;

bw,Base;P肌 Sb;Xa,BinBe;SMICy/P肌;Sb/Ub∬;SPaPOl,znaC;SMICy/Pn;

Sb/Ub∬;SPaPOl,SMICy/Pm;TMeSb/舟,bw;St,V;bw,sbd皇bが/Xa,bw;¢d,

pb∬/Xa.

C) 逆位固定系統 (3)

Zn(BR)45E;60A,In(gL)BIA;80E,In(aL)iSapporo.

D) 標準型第2染色体ホモ系統 (60)

i) 第2染色体不妊遺伝子系統:雄不妊 (50),雌不妊 (30)

F)逆位型第2染色体ホモ系統 (126)

1) Zn(BL)i: 47

2) In(BR)NS: 57

3) tn(BL)W: 11

4) Zn(BL)i+Zn(BR)NS: ll
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伝) 実験集団 (10)

須 山 1962 1集団

勝 沼 1963 〝

赤 湯 1974 〝

勝 沼 1976 2集団

石垣島 1976 2 〝

赤 湯 1977 1 n

石垣島 1973 〝

韓 国 1973 0

2. 7ナナスショウジョウJtェ(Dro80Philaananassae)(103系統)

A) 野生型系統 (34)

B) 突銭変異型系統 (69)

1) Ⅹ染色体 (9)

2) 第2染色体 (31)

3) 第3 H (18)

4) 第 4 〝 (3)

5) 混合染色体 (8)

3. オナジショウショウバェ(Dro80Philasi仇ulans)(435系統)

A) 野生型系統

1) 地方種 (35)

2) iSかfemale系統 (394)

B)央恭変異型系統 (6)

1) Ⅹ 染 色 体:1(W)

2) 第 2染色体:1(bw)

3) 第3染色体:3(st,88,8)

4) 混合染色体:1(bw;at)

4. 他 種 (28種,1集団)

D.auraria,D.in仇igranS,D.varians,D.triauraria,D.hydei,

D.atripea!,D.bipeotinab,D.naeuta,D.ne80eteB,D.PouSPhila,

D.au)o鵬icanS,D.prostipeniS,D.luteSeene,D.8uZukii,D.virilis,

D.paralutea, D.nova仇eガioana, D･takahaBhii, D.anericana,

D.伽auritiana,D.texana,D.yakuba,D.liuoraliS,D.erecta,

D.lu恥仇ei,D.teissieri,D.pSeudotakahaShii.

D.virilie(吾妻橋,1970)の実験集団:1

F.コナマダラメイガ (EL)hestiakiinieuakiihn)

NCR(wild)

b/A

FTnbFIiは

a/di
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G.カ イ コ (BombyxmoriL)

突然変異系統 134系統 (87遺伝子)

第 1連関群 (oS;Ge;sch;e;Vg;od;od')

第 2連関群 b,'+p,'pA';pS;pSa-1;pea-2,IY,･oat)

第 3 連関群 (len;lent;a-lenl;a-len乏;rn ; Ze)

第 4連関群 (L;Spc)

第 5連関群 (pe;pet;ok;re;rel;oo)

第 6連関群 (a;ECa;ED;BDl;ED;Esp;P〟一;Eu;EN';Ewe;EW･11;
ENs-2;END-1;EMCNB;EqEBp;BuENM-1;b2)

第 7連関群 ( )

第 8連関群 (Bt;+a';be)

第 9連関群 (血)

第 10連関群 (wl;jl;W2;W8;wOl; w ok; wa;wb;Dew)

第 11連関群 (K;Bu;Np;bp)

第 12連関群 (Ng)

第 13連関群 (oh)

第 14連関群 (NIIl;Nl_2;Oa)

第 15連関群 (Sly)

第 16連関群 (eね)

第 17連関群 (Bn;bts)

第 18連関群 (elp)

第 19連関群 (nb)

第 20連関群 ( )

第 21連関群 (rb)

第 22連関群 ( )

そ の 他 (bl;Nd;PWa;80;sp;SOL)

(E変異型6系統)

在来品種系統 12系統

(青熱;アスコリ;緋紅;漢川;金色;析江;青白;大正白;支 108;Ei-
支 108(旧);日本錦;虎青熱(W･Ze))

染色体異常系統

転座系統 68系統
,~一ヽ
W･Sa転座系 12

その他の W転座系 19
Ⅳ 転座不安定系 4

検定用 Ⅳ 転座系 7

99
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Z･(W)転座系 18

ⅩⅠⅤ･Ⅵ 転座系 8

不分離 (トリソミーを含む)系統 10系統

その他 (染色体不安定系) 1系統

合 計 225系統

H. ネ ズ ミ

1. 系統推特をしている近交系マウス (Muen uSCulua)

A/∫(172+5),A/EeJfICR(?+3),AKR/J(136+3),Au/SSJ(38+4),call/HeJfICR

(155+1),C57BL/6JfICR(130+1),C57BL/10Sn(?+5),C57BR/CdJ(?+3).CBA/J

(?+1)辛,CBA/CaJ(?+1)*,CBA/St.AIS(76)*,DM/Ms(22),DBA/lJ(94+5),DBA/

2J(126+4),HTG/GoSfSn(?+6),LP.RⅢ(71+4),PL/J(?+5).Rm/2J(?+4),

RF/Ms(?+57),SJL/∫(?+5),SM/∫(87+4),SWA(/Ms(?+74),SWR/J(?+4),YBR

(?+1)*,WB/Re(104+3)*

2. 系枕維持をしている臥2Congenioマウス

BIO系 H-2&:BIO.A/SgSn(?+6)

H-2b.･BIO/Sn(?+5)

H-2bc:BIO.129(6M)(62+4)

H-2d:B10.I)2/nSn(?+6)

H-2f:BIO.M/Sn(?+5)

H-2h-細 ;BIO.A(2R)/SgSn(?+4)

A 系 H-2&:A/∫(172+5)

Ⅱ｢2b･.A.By/Sn(?+5)

C3H 系 Ⅱ-2b:C8H.SW/Sn(?+6)

Ⅱ12k:CBE/lleJ(155+1)

BALB系 E-2b:BALE/B(?+1)*

H-21~2sg:BIO.A(5R)/SgSn(?+6)

Ⅱ-2k.･BIO.BR/SgSn(?+5)

I-2m :BIO.AKMISn(?+5)

H-2Pa:BIO.Y/Sn(59+5)

I-2tL:BIOPL(78NS)/Sn(?+6)

I-2V:BIO.RIII(71NS)/Sn(?+4)

H-2f:A.CA/Sn(12+5)

Hl2S:A.SW/Sn(?+5)

Hl21:C3H.JK/Sn(?+1)

I-2p:C3H.NB/Sn(18+6)

I-2k･.BALE/K(?+1)辛

Ⅱ-2d:BALB/C(?+1)*

3. 系統杜持しているテラトーマ高発近交系マウス

129/Sv(?+2),129/Sv-SICP(?+3),129/Sv-Ay(?+3),129/Sv-terlHiline日?+4)

129/Sv-tertIJOline】(?+3),LT/Sv(?+4)

4. 系統推持している突然変異遺伝子

第 2染色体(第 V 連関群) non-agoⅥti(a),blackandtan(at),Lethalyellow

(JLy),White-belliedagouti(Aw)

第 4染色体(弟VIII連関群) brown(b),light(Bu)

第 5染色体(第ⅩVII連関群) Viabledominantspotting(Wb),luxate(lR)

*1978年受入 ( )内の数字昧兄妹交配世代数
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第 7染色体(弟VIII連関群) Chinchilla(oeh)

第 9染色体(第 ⅠⅠ 連関群) dilute(a)

第 10染色体(第 IV 連関群) Steel(Sl)

第 13染色体(第ⅩIV連関群) furleSS(fS)

第 17染色体(第 ⅠⅩ 連関群) Brachyury(T),tailless-wi一d(tlPB,twlq),Fu8ed

(Fu),tufted(tf)

第 19染色体(第 ⅩⅠⅠ連関群) jerker(J¢)

連関群不明のもの alopetiaperiodica(ap),falter(fa).PostaⅩial

polydact.yly(Po).

5. 系統維持をしている純系ラット(Ra比uB nOrVegieue)

ACl/N-Ms(Inbreedinglll代),Albany/Ms(56代),Buだalo/Ms(73代),Fischer/

Ms(118代),LET(7+4)*,Long･Evans(58代),NIG/Ms(42代),WistarIMs(79代1,

Wistar-King-A/Ms(207代),Wistar･Eing-S/Ms(?+24代).

6. その他飼育繁殖中のネズミ類

&･ ハムスター類

チャイニーズ ･ノ､ムスター (Cricetulw griseus)

ジ7･ンガリアン･ノ､ムスター (PhodopuSSungOruS)

b. スナネズミ類

スナネズミ (Merionesunguiculatus)

イ ンドスナネズミ (Tateraindiea)(Inb.3代)

C. ハツカネズミ類 (Mus)

ノ､ツカネズミ (Mw musoulus)

日本産 (M.仇.伽Oloaeinus)

アフガニスタン及びパキスタン産 (M.n.baetrianus)

フィリピン産 (M.仇.OaStaneu8)

オキナワノ､ツカネズ ミ (Musearoli)

インドトゲノ､ツカネズミ (Musplatythrix)(10代)

d.クマネズミ類 (RattuSrattuS)

アジア型 (2n-42)

ニホンクマネズミ (R.raltuStaneZu仇i)(12代)
ホンコンクマネズミ (R.rauusPavipeclus)(10代l

タイクマネズミ (R.rauusthai)(3代)

セイロン型 (2n-40)

セイロン型クマネズミ (R.rauuSkandianus)(7代)

オセアニア型 (2n-38)

*新たに作られた染色体転座系
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インドクマネズミ (R.rattuSrufeSeenS)(2代)

モリシャス型クマネズミ (2n-42)

モリシャスクマネズミ (R.ratluS)(2代)

e. その他 RaltuB属

ナンヨクネズミ (Raltusexuh nS)(3代)

アナンダーレ (Rattu去annandalei)(6代)

RattuSlosea(4代)

f. その他のネズミ頬 (Rodentia)

ミラルディア (Millardiameltada)(13代)
Bandiootaindioa

7. 維持しているネズミの腫妨系統

マウスエールリ,yヒ腰疹 (ELDおよび ELT)

マウスミエロ⊥マ (MSPC-1,AdjPC-5,Ⅹ5563,ⅩNP,ⅩC1,MOPC3トB,MOPC

3トB,MOPC-70A,班OPC170A,MOPC1104E,A(OPC-315,AqPC56-6,A(PC

62-1,MPC63-4)

マウスアクチノマイシン腫癌 (Act-4,Act-7,Act-8)

マウス肝癌 (MH129P,MH134:亜系 Ch,Ib,If,Ⅰ65,MS,Os,Se,Y)

マウステラトーマ (OTT6050STY-2)

ラット吉田肉腫

I. 細菌とそのファージ

1. 細 首

ESCheriohiaeoli(大腸菌) 約 10,000株

野生株: K,B,S,C.Row など

栄養要求性突然変異株: Tミノ酸賓求性,プリン頁求位, ピリ

ミジン宰求性,ビタミン宰求性など

4,000#

無べん毛性突放変異株 1,000珠

非運動性突然変異株 10株

薬剤抵抗性突然変異株,フT-ジ抵抗性突然変異株,放射線感受性突然変異株など

の変異株および Hfr株t 500株

温度感受性突然変異株: 約 5,000株DNA複製欠失変異株RNA合成欠失変異株
ムレイン生合成欠失変異株

細胞分裂欠失変異株

未同定欠失変異株
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カーボン･クラークの合成プラスミド2000種を含む pLC-コレクション2000株

合成プラスミドを含む株: 10株

Su伽OneuatyPhi仇uriun (ネズミチフス菌)

野生株: TM2,LT2

栄養素要求性突然変異株: 150株 ピリミジン要求性など

無べん毛性突然変異株: 1,000株

非運動性突然変異株: 120株

Salmonellaabortuelequi

野生株:

無べん毛性突然変異株: 1,000株

べん毛抗原に関する突然変異株: 150株

SL23

Eeeherichiaeoliと Sal竹桝elk の属閤雑種 30株

Sal仇Onellaabony

野生株; SW 803

tlfr株: 10株

アミノ世要求性突然変異株: 20株

薬剤抵抗性突然変異株: 20枚

ファー ジ抵抗性突然変異株: 20株

その他の Shlnonella崩の細菌

GroupA: S.paratyphiA

GrotlpB: S.ParalyphiB,S.heidelberg,S.hab,S.u apest,S.bnana,

S.eeaen,S.kingelon,S.derby,S.California,S.reading

GroupCl: S.oranienhrg,S.仇OnteVideo

GroupD: S.eendai,S.noBCOW,S.roBtOek,S.penBaCOla,S.enterilidie,

S.dublin,S.bwb,S.wangab,S.blegda仇,S.nia桝i,S.ndolo,

S.claibrMi,S.panama,S.eanaBtel

GroupEl: S.Benfunberg

GrotlpG2.' S.uichiね

Sdnonelldiの種閉経雀

Serratia(東南)属の細菌

200株

lら株

BacillueBdtiliB(枯草菌)

野生株のほかにTミノ敢要求性突然変異株,放射線感受性突然変異株,突然変異原

検定珠など約 2,000株

2. バクテリオファージ

Sd伽0仙dIaのフ1-ジ

Ee¢heriohiaの7 7 -ジ

P22(Hl,H4,tI5,L4,L33,Cl,

C2,C8,h21,%8),Chiなど

Tl,T2,T3,T4,T5,で6,T7.Pl
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Lambda,如174など
PBSl,SPIO.SPOl,SP02など

∫.培 養 細 胞
1. 億増殖性2倍体細胞

ヒト胎児肺細胞

2. 高増殖性正常細胞

ヒト胎児肺細胞

シリアン･ハムスター腎細胞 BEK-21(C-13)ク｡-ン株

チャイニーズ･′､ムスター肺細胞 Don-6,クローン株

マウス繊維芽細胞

3. 高増譲位痕細胞

ヒト子宮癌細胞 EeLaS3,クローン株

ラット肝癌細胞

lら株

株

株

株

株

10

3

10

5

4. 薬剤抵抗性および修復欠損変異細胞

ヒト･レッシ･ナイノ､ン症由来細胞 (8-アザグアニン抵抗性)3株

ヒト･色素性乾皮症由来細胞 (修復欠損) 5株

シリアン･ハムスター･5-ヨードウリジン抵抗性細胞 5棟

チャイニ-ズ ･ノ､ムスク一･5-ヨードウリジン抵抗性細胞 25株

チャイニーズ ･ノ､ムスター ･金属塩抵抗性細胞 lo株
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VlII.庶 務

A.沿 ` 芋

昭和 15年 8月,京城で開催された日本遭伝学会第 13回大会において,国立遺伝学研

究所設立決議案が満場一致で可決された.翌 16年4月に日本学術振興会内に投けられた

第4特別委員会 (遺伝)がこれに協力して,研究所実現の努力を続けた.昭和 22年5月,

日本せ伝学会は, 財団法人辻伝学研究所を役立し, 側面的に国立税関設置の 促進に努め

た.これらの努力が実を結び,昭和 24年6月1日,文部省設置法が施行されて,ここに

待望 10年の国立遺伝学研究所が誕生した.

最初さも 第1(形質遺伝),劣2 (細胞遺伝),第3 (生理遺伝)の3研究部をもって発

足し,事務所を文部省内に置いた.昭和 24年9月,敷地 として静岡県三島市書士産業株

式会社所有の土地 77,773平方メー トルを月収するとともに, 同社の建物 4,452平方メ

ー トルを借 り受け,12月 1日研究所を現在の地に移した.昭和 35,37,38年度には,

従前の木造の本館を鉄筋コンクリー ト3階建に改築する工事が逐次進められ,昭和42年度

において全館が完成 した. また研究部門の構成も, 昭和 27年度に形質辻伝部, 細胞遺

伝部,生理遺伝部と改組され, さらに昭和 28年度に生化学遭伝部, 29年度に応用辻伝

軌 30年度に変異遺伝弘 35年度に人類遺伝部,37年度に微生物遺伝部,39年度に集

団漣伝部及び44年度に分子遺伝部が増設されて 10部門となり,また 50年度には遺伝

実験生物保存研究施設が新設された.

B. 組織 (機構と職鼻)

文部省投鷹法 (昭和 24年 5月 31日法律第 146号)(抄)

第 2節 国立の学校その他の横関

(国立の学校等)

第 14粂 第 25条から第 27灸までに規定するもののほか,文部大臣の所轄の下に,国

立学校及び次の機関を置 く.

日本ユネスコ国内委員会

国立教育研究所

国立特殊教育総合研究所

国立科学博物館

国立社会教育研修所

緯度観測所

統計数理研究所

国立辻伝学研究所

日本学士院
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(評議員会)

第 15条 前条の機関のうち,国立教育研究所,国立科学博物館,国立社会教育研修所,

統計欺理研究所及び国立遺伝学研究所にそれぞれ評議長会を置く.

2 評練兵会は,それぞれの税関の事業計画,経費の見積,人事その他の運営管理に関す

る重要事項について,それぞれの機関の長に助言する.

3 それぞれの機関の長は,評議員会の推薦により,文部大臣が任命する.

4 評義貞会拝,20､人以内の評議員で組織する.

5 評東員は,学歳経験のある者のうちから,文部大臣が任命する.

6 評議員の推務,任期その他評義貞会の組織及び運営の細目については,政令で定める.

(国立辻伝学研究所)

第 23粂 国立溝伝学研究所は,辻伝に関する学理の給合研究及びその応用の基礎的研究

をつかさどり,あわせて遭伝学研究の指導,連絡及び促進をはかる機関とする.

2 遭伝学研究所の内部粗放は,文部省令で定める.

文部省投il法施行規則 (昭和 28年 1月 13日 文部省令第2号)(抄)

第7節 国立遺伝学研究所

(所 長)

第 62粂 国立辻伝学研究所に所長を置く.

2 所長は,所務を掌理する.

(内部組織)

第 63粂 国立辻伝学研究所に次の 11部を置く.

一 庶 捗 部

二 形質遺伝部

三 細胞辻伝部

四 生理辻伝部

五 生化学遺伝部

六 応用遺伝部

七 変異遺伝部

八 人頼辻伝都

丸 微生物連伝部

十 集団辻伝部

二 分子遺伝部

2 前項に掲げるもののほか,国立遺伝学研究所に遺伝実験生物保存研究施設を置く.

(庶務部の分取及び事務)

簾 64粂 庶務部に次の2課を置く.

- 庶 務 裸

二 会 計 淋

2 庶務課においては,次の事務をっかさどる.
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一耽員の人事に関する事務を処理すること.
ニ 公文書塀を接受し,発送し,編集し,及び保存すること.

三 公印を管守すること.

四 国立辻伝学研究所の所掌事務に閑し,連絡調整すること.

五 国立遺伝学研究所評簾員会に関すること.

六 前各号に塊げるもののほか,他の所掌に属したい事務を処理すること.

3 会計裸においては,次の事務をっかさどる.

- 予算に関する事務を処理すること.

ニ 経費及び収入の決井その他会計に関する事務を処理すること.
三行政財産及び物品の管理に関する事務を処理すること.
四 城見の衛生,医療及び福利厚生に関する事務を処理すること.

五 庁舎及び設備の維持,管理に関する事務を処理すること.

六 庁内の取締k関すること.

(形質浪伝部)

弟 65魚 形質遺伝部においては,生物における各種の遭伝形質の分析及びその遭伝様式

に関する研究を行う.

2 形質辻伝部に第1研究室及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究に<い

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(細胞漣伝部)

第 66粂 細胞漣伝部においては,生物細胞の核及び細胞質と遺伝との槻係に関する研究

を行う.

2 細胞漣伝部に第1研究室及び第2研究室を荘き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(生理遺伝部)

第 67条 生理遺伝部においては,生物における辻伝形質の表現に関する生理学的研究を

行う.

2 生理遺伝部に第1研究畠及び第2研究室を置き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ動物に関する研究及び植物に関する研究を行う.

(生化学速伝部)

第 68粂 生化学遺伝部においては,生物の連伝に関する生化学的研究を行う.

2 生化学辻伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究室を置き,各童においては,節

項の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び微生物に関する

研究を行う.

(応用遺伝部)

第 69粂 応用辻伝部において杜,動物及び植物の改良に関する辻伝学的研究を行う.

2 応用遺伝部に第1研究室,第2研究室及び第3研究童を置き,各室においてPi,前項

の研究について,それぞれ動物に関する研究,植物に関する研究及び育社技術の理論に
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隣する研究を行う.

(変異遭伝部)

第 70粂 変異遺伝部においては,生物に対する物理的及び化学的刺軟による央然変異に

関する研究を行う.

2 変異遺伝部に第1研究童,第2研究室及び第3研究畠を鷹き,各畠において恥 前項

の研究について,それぞれ動物に関する研究,稚物に関する研究及び放射性同位元素lこ

よる突放変異に関する研究を行う.

(人斯遺伝部)

弟 71粂 人類遺伝部において私 人新港伝に朗する研究を行う.

2 人頼遺伝部に弟1研究室及び弟2研究室を履き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ形質辻伝に関する研究及び統計池伝に関する研究を行う.

(微生物遺伝部)

第 72粂 微生物遺伝部においては,微生物の遺伝に関する研究を行う.

2 微生物辻伝部に第1研究室及び第2研究童を置き,各壷においては,前項の研究につ

いて,それぞれ漣伝子の構達と変化に関する研究及び漣伝子の作用に関する研究を行う.

(集団遺伝部)

弟 73粂 集団遺伝部においては,生物集団の遺伝に関する研究を行う.

2 集団遺伝部に第1研究童及び第2研究畠を贋き,各室においては,前項の研究につい

て,それぞれ准化遺伝に関する研究及び統計遭伝に関する研究を行う.

(分子漣伝軌)

弟 73集の2 分子遺伝部においては,生物の辻伝に関する分子生物学的研究を行う.

2 分子溝伝部に第1研究垂及び第2研究童を置き,各室においては,前項の研究について,

それぞれ核酸の構造に関する研究並びに核酸及びたんぱく質の相互作用に関する研究を

行う.

(連伝実験生物保存研究施設)

第 73条の3 遺伝実験生物保存研究施設においては,遺伝学的研究に必要な実験生物の

重要系統の維持保存及びその遭伝的特性に関する基礎的研究を行う.

(連伝実験生物保存研究施設の組織)

第 73条の4 連伝突放生物保存研究施設に長を置く.

2 前項の長は,辻伝実験生物保存研究施設の事務を隼理する.

第 73条の5 達伝実験生物保存研究施設に動物保存研究室,植物保存研究畠及び微生物

保存研究室を置き,各童においては,それぞれ辻伝学研究に必要な実験生物のうちそれ

ぞれ実験動物,実験植物及び実験微生物に関し,重要系統の維持保存及びその速伝的特

性に関する基礎的研究を行う.

(各研究部等の共通事務)

第 74粂 形質遺伝部.細胞遺伝部,生理漣伝部,生化学漣伝部,応用連伝部,変異遺長

和,人類遺伝部,鞍生物漣伝部,集団辻伝部,分子法伝部及び遺伝実験生物保存研究施
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設においては,第 65条から第 73条の3までに定めるもののほか,各部又は施設の所

掌事務に閑し一次の事務をっかさどる.

一国の鎖関の求めに応じ,人口,康生,農業等に関する政府の施策について,科学的
基礎資料を捷供すること.

= 国及び地方公共団体の横関,大学,民間団体等の求めに応じ,協力し,及び指導す

ること.

三 内外の諸機関と連絡協力すること.

四 研究成果の刊行及び研究会,兼習会等の開催 その他研究の促進に関すること.

文部省所轄機関評議且会令

(昭和 40年 6月 20日 政令第 216号)

改正～昭和 43年 6月 15日 政令第 170号

(組 織)

第 1条 文部省設置法第 15粂第 1項の機関 (以下｢機関｣ という).に置かれる評議員

会は,評議員 16人以内で組織する.

第 2条 評議員の任期は,2年とし,その欠員が生じた場合の補欠評議員の任期 は, 節

任者の残任期間とする.

2 評議員は,非常勤とする.

第 3粂 評議員は会長及び副会長 1人を置き,それぞれ評議員が互選する.

2 会長は,評議員会の会務を経理する.

3 副会長は,会長を補佐し,会長に事故あるときはその職務を代理し,会長が欠けたと

きはその職務を行 う.

4 会長及び副会長の任期は,国立社会教育研修所の評議員会にあっては2年 とし,その

他の機関の評議員会にあっては 1年とする.

5 会長及び副会長が欠けた場合における後任の会長及び副会長の任期は,それぞれ前任

者の残任期間とする.

(議 事)

第 4粂 評論員会は,評議員の過半数が出席しなければ, 議事を開き, 議決することが

できない.

2 評議員会の議事は,出席した評議員の過半数をもって決し,可否同数のときは,会長

の決するところによる.

(説明の要求等)

第 5粂 評議員会は,その属する機関の職員に対し, 説明, 意見の開陳又は資料の挺出

を求めることができる.

2 機関の長は,その機関の評議員会に出席して意見を述べ,又は所属の職員をして意見

を述べさせることができる.

(庶 務)

第 6条 評議員会の庶務は,その属する機関において処理する.
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(雑 用)

第 7条 この政令に定めるもののほか, 評鼓員会の議事の手続その他その運営に関し必

要な事項は,評蔑見会が定める.

附 則

この政令は,昭和 40年 7月 1日から施行する.

附 則 (昭和 43年 6月 15日 政令第 170号)抄

(施行期日)

1 この政令は,公布の日から施行する.
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職 員 定 数 (昭和 53年 12月 31日現在)
======================≠ ====≡===============

l

所 長

農学博士 田島弥太郎

評議鼻 (会長,副会長のほかは五十音順) (昭和 53年 12月 81日現在)

科 学 技 術 会 議 議 員 藤 井 隆 45.6.1 会 長

東 京 大 学 教 授 井 上 英 ~二_ 63.6.1 副会長
国 立 予 防 衛 生 研究所部長 梶 .沢 浜 夫 51.6.1

大 阪 大 学 教 授 大 帝 文 夫 52._6.1

木 原 生 物 学 研 究 所 長 木 原 ~均 44.6.1

東 京 農 業 大 学 教 授 近 藤 典 生 51.6.1

国 立 公 害 研 究 所 長 佐 々 学 51.6.1

岡 山 大 学 名 誉 教 授 高 橋 _ 隆 平 49.6.1

東 京 大 _学 教 授 長 倉 三 郎 50.6.1

原 子 力 委 員 会 委 員 御 園 生 圭 輔 42.ll.1

東 京 大 学 学 長 向 坊 隆 52.6.1

理 化 学 研 究 所 理 事 森 脇 大 五 郎 50.6.1

研 究 職 員 (昭和 53年 12月 31日現在)
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田
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杉

小

名
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山

藤

Pb.D.

医学博士

理学博士

兵学博士

理学修士

Ph.D.

文 部教 官,部 長

文部 教 官,室 長

文部 教官,室 長

文部 教 官,研究員

文 部 教官,研究員

文 部 教 官,研究員

生化学遺伝部

応用漉伝部 文 部 教 官,部 長 農学博士 岡 .彦 二 29. 8.1

文 部教 官,室 長 農学博士 井 山 審 也 33.4.1

文 部教 官,室 長 農学博士 沖野 (旧姓森島)啓子 36.4.1

文 部教 官,研究員 農学博士 河 原 孝 忠 29. 7.1

文 部教 官,研究員 農学博士 藤 島 通 39.5.1

文 部 教 官,研究員 宮 沢 明 24.10.5

文 部 技 官 近 藤 和 夫 26.1.16

文 部 技 官 増 田 治 子 38.1.16

文 部 技 官 三 田 具 彦 35.7.20

文 部 技 官 斉 藤 正 己 35.9.16

文 部 技 官 杉 木 典 夫 37.ll.1

文 部 技 官 田 村 仁 一 28.1.16
文 部 技 官 青 田 嵩 26.1.16

文 部 技 官 芦 川 祐 穀 35.4.1

変異遺伝部 文 部教 官,部 長 理学博士農学博士 賀 田 恒 夫 42.10.1

文部教官,主任研究官 土 川 清 26.5.1
文 部教 官,研究員 天 野 悦 夫 41.7.1
文 部 叔 官,研究員 理学博士 定 家 我 人 43.4.1
文 部教 官,研究員 農学博士 井 上 正 52.7.1
文 部 技 官 原 雅 子 30.6.2
文 部 技 官 原 田 和 昌 34.4.1
文 部 技 官 芦 川 東 三 夫 36.4.1
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井
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井
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玉

木
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西

農学博士

理学博士

農学博士

理学博士

文 部 教 官,室 長
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非常勤研究員
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受入部l 氏 名 暮職 名l学 位 l任用年月日

巨 田 徳 一磨 線医学総合研究雲Lph･D･集団遺伝部

分子遺 伝部
今 本 文 男

大 塚 栄 子

大 阪 大 学微 生物病
研 究 所 助 教 授

大 阪 大 学 助 教 授

理学博士

薬学博士

遺伝実験生物
保存研究施設

古 里 和 夫

笠 原 基 知 治

浜松市フラワーパーク
園 長

法 政 大 学 教 授

農学博士

農学博士
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氏 名 職 名 称号授与年月日

木 原 均 元 国 立 遺 伝 学 研 究 所 長 44.6.1

辻 田 光 雄 前国立遺伝学研究所生化学遺伝部長 46.4. 1

酒 井 寛 一 前国立遺伝学研究所応用遺伝部長 48.6.1

専務職員 (庶務部)

職 名

庶 務 部 長

庶 務 課 長

会 計 課 長

庶務課課長補佐(栄)庶務係長

人 事 係 長

経 理 係 長

用 度 係 長

図 書 事 務 主 任

施

級

皮皮皮

人

経

用用

電

自

守

理

詰

動

係

交

設

務

務

務

事

理

度

度

主

係

係

係

係

係

係

係

任

主 任

兵

員員

兵

員

兵

員

換 手

事 運 転 手

衛

十

大

大

木

五

関

其

内

越

岩

佐

山

長

梅

井

山

秋

風

岩

半

西

石

塚

村

嵐

板

野

田

川
城

藤

本

浄

沢

上

本

山

間

田

田

川

達 徳

春 市

進

芳 男

明 雄

朝 書

茂 治

膚 義

英 一
隆 司

み

露

す

明

三
政

啓

英

日

元

任用年月日

51.4.1

50.4.1

51.4.1

49.12.1

28.5.19

26.4.16

36.2.1

36.8.1

37.9. 1

35.9. 1

39.9.1

50.3.1

48.4.1

38.12. 1

45.4. 1

44.4.1

51.4.16

48.3.1

48.4.10

24. 9.30
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退職者及び転出者
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職 名I氏 名任命年月日異動年月日 備 考

人 類遺伝 部
第 -研究室研究 貞
細 胞 遺 伝 部
第一研究室主任研究官

塩 田 治 平

加 藤 旋 夫 :二;:1:I≡:1::1;

C.土地及び建物
(昭和 53年 12月 31日現在)

土 地 絵 両 横 1鵬,039m2

内訳
研 究 所 敷 地 95,896m皇

宿 舎 故 地 10,143m2

建物捻両横 (建 両 帝) 10,676m皇

(延べ両横) 15,735m乏

建物 内訳

構 造
両 帝

及
育飼

主
虫

套
ん

本

別

養
こ

堆 肥 舎 及 び 農 夫 合

職 員 集 会 所

調 節 温 室

渡 り 廊 下

増 圧 ポ ソ プ 童

自 動 車 車 庫

作 業 喜

好 卵 育 離 合

検 定 舎(2むね)

公 務 員 宿 舎(27むね)

放 射 線 失 政 室

第 2 ネ ズ ミ飼 育 室

隔 ♯ 温 室

水 田 温 室

自転 幸せ場及び物 置

鉄筋コンク1)- ト造り3階建

鉄筋コソクリー ト造り2階建

雫萱かわらぷき平屋建~部地

木 造 平 畳 建 一 部 中 2階

木 造 平 量 建

木 造 平 星 建

鉄 骨 造 り 2 階 建

木 造 平 畳 建

木 造 か わ らぷ き平 鹿 建

木 造 平 畳 建

木 造 か わ らぷ き平 鹿 建

木 造 か わ らぷ き平 畳 建

木 造 か わ らぷ き平 星 連

鉄 筋 平 畳 建 一 部 地 下 室

ブT,ツタ造り及び木造平星建

毒筆豊基ブロック造り及び木l

毒筆豊嘉プfZック道｡及び木)
木 造 平 島 建
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35
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特
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温

研 修 室･勝 美 庫

渡 り 廊 下

好 卵 育 雛 舎

77イpソ温室(2むね)

堆 肥 舎

鶏 糞 処 理 中 産

第2ネズミ飼育室機械室

桑 温 室

麦 温 室

国 事 腐

ネ ズ ミ 飼 育 舎

水 源 ポ ･ソ プ 小 鼻

第

内
附

2ネズミ･飼育室洗源室

及樵負実
属
射照部

桑 温 蜜
行 動 遺 伝 学実験 室

ペ レ ッ ト 温 室

遺伝実験生物保存研究棟

機 .械 棟

ブ ロ ック造 り一 部 地 下

鉄 骨 造11り 平 昆 建

鉄 骨 造 り 平 最 遠

鉄筋コソク1)-ト造り平星建

一部鉄骨造 り木造平量建

笠鮎 表芸 .'~ト道｡2牌 ‡
鉄骨遣り足根防水モルタル塗

鉄筋コンクリート造り平崖建

鉄骨造フアイpソ張り平鹿建

墓骨遺｡波型スレ~ト葺平泉‡

ブ p ッ ク造 り

ブ p ツ タ 造 り

建
.･建

-
農

昆

平

平

誓 言墓守撃差違 ?.T'丁トブ‡

誓 言蓋管撃昌表クリ~トブ)
鉄筋コンクリート造り3階建

鉄筋コンクリート造り平屋建:

鉄 骨 遣 り 平 屋 建;

∫ ∫

鉄筋コンクリート造り平星建

鉄骨造 り平屋建 ガラス張

木 造 平 屋 建

鉄骨造 り平星建 ガラス張

鉄筋コンクリート造り2階建

鉄 骨 造 り 平 屋 建
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1. 国立遺伝学研兎所

(会

件 費

件 費

D.予 井

414,068千円 (389.841千円)

318,850千円 (316,494千円)

732,918千円 (706,335千円)

2.国立機関原子力試験研究費 29,221千円 (28,912千円)

3.i国立機関公害防止等試鼓研究費 10,700千円 (10,543千円)

4.,特別研究促進調整費 6,437千円 (6,437千円)

ククPA=P潤 (?叫 uj)

admin
長方形



5. 科 学 研 究費
環境科学特別研究
特 定 研 究
絶 合 研 究
一 般 研 究
海 外 学 術調 査

庶 務

99,490千円

13,900千円
21,700千円
19,600千円
32,800千円
11,490千円

( ) 内は補正後の予算

E. 日 誌

4月 22日 一 般 公 開 実 施

6月 10日 第 40回評議員会開催

11月 11日 遺伝学公開講演会実施

(場所 ･国立科学博物館)

部 長 会 議

1月 12日 第 463回 7月 11日

1月 24日 第 464回 7月 25日

2月 7日 第 465回 9月 12日

2月 21日

3月 8日

3月 22日

4月 4日

4月 18日

5月 16日

6月 6日

6月22日

1月 12日

1月 28日

1月 31日～
2月 1日

2月 5日-
3月 6日

2月 28日～
3月 6日

3月 7日

8月 13-21日

3月 14日

第 466回

第 467回

第 468回

第 469回

第 470回

第 471回

第 472回

第 473回

9月 26日

10月 3日

10月 17日

11月 7日

11月21日

12月 12日

12月 19日

第 474回

第 475回

第 476回

第 477回

第 478回

第 479回

第 480回

第 481回

第 482回

第 483回

119

主 な 来 訪 者 (敬称略)

S.S.Rajan,C/0UnitedNations,Rangoon,Burma

AshokJain,EmbassyofIndia,Tokyo

R.D.Brock,PlantBreedingandGeneticsSection,FÅoIAEA,
Austria

UliSchwarz,Max-Planck-Institut,Germany

G.P.Sharma,PanjabUniversity,India

韓国科学財団学術事情視察団 躍 相葉他5名

JamesF.Crow,UniversityofWisconsin,U.S.A.

S.Lamseejan,AtomicEnergy Labリ ⅩasetSartUniversity,

Bangkok,Thailand
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8月 24日 タイ国学術事情視察団 P.Bunnag他4名

4月 27日 M.S.BaIal,FieldCropsRes.Inst.,AgrictllturalResearchCenter,

Gi2&,Egypt

5月 11日 M.A.Klingberg,Israelhat.forBiol.Res.,Ness-Ziona& Tel-

AvivUniversityA(edicalSchool,ⅠSrae1

5月 11日 W.Xlingberg,IBraellnBt.forBiol.Res.,Ness-Ziona皮Tel-Aviv

UniversityA(edicalSchool,Ⅰ8rael

g4Bq:1…BT日 A･R･Kastmi Bai,BangaloreUniversity,India

5月 18日 M.Shadak8haraBWamy,BangaloreUniver8ity,India

5月 23日 KuoNanKao(高国楠),PrairieRegionalLab.,NationalResearch

CouncilofCanada,Canada

5月 23EI J.D.Soriano,Univer8ityofthePhilippines,Philippines

69BB181錆 BeverlyA･Marcum,UniversityofCalifornia,Irvine,U･S･A･

7月 20日 P.G.Mankad,EmbassyofIndia,Tokyo

8月 7-8日 BruceSheldon,C.S.I.R.0.,Sydney,Australia

8月 8日 WaridA.Warid,UniversityofCairo,Egypt

8月 10-11日 R.C.King,Northwestern UniverSity,U.S.A.

8月 28-29日

9月 17日

9月 17日

9月 18日

9月 26-27日

10月 11日

10月 19日

11月 18-22日

12月 8日

T.Ⅱ.Jukes,UniversityofCalifornia,U.S.A.

S.Krishnaswami,CentralSericultureResearchandTraining

ln8titute,Mysore,India

M.N.Narasimhanna,Central TasarResearchStation,Ranchi,

India

中国科学院代表団 秦 力生他2名

B.B.Shahi,ParwanipurAgricultureStation,Nepal

中国食品科学技術代表団 4名

IIerbertG.Baker,UniversityofCalifornia,U.S.A.

LeroyC.Stevens,JacksonLaboratory,U.S.A.

S.Brenner,UniversityPostgradtlateMedicalSchool,Cambridge,

England

F.諸 会

研究活動を促進するため,次の会合を行う.

内部交流セミナー

研究所内における研究経過を討論する金で盛夏の時期を除き毎月第 1,第3金曜日に開

かれる.
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抄 統 合

新しい研究論文の抄読会で,盛夏の時期を除き毎週水曜日に開かれる.

BiologicalSynpoBl&

外国の関係者来訪の際,

第 137回 2月24日

第 138回 7月 11日

第 139回 7月 24日

第 140回 8月 10日

第 141回 9月 19日

第 142回 11月 21日

第 143回 12月 6日

121

随時開催,講演討論を行う.

BiochemiCalstudiesofbacterialcellShape(UliSchwarz)

PresenceofacomplexpopulationofmRNA sequences

inlargenllClearRNAmoleculesinbraintissue(W.E.

Eahn)

Developmentofhydralackingnerveandinterstitial

cells(BeverlyA.Marcum)

HereditaryovariantumorsofDrosophilamelanogaster

(R.C.Ring)

Recombinational controlofgeneactivity(MelvinI.

Simon)

Experimental mammalian embryology and terato-

carcinoma(LC.StevenB)

ProblenSinnematodedevelopment(S.Brenner)

日本遺伝学会三島談話会

研究所並びに付近在住の会員で組織され,原則として月1回,研究成果発表とそれに関

する討論を行う.

第 249回 2月 14日

ショウジョウバエ集団の染色体多型 (井上 寛)

第 250回 2月 23日

ショウジョウバエ自然集団での連鎖不平衡 (山口 修)

第 251回 6月 29日

免疫グロプ1)ソ遺伝子の構造 (穂積伝道)

第 252回 7月 10日

RNA腫癌ウイルスと細胞遺伝子との相互作用 (花房秀三郎)

第 253回 10月 4日

核と菓線体 の遺伝子マーカ-としてのフラクションⅠタンパク-タバコ

属植物の起源- (平井篤志)
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G.図書および出版

図書委員長 (昭和 53年度) 黒 田 行 昭

図 書 委 員 ( ′ ) 藤 井 太 朗,天 野 悦 夫,下遠野 邦 忠,
山 田 正 明,安 横 順 一,山 田 正 夫

1) 蔵 書 数

和 幸 1 1,865冊 製本雑誌含む

洋 書 1 8,455冊

計 1 10,320冊

2) 53年度園暮増加冊数

購 入 !寄 贈 ‡ 計

3) 雑 誌 (檀)

購 入!寄 贈t 計 i 備 考

l

l

4) 出 版

書 名 ト ージ数 l発 行 数 l 配 布 先

国立遺伝学研究所年 報 第 28 号 124 800部 国内研究機関,大学,試験場ほか

Ann.Rep.NationalⅠnst.Genetics.No.28 126 800部 内外研究機関,大学,試験場はか
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付

財団法人遺伝学普及会

歴 史

昭和 25年5月財団法人遺伝学研究所の設立をみたが,国立遺伝学研究所が設立される

におよび,その寄付行為をあらため遺伝学普及会とし,もっぱら遺伝学普及事業を行うこ

とになった.

役 員

会 長 森脇大五郎

常務理事 松永 英,青田俊秀

理 事 篠遺 書人,和田文書,田島弥太郎,大島長造

手 業概 況

雑誌 ｢遺伝｣編集,遺伝学に関する学習用プレバラ-トの配付,辻伝学実験用小器具の

改良,新考案の製作及び配付,幻燈用スライドの製作及び配付,遺伝学実習小動物並びに

植物の繁殖及び配付.
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